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　ノアという人物について。

　わたしの知るかぎりのことを話すとするならば、まず、あの男はハンターだ。

　種族は人間。年齢は二十四。

　とにかく無愛想で、自身について多くを語らず、おまけに全身黒ずくめのコートを着ているせいで周囲から怪しまれることも多々ある。そうした情報もないわけではないが、彼が「ハンターである」ことの重みに比べれば些さ
 細さい

 な話だろう。

　ノアという男は──

　史上最凶の
 怪異エネミー

 に育てられた史上最強の
 怪異エネミー

 ハンター
 、だ。

　この世のすべての怪物たち。すなわち吸血鬼ヴアンパイア

 、獣人セリアンスロープ

 、屍鬼グール

 、幽魔ゴースト

 、魔獣ビースト

 等々、ありとあらゆる脅威に対する人類の切り札である。

　代行者連盟リーグ

 によって階級『Ａ』を越える前代未聞の階級『ＸＡ』を授与された男。人類の宿敵たる「大敵アークエネミー

 」にたった一人で立ち向かうハンター。

　大敵殲滅者アークキリング

 、と。

　いつしか怪異エネミー

 からもそう恐れられた彼について。今晩は語るとしよう。





　始まりは──

　そう、わたしと彼の出会いから。
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「怪異エネミー

 を追っている。隔離指定された凶悪な吸血鬼ヴアンパイア

 だ」

　夕暮れ間近の午後四時。

　繁華街を歩く人影もまばらになる頃に、グレゴリオ聖教教会の扉は、男の一言と同時に蹴り開けられた。

「逃走ルートから、この町に接近した可能性が高い。町に潜伏された場合が面倒だ。吸血被害を出したくなければ今すぐ町の不審人物を洗いだせ。身分証を提示させ、確認できない場合には頭から聖水をありったけぶっかけろ。応じない奴やつ

 は俺が直接──」

「え!?
 　ま、待って。待ってくださいってば！」

　扉を開けるなり機関銃の一斉射撃じみた早さで喋しやべ

 りだした黒ずくめの男。

　そんな彼の前で、シルヴィ・クリアネットはあわてて手を振った。

「あの、もう一度最初からお願いします。どういうことでしょう。吸血鬼ヴアンパイア

 が……怪異エネミー

 が現れたと聞こえた気がしたんですが」

「そう言っている」

　扉によりかかる姿勢から身を起こし、黒ずくめの男が気け
 怠だる

 げな足取りで教会の床を歩いてくる。

　今、この礼拝堂に信徒の姿はない。

　朝礼拝と夜礼拝のちょうど間の時間帯。シルヴィも教会の掃除を終えてようやく一息つけるとほっとしていた。その矢先のことである。

「俺はノア。ノア・イースヴェルト、北アルトリア代行者連盟リーグ

 の代行者ハンター

 だ」

　伸ばした黒髪に、床につくほど丈のあるロングコートも黒。

　身長はブーツ抜きでも百八十センチを超えているだろう。

　顔立ちは端整ながらも目つきが悪いのか不機嫌なのか、向かい合っているだけで後ずさりしたくなるほどに眼光が鋭い。

　……どうしよう絶対に怖い人だ。

　……しかもわたしが絡まれちゃった。

　そんな内心の呟つぶや

 きが。

　代行者ハンター

 ノアと出会った当初、シルヴィが抱いた印象だった。

「この教会のシスターだな」

「シスター見習いです……シルヴィと申します」

　グレゴリオ聖教の青の修道服、その裾をぎゅっと握りしめてシルヴィは頷うなず

 いた。

　シルヴィ・クリアネット──

　色素の薄い金髪に、淡い碧へき
 眼がん

 が特徴である少女である。

　この春で十七歳。

　聖教法では立派に成人扱いされる年齢だが、髪の毛が外向きに跳ねて幼稚っぽく、声質も幼いため、町の住民からは今もシルヴィ「ちゃん」と子供扱いされてしまう。

「見習いか」

　値踏みするように、ノアと名乗る代行者ハンター

 に頭から靴先まで眺めまわされた。

　聖教に尽くす身とはいえシルヴィも若き乙女おとめ

 だ。

　修道服の上からでも女性らしい身体からだ

 の線はわかってしまうし、何よりじっと顔から身体まであからさまに見つめられるのは抵抗がある。

「あ、あのですね！」

　一歩前に出る。

　初対面の少女を無遠慮に眺めまわすのはあまりに無礼な行為でしょう。そうシルヴィが口にするより先。

　ノアが、やれやれと肩をすくめてみせた。

「なるほど。とりあえず吸血鬼ヴアンパイア

 がシスターに化けているわけではないらしい」

「は、はい!?
 」

「吸血鬼ヴアンパイア

 が町に潜伏している場合にまず考えられる可能性だ。聖教の教会は怪異エネミー

 討伐に長た

 けた神父とシスターの溜た

 まり場ば

 だからな。そこを先に潰してしまえば、あとは邪魔者もなく町を支配できる」

　淡々と告げる黒ずくめの代行者ハンター

 。

　そう、つまりこのノアという男は教会を訪れるなり、初対面のシルヴィを前にいきなり「怪異エネミー

 が人間に化けているのでは？」と疑ってかかっていたのだ。じっと凝視していたのも、その挙動から正体を見破るためだったらしい。

「気にするな」

「気にします！　よりによって怪異エネミー

 に疑われるなんて」

「もう済んだ話だ。そして俺の要求を先に伝える。ある吸血鬼ヴアンパイア

 が町に潜伏した可能性が高い。この教会なら住民情報を記録しているはず。それを今すぐ俺に渡せ」

「教会の記録を!?
 　それは……」

「随分な言いぐさですね」

　落ち着きはらった声。

　そう答えたのはシルヴィではなく、礼拝堂の奥にある通用口に立つ白衣の女性だった。

　背丈はちょうどシルヴィと並ぶほどだろう。シルヴィより幾分色いろ
 褪あ

 せた金髪に、彫りの深い顔立ちのシスターである。

「カタリナ・クリアネットと申します。妹の指南役を仰せつかっていますわ」

「姉妹そろってシスターというわけか。敬けい
 虔けん

 なことだ」

「ノアと仰おつしや

 る代行者ハンター

 よ」

　言葉づかいこそ丁寧だが、カタリナが明確な怒りの感情を声音に滲にじ

 ませた。

「ここを何処どこ

 とわきまえますか」

「バイエルン連邦都市第十四州トスカリア自治区、そのユリウス教義派グレゴリオ聖教の教会だ。俺の記憶違いでなければな」

「結構です」

　カタリナと名乗る女性が、その場で腕組み。

「ならば理解しているはずです。ここはグレゴリオ聖教の教会で、私たちは怪異エネミー

 の討伐訓練を受けた正式なシスター。吸血鬼ヴアンパイア

 が町に潜伏した可能性があると？　たとえそうだとしても代行者あなた

 の出る幕はありません」

「お、お姉ちゃんそれは……」

「今は私が話しています」

　ピシャリと言葉を打ちきって。

　妹シルヴイ

 が押し黙るのをよそに、姉カタリナ

 がさらに言葉を続ける。

「代行者ハンター

 は、聖教の教会がない地域で怪異エネミー

 討伐を請け負うもの。この町に私たち聖教のシスターがいる以上、あなたは必要ないでしょう」

　この世界に存在する異形たちの総称「怪異エネミー

 」。

　吸血鬼ヴアンパイア

 をはじめ、怪異エネミー

 は聖素による浄化でなければまず討伐が不可能とされている。ゆえに民衆は、聖素の秘奥を扱うグレゴリオ教会に縋すが

 る日々を送っているのだ。

　……が。

　すべての村や町にグレゴリオ聖教の教会があるわけではない。そうした時、怪異エネミー

 討伐を聖教にかわって行う者が代行者ハンター

 である。

　このノアという男もその一人だろう。

　有名無名の区別はシルヴィにはわからない。聖教にとって代行者ハンター

 はいわば商売敵。そんな相手の名前など聞く機会がほとんどないからだ。

「この町に代行者ハンター

 の介入は不要です」

　胸に手をあてて謳うた

 いあげるカタリナ。

「そもそも本当に怪異エネミー

 がいるとでも？」

「何が言いたい」

「怪異エネミー

 が出た。そう偽って無力な民衆から法外な報酬を手に入れる。そうした詐欺まがいが平然と行われているそうではないですか」

　ここトスカリア自治区で吸血鬼ヴアンパイア

 被害の報告はまだ出ていない。なのに吸血鬼ヴアンパイア

 が潜伏しているとなぜ判断できるのか。

　つまり言いがかりでしょう？

　暗にそう問いつめるカタリナに対し、代行者ハンター

 は表情一つ変えずに断言した。

「臭いだ」

「は？」

「怪異エネミー

 の行方は
 怪異エネミー

 に追跡させるのが一番手っとり早い
 。遅いぞエルザ」

　ぎぃ、と扉が開く音。

　夕暮れ時の強い日ひ
 射ざ

 しを背に、現れたのは頭の先から爪先まで真っ白な少女だった。

　生気が感じられない白の肌。

　雪のように白い銀髪に、着ている薄着のドレスも染み一つない白。ただ一箇所──少女の双そう
 眸ぼう

 だけが鮮血のように赤い。

　不気味なほどに赤い目。そして身に湛たた

 えた異様な冷気。

　エルザと呼ばれる少女が現れた途端、礼拝堂の気温が下がった。シルヴィが思わずそう感じるほど、少女の雰囲気は明らかに異質だった。

「ノア」

　凜りん

 、と鈴を転がすような声が少女の唇を伝って響く。

　それだけを聞けば可愛かわい

 らしいと思えるのに、胸に刃やいば

 を突きつけられているかのような寒気を感じずにはいられない。

「奴の臭いが一帯に漂っている。この町のどこかに隠れているのは間違いない」

「──だそうだ」

　ノアの背後に隠れる白の少女。

　そんな彼女に小さく頷くや、再びノアがシスターの姉妹を見やって。

「俺の追っている吸血鬼ヴアンパイア

 はこの町にいる」

「……意味がわかりかねます。臭いとは？　その少女に何がわかるというのです」

「まずは動け」

　黒の代行者ハンター

 からの返事は冷ややかだった。

「怪異エネミー

 は今この時も町を闊かつ
 歩ぽ

 している。対応するなら今すぐにだ」

「不要です。たとえあなたの話が正しいとしても」

「なぜだ？」

「吸血鬼ヴアンパイア

 となれば怪異エネミー

 の中でも上位種。ならば私たちグレゴリオ聖教の信徒がすべきことは、その報しら

 せを聖都に送ること。すぐに聖歌隊ピルグリム

 も派遣されるはず」

　聖歌隊ピルグリム

 ──

　ユリウス教義派グレゴリオ聖教がほこる、聖素の秘奥を修めた怪異エネミー

 討伐の戦闘部隊だ。ユリウス市国をはじめ周辺都市と友好区にしか派遣されないが、ここトスカリア自治区は幸いにして友好区に認定されている。

「聖歌隊ピルグリム

 がすぐにやってくる以上、やはり代行者ハンター

 は必要ありません」

「すぐに？　それは何日後の話だ？」

「二日。遅くとも三日以内には到着するでしょう。わかりますか。あなたのように金で怪異エネミー

 を倒す雇われ者ではなく、己の正義と信仰で怪異エネミー

 を退治する者が──」

「遅い
 」

　カタリナの口上が、ノアの一言によって断ちきられた。

「三日か。それだけ悠長な時間を与えれば町が全滅する」

「……なんですって」

「俺が追っているのはただの吸血鬼ヴアンパイア

 じゃない。大敵アークエネミー

 だ」

「大敵アークエネミー

 が!?
 」

　その一言に。

　姉から止められていながらも、シルヴィは反射的に悲鳴を上げてしまった。

「シルヴィ」

「だ、だってお姉ちゃん……！」

　五百年前の『大接触』を機に、突如として現れた怪異エネミー

 と呼ばれる怪物たち。

　何十体という群れで人間を襲う屍鬼グール

 や死霊ゴースト

 に、単独活動を好む人狼ワーウルフ

 や吸血鬼ヴアンパイア

 。

　その種族は様々だが、大敵アークエネミー

 と称される個体は、さらに特別な危険性を有するものとして知られている。

「大敵アークエネミー

 っていえば、一体いるだけで町一つが滅びるっていう……」

「町一つ？　認識が甘いな。たった一体で人類を滅亡の危機に追いやる怪物の中の怪物
 。それが大敵アークエネミー

 だ」

　シルヴィ、そしてカタリナを順に睨にら

 みつける黒の代行者ハンター

 。

「大敵アークエネミー

 に指定された怪異エネミー

 は三十三体。うち、人類が五百年かけて討伐できたのは二十一体。今も生き残ってる十二体は、人類が総力を挙げても仕留めきれなかった怪物だ。普段は完全に気配を絶ち、人の目の届かない場所に潜んでる」

「その怪物が、ここに？」

「ゼルネッツァ・Ａ。通称は『異形を撒ま

 き散ち

 らすもの』。お前たち教会のシスターも名前は聞いたことがあるだろう。この町一つを潰すのに三日かかると思うか？」

「そ、それは……」

　答えに行き詰まってシルヴィが目をそらす。

　だが、隣に立つ姉はなお気丈な態度を崩していなかった。

「黙って聞いていれば……たかが代行者ハンター

 が、いい加減になさい！」

　ノアへと指を突きつける。

「話を大きくすれば教会が頭を下げるとでも思いましたか。あいにくと、今のであなたの化けの皮が剥は

 がれたというのに」

　沈黙する黒の代行者ハンター

 。

「あなたの標的が大敵アークエネミー

 ？　冗談も大概になさい。一体の怪異エネミー

 だって討伐は危険を伴うものです。大敵アークエネミー

 となれば聖都の聖歌隊ピルグリム

 が総出で立ち向かう事態でしょう。それを、あなた一人でどう倒すつもりなのですか」

「…………
 」

「その沈黙は、弱みを突かれて答えに窮したと捉えてよいのでしょうか？」

「ああそのとおりだ」

　ノアの応えは深い溜ため
 息いき

 だった。

　顔を背けて、呆あき

 れたと言わんばかりに首をふる。

「代行者ハンター

 への敵対心で凝り固まってるお前には、何を言っても時間の無駄か」

　彼がきびすを返し、背を向けた。

「せめて教会の周りに聖素の儀礼具をありったけ埋めておけ。簡素な結界だが、聖歌隊ピルグリム

 の到着までの一時しのぎだ。聖水の服用も忘れるな」

「信仰なき代行者ハンター

 が、グレゴリオ聖教の儀礼をシスターに説教ですか？」

「忠告だ」

　礼拝堂の扉を荒々しく開けて去っていくノア。

　その後ろに控えていたエルザという少女も扉の外へ。そうシルヴィが思った矢先、真っ白な髪をなびかせて少女がふり向いた。

　──嗤わら

 っていた。

　真っ赤な満月のような瞳。

　つりあげた唇の端に鋭い八重歯を覗のぞ

 かせて、今の今までノアと姉カタリナ

 のやりとりを静かに見守っていた少女が、異様な輝きを目に湛えて嗤っていたのだ。

　このバカどもが
 。

　喩たと

 えるなら、そんな笑み。

「な、なんですかその表情は！」

　カタリナが声を荒らげて叫ぶも、白髪の少女は答えなかった。再び無表情となった横顔を向けたまま、ノアの後を追って消えていく。

　そして静寂。

　礼拝堂に普段の静けさが戻るなか、シルヴィはおずおずと姉にふり返った。

「お姉ちゃん……」

「惑わされてはいけません」

　エルザという少女の奇怪な笑みに挑発されたことを恥じたのだろう。そう口にするカタリナの声は小さな動揺を孕はら

 んでいた。

「ここはグレゴリオ聖教の教会。わたしたちが怪異エネミー

 を恐れていては誰が民衆に安らぎを与えられるというの」

「う、うん」

　姉の言葉は正しい。それはシルヴィも本心からそう思う。

　代行者ハンター

 にも優秀な者がいるとは聞くが、彼らは対価分の働きしかしない。

　報酬を払えない者に手を差しのべる代行者ハンター

 はいないだろう。困窮した民衆をあまねく救う聖教の教えと、そのための教会こそが必要なのだ。

　……そうだよね。

　……わたしも怖がってちゃダメだから。

　胸に手をあてて動どう
 悸き

 を鎮める。

　しかし一方で不安がないというのも嘘うそ

 になる。

「あ、あのお姉ちゃん」

「何ですかシルヴィ」

「さっきのノアって人が言ってた話だけど、大敵アークエネミー

 が町に潜伏してるって。もし本当だったら……」

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａ。

　大敵アークエネミー

 にはそれぞれ名前の後に遭遇地が記されており、ゼルネッツァに続く「Ａ」は最初に被害報告が出された「アルトリア地方」の略称である。

　本当にそんな怪物が潜んでいるのなら、この町一つ滅ぼすのに三日とかかるまい。

「一応、確かめた方がいいと思うの……」

「わかりました。あなたがそこまで言うのなら聖都に確認の報告を入れておきます。が、まあすぐに嘘とわかるでしょう」

　平静を取りもどした声音で、カタリナ。

「それに見ましたか彼のコートを」

「……うん。あの大きな聖教紋章でしょ？」

「まったくふざけた真似まね

 を。なぜあんな代行者ハンター

 が聖教の紋章をコートに付けているのか。しかもあんな大げさな紋章を四つも」

　ノア・イースヴェルトと名乗った彼。

　黒ずくめである彼のコートには、グレゴリオ聖教の秘奥を修めた証である
 紋章が四つも刻印されていたのだ。

　そもそも聖教の信徒ではない者が、聖教の紋章を付けている時点でありえない。

　さらに言えば紋章は修行地を示すもの一つが規則。グレゴリオ聖教の教皇さえも、その法ほう
 衣え

 につける紋章は一つかぎりである。

　それが四つ
 。

　聖教十字痕とでも言うべきか───聖教紋章を上下左右に並べて派手な十字型の模様を形成し、それをコートに刻印していた。

「グレゴリオ聖教に対する挑発に他なりません。なんと無礼な」

　語気を荒らげて口にする姉。

　……そっか。だからお姉ちゃん怒ってたんだ。

　……いくら代行者ハンター

 だからって、初対面の人にあんな冷たい態度とらないもんね。

　聖教を小馬鹿にした衣装。

　だからこそ姉カタリナも怒りを覚えていたのだろう。

「話は終わりです。シルヴィ、夜礼拝の準備はできていますね。祭壇の花の水は交換しましたか？　気鳴楽器パイプオルガン

 の手入れは？」

「だ、大丈夫です！」

「結構。では、私は神父ニコルと夜礼拝の打ち合わせをしてきます」

　礼拝堂の奥へと姉が去っていく。

　たった一人礼拝堂に取り残されて、シルヴィは己の拳を握りしめた。

　姉の毅き
 然ぜん

 とした態度は時に厳しくも思えるが、シルヴィにとっては尊敬すべき姿でもある。この堂々とした姿勢が頼もしいからこそ、民衆は怪異エネミー

 に怯おび

 えることなく暮らせるのだから。

「そ、そうだよね……だからノアって人が言ってたような心配はないよね……」





〝教会の周りに聖素の儀礼具をありったけ埋めておけ〟





　ふと思いだす彼の忠告。

　姉カタリナは気に留と

 めていなかったが……

　聖素の儀礼具なら倉庫に予備がある。教会の庭に埋めるくらいなら自分シルヴイ

 一人でも一時間とかからないだろう。夜礼拝までには──

「シルヴィ、こちらへ。神父ニコルが呼んでいます」

「え？　あのわたし用事が……」

「早くおいでなさい」

「は、はい！」

　礼拝堂の奥から姉に呼ばれ、シルヴィは急ぎ足で駆けだした。

　頭の片隅に、彼の言葉を思い浮かべたまま。
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　ノアという代行者ハンター

 の来訪から一夜明けて。

　ここトスカリア自治区は、教会も商店街も、買い物に出かけたシルヴィが拍子抜けするほど穏やかだった。

　鮮やかな赤あか
 煉れん
 瓦が

 の町並みは美しく、大通りは道行く人と露天商で賑にぎ

 わっている。

　昨夜、念のため普段より多めに聖水を服用したことさえ勿もつ
 体たい

 ないと感じられるほどに、町は活気に満ちていた。

「──だから言ったでしょう」

　教会に戻ってすぐ。

　見たままを報告したシルヴィに、姉カタリナの反応は苦笑まじりの溜息だった。

「私と神父ニコルも昨晩のうちに町を見回りに出ましたが、穏やかなものです。皆、静かに寝入っていました。夜の通りを歩いていたのは野良猫一匹です」

「うん。よかったよね」

「ただ、あのノアという男……」

　珍しくも姉が口ごもる。

　その仕草に違和感を覚え、シルヴィは姉の顔をじっと見やった。

「お姉ちゃん、あの人がどうしたの？　聖都に連絡して、本当にノアっていう代行者ハンター

 が北アルトリア代行者連盟リーグ

 にいるか調べてもらうって」

「ええ」

　煮えきらない表情で姉が首肯。

「結論から言うと、確かにノアという代行者ハンター

 は北アルトリア代行者連盟リーグ

 に存在しているようです。それも……」

「それも？」

「最強の
 代行者ハンター

 」

　一拍置いて、姉が掠かす

 れた声を絞りだした。

「過去に三体もの大敵アークエネミー

 を単独で撃破。この記録は怪異エネミー

 が発生してからの五百年で前代未聞。二年前の北アルトリア王国襲撃事件では、無数の怪異エネミー

 から現ヴィクトリア女王を救出し、一年前にはシュバナ湖騒動をたった一人で解決に導いたと」

「あの人が!?
 」

　驚きよう
 愕がく

 のあまり、シルヴィは一瞬息が詰まりかけた。

「大敵アークエネミー

 を三体なんて……そんな数字、聞いたことないよ！」

　歴史上指定された三十三体の大敵アークエネミー

 のうち、討伐できたのは二十一体。これは世界中の聖者や騎士、代行者ハンター

 が五百年かけて倒した総数だ。

　そのうち三体を一人で？

　グレゴリオ聖教の名だたる聖者でさえ、単独で大敵アークエネミー

 を倒した記録は「一人で一体」が最高だと聞いている。

　ノアという男がどれだけ途方もない凄すご
 腕うで

 なのか。

　記録が否いや

 が応にも物語っている。

「じゃあやっぱり、この町に大敵アークエネミー

 がいるっていう話も……？」

「…………
 」

「わたし、今すぐあの人探してくるよ！　まだ町にいるかもしれないし！」

「本物と決まったわけではありません」

　低く押し殺した声の、姉。

「たしかに彼があの
 ノアならば大敵ゼルネツツア

 が町にいるという話にも信しん
 憑ぴよう
 性せい

 があります。ですが私たちは彼の代行者証ライセンス

 も確認していない。よく似た他人が有名な代行者ハンター

 を名乗る手口は、もう百年以上前からある詐欺です」

「でも……」

「落ちつきなさいシルヴィ。たった今、あなたは町の様子を見てきたばかりでしょう？　穏やかで平和だったと報告したのはあなたです。昨晩、私と神父ニコルが見回りに出た時も怪しい影など見あたらなかった」

　聖歌隊ピルグリム

 が到着するまでに町が滅びると警告したノア。

　だが丸一日経た

 っても町には不審な点一つない。危険な吸血鬼が潜伏しているのなら既に町で被害者が出ていなければおかしいだろう。

　それが姉の論だ。

「……勢いよく話しすぎて喉を痛めました」

　こほん、と一つ咳せき
 払ばら

 い。

　今朝方からカタリナの顔色が悪いことはシルヴィも知っている。

「お姉ちゃん、昨晩の見回りで帰ってくるの遅かったから」

「……少し夜風に当たりすぎたようです。神父ニコルも少し熱っぽいと言っていました。夜礼拝まで仮眠すると」

「ほら、お姉ちゃんも寝てなよ。今日の夜礼拝の伴奏はわたしがやるから」

　姉の背中をさすってやる。

　姉はもともと身体が強い方ではない。それでも毎日厳しい訓練に耐えているのは、ひとえに強固な信仰心の賜たま
 物もの

 だろう。

「ですが夜の見回りが……」

「それもわたしがやるから。はい、もう寝る。わかった？」

「……夜礼拝の賛美歌は三百一番ですからね」

「はいはい！」

　姉の背を押して自室へと向かわせる。

　再び一人になった礼拝堂で、シルヴィは大きく息を吸いこんだ。

「さ。夜礼拝の準備しないと。あと夜の見回りの準備も」
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　町が寝静まる、時刻。

　シルヴィの見上げた天そら

 は夜の帳とばり

 によって黒一色に塗りつぶされて、輝く星と月もまた、棚引く灰色の雲に隠れてしまっていた。

「うぅ寒いよ。コート着てくればよかったかも」

　背筋を粟あわ
 立だ

 たせる寒気を感じ、シルヴィは身をふるわせた。

　肩を強こわ

 ばらせながら進んでいく大通り。

　明かりとなるのは街灯と手元のランタンだけ。暗がりに紛まぎ

 れ、十メートルほど離れた建物はもう朧おぼろ
 気げ

 な輪郭でしか判別できない。

「夜の大通り、こんな静かだったんだ……」

　ふと道の真ん中で立ち止まってふり返る。

　静寂。

　大通りは、まさしく音という音が消滅した沈黙の空間だった。シルヴィの金髪がなびくほど夜風が吹いているにもかかわらず、風のざわめきさえ聞こえない。

　……昼間はあんなに沢山の人で賑わってたのに。

　……まるでゴーストタウンみたい。

　シスター見習いとして、シルヴィは姉と神父ニコルとともに聖地を巡礼したことがある。その途中で立ち寄った村の光景が、今の大通りによく似ているのだ。

　怪異エネミー

 に襲われて膨大な魔素に汚染されてしまった村。

　近隣の教会の神父とシスターが総出で魔素を浄化したものの、もはやその村に村人が戻ることはなかった。

「……って、そんなこと考えてちゃダメだよね。ええと、あとはレスキン夫妻の診療所を通って、そこで折り返せば。大きな道はぜんぶ見て回ったから」

　急いで引き返そう。

　自分には、姉と神父の看病という仕事が待っている。

「お姉ちゃんも神父ニコルもすっかり風邪ひいちゃって。もう、二人とも真ま
 面じ
 目め

 なんだから。この寒さの中を一晩見回り続けたら体調も悪くなるのに」

　教会に併設した宿舎で寝ている二人。

　姉カタリナは咳が止まらず、神父ニコルはすっかり熱が出て寝込んでいる。夕食後に薬を飲んで寝ている二人のためにも早く戻りたい。

「うん。レスキン夫妻の家まわりも異常なし！」

　民家の中でも一際大きい診療所を見上げる。

　自治区の外れにある教会からここまでで、ちょうど自治区の端から端まで巡回を終えた。あとは教会までまっすぐ帰るだけ。

　シルヴィがそうきびすを返した直後。

　眼前の診療所の窓ガラスが、木こ

 っ端ぱ
 微み
 塵じん

 に砕けちった。

「え!?
 」

　澄みきった金属音。

　鼓膜をつんざくように甲高い音が、静寂の大通りにこだまする。





　──それは人の絶叫だった。





　この町では珍しい木造住宅。清潔感ある白ペンキで装飾されたペンション風の診療所で、突如として異変は起きた。

　ガラスが砕けて大穴の空いた窓。

　そこから這は

 い出で

 てきたのは、一人の大柄な男だった。

「レスキン医師!?
 　ど、どうしたんですか！」

　街灯の下、初老の男の相貌が浮かびあがる。

　寝間着姿であるのは就寝時だからだろう。

　だが右手には金属製のパイプ椅子が握られており、視線も虚うつ

 ろでどこを見ているかわからない。口は半開きで、聞き取れぬ独り言を絶えず呟いている。

　錯乱か？

　否。その異様な姿を前にシルヴィの脳裏をよぎったものは、一つの悪寒。シスターの訓練で学んだ、ある症状に酷似していたのだ。

「まさか
 !?
 」

　咄とつ
 嗟さ

 に跳び退がる。

　シルヴィの握るランタンが、医師の振り回した椅子に薙な

 ぎはらわれて拉ひしや

 げ飛んだ。

「吸血鬼ヴアンパイア

 の吸血症状！」

　これが吸血鬼ヴアンパイア

 と呼ばれる怪異エネミー

 の脅威だ。

　吸血時に牙から魔素を注入して意識を奪い、人間を操り人形とする。ランタンが破壊される直前、レスキン医師の首筋に赤い血痕が浮かんでいるのを確かに見た。

　これが大敵アークエネミー

 ゼルネッツァの仕業？

　真実だったのだ。ノアという代行者ハンター

 の言葉は正しかった。

「っ……」

　パイプ椅子の巻き起こす風音に寒気が走る。

　大柄なレスキン医師とはいえ、重量のあるパイプ椅子をまるで木の枝のように軽々と振り回す膂りよ
 力りよく

 は異常というほかない。これも魔素によって意識を失い、己の肉体が壊れるまで荒れ狂う人間の症状である。

　だがシルヴィも、実際に吸血鬼ヴアンパイア

 に操られた人間を見るのは初めてだ。

　……怖い。

　生気を失った人間が操られる様は、こうも不気味なのか。

「っ、勇気を出しなさいシルヴィ。何のためにシスターをやってるの！」

　震える太ふと
 股もも

 を叩たた

 いて叱しつ
 咤た

 。

　自分にそう言い聞かせ、シルヴィは吸血鬼ヴアンパイア

 の傀かい
 儡らい

 と睨みあった。

　まだ間に合う。体内の魔素を取りはらうことで傀儡は解ける。今すぐこの医師を教会に連れていって聖素の治療を施さなくては。

「──────ッッ！
 」

　もはや人間とは思えぬ咆ほう
 吼こう

 を上げるレスキン医師。

　片手でパイプ椅子を振りあげるや猛烈な速度で飛びかかってくる。普段なら腰痛で歩くことさえ辛つら

 いといっていた初老の男が、だ。

　……なんて惨むご

 たらしい。

　……絶対、ここで止めないと！

　振り下ろされるパイプ椅子。

　脳天めがけて迫る凶器を前に、シルヴィは、拳を思いきり振りあげた。

「砕サイ

 ッッ！」

　轟ごう
 音おん

 。

　金属の凶器が大きく歪ゆが

 み、それを握っていた医師の身体が一瞬宙に浮くほどの衝撃が、シルヴィの拳に込められていた。

　──剛腕無比。

　それがシルヴィ・クリアネットという少女を極めて端的に捉えた言葉だろう。

　シスターという言葉から非力な女性を連想する者も多いが、グレゴリオ聖教のシスターは怪異エネミー

 と戦う要員である。教会で肉体強化の秘術を習い、聖水を服用することで体内に聖素を蓄える鍛錬を最低でも三年以上。

　これによってシスターと呼ばれる戦闘員
 が誕生する。

「レスキン医師、ごめんなさい！」

　少女の脚線美が街灯に照らし出された。

　頭よりも高く振りあげられたシスターの靴先が、傀儡となった男の手首を強打。美しい舞を舞うかのごとく洗練された一撃で、その手のパイプ椅子を蹴り落とす。

「……いける？」

　膝をつく医師へと一息で距離を詰める。

　狙いは顎先だ。

　傀儡となった人間を無力化するには神経が集中した箇所を打ち、昏こん
 倒とう

 させること。

　確実に決める。その決意でシルヴィが掌打の構えを取った矢先、右肩に異様な重さがのしかかってきた。

　初老の女性。

　レスキン医師と似た無地の寝間着を着たふくよかなその面影は──

「そんな、レスキン女医まで!?
 」

　レスキン医師の助手であり最愛の妻。その彼女が夫と同じ虚ろな目でこちらを見つめ、人間離れした腕力で肩に飛びついていたのだ。

　──不覚。

　同じ家に住む夫妻であると知りながら、なぜその可能性を失念していたのか。大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａに襲われたのは夫一人ではなかった。

「は、離してください！」

　思いきり身体を振っても離れようとしない。

　肉体強化したシルヴィが全力で殴打すればさすがに剥がせるだろうが、そんなことをすればレスキン女医の身体が保も

 つまい。

　その葛藤が、シルヴィに一瞬の虚を与えた。

「レスキン医師!?
 」

　顔と顔とが触れあうほどの至近距離。

　シルヴィがふり返ったそこに、地に落ちたパイプ椅子を再び拾い上げた男が迫っていた。背後の妻に意識を割くあまり、前方の気配に気づかなかった。

「…………
 」

　三み
 度たび

 、医師がパイプ椅子を握りしめる。

「しまっ──」

「躊ちゆう
 躇ちよ

 するな」

　銃声。

　レスキン医師の握る椅子、その脚が木っ端微塵に吹き飛んだ。いつの間にか一人の男が医師に追いついて、至近距離から銃を発砲したのだ。

　夜の暗がりと同化する黒ずくめの男。

　代行者ハンター

 ノア・イースヴェルトがそこにいた。

「迷うな。吸血鬼ヴアンパイア

 の傀儡に対する最善手は『手段を選ばず最速で無力化させること』だ」

「ッッッッッッッ！
 」

　怒号を発して医師がふり返る。

　吸血鬼ヴアンパイア

 の魔素によって生き人形と化した男が、代行者ハンター

 めがけ飛びかかる。その踏みだした両足が、ノアが無造作にくり出した足蹴にまとめて刈り取られた。

　背中から転倒する傀儡。

　起き上がろうとする顎先を、ノアの靴先が正確無比の精度で蹴り上げる。頭蓋骨に守られた脳が揺らぎ、為な

 すすべなく昏倒するレスキン医師。

「やってみろ」

「や、やるって？」

「何のためのシスターだ？　お前の肩にしがみついてる傀儡は、お前が憎くて抱きついてるわけじゃない。お前に助けてほしいから縋っているんだ
 」

　その一言に──

　シルヴィは、肩にしがみつく女医の腕を両手で握りかえした。無我夢中で。腰を落とし、女医の身体を背負い投げで放り投げる。

　勢いに圧倒されて離れる女医。

「……ごめんなさい！」

　地に膝をついて踏みとどまった彼女めがけて、シルヴィはその顎先をヒールの爪先で蹴り上げた。ノアの足蹴と寸分違たが

 わぬタイミングと角度で放たれた足蹴を受け、女医もまた眠るように倒れていく。

「……っ、はぁ……ぁ……っ……
 」

　荒らげた息を鎮めることも忘れて女医を睨みつける。

　まだ油断はできない。今の一撃で本当に無力化できたのだろうか。

　……たった五分も動いてないのに。

　……息が苦しい。汗も全然止まらない。

　実戦とはこれほどまでに精神をすり減らすものなのか。しかもこれは怪異エネミー

 本体ではない。吸血鬼ヴアンパイア

 に操られた哀れな犠牲者なのだ。

「くっ……！
 」

「もういい」

　拳を握るシルヴィの肩に手が触れる。

　気づけば──黒ずくめの代行者ハンター

 が、自分のすぐ隣に立っていた。

「完璧に昏倒してる」

「…………
 は、はい」

　胸に溜た

 まった息を吐きだした。

　膝がふるえている。ただその場に立っているだけなのに、気を抜けば意識を失って倒れてしまいそうだ。

「片付いたな。あとは好きにしろ」

「え？　ま、待ってください！　あ、あの！」

　背を向ける代行者ハンター

 を呼び止める。

　昨日から姿を見せなかった彼。今までどこで何をしていたのか気になるが、この状況では先に聞かねばならない事がありすぎる。

「好きにしろって、ええと、どうすれば。吸血鬼ヴアンパイア

 もまだ残ってるし、レスキン夫妻も助けなくちゃいけないし……」

「なぜ代行者オレ

 に聞く」

「……わたし、本物の怪異エネミー

 に遭ったの初めてで……その……」

　教科書マニユアル

 に無いのだ。

　怪異エネミー

 と戦う訓練も、傀儡となった民衆を助ける訓練も受けている。さらに言えば一人が怪異エネミー

 と戦ってる間にもう一人が傀儡を救出するチーム連携も経験がある。

　だがこの場はどうだ？

　吸血鬼ヴアンパイア

 が町に潜伏しているのは確実だが、いまだに姿を見せていない。

　傀儡となったレスキン夫妻には一刻も早い魔素の浄化が必要だろう。だが傀儡となった犠牲者がこの二人だけとも限らない。

　この状況で何を最優先に動けばいいのか。

　シスター見習いに過ぎない自分シルヴイ

 には判断のしようがないのだ。

「言ったはずだ。怪異エネミー

 との戦いは時間がすべて。聖歌隊ピルグリム

 の加勢を待つと言えば聞こえはいいが、それは結局、自分が民衆を救うという意識の欠落の表れに過ぎない。怪異エネミー

 がつけこむのは、まさにそんな人間の心の弱さだ」

「……言い返す言葉がないです」

　唇を噛か

 みしめて頷き返す。

　ノアという代行者ハンター

 はこの現状を予測した上で、自ら怪異エネミー

 を倒すと名乗り出てくれた。それを無む
 下げ

 に断ったのは教会だ。

「昨日のわたしとお姉ちゃ……姉の態度は深くお詫わ

 びします。だからお願いです、手を貸してくださいませんか」

「────
 」

　ノアが小さく溜息。

　手にした銃を収めた彼がふり向いた先は、大通りだった。

「まずはこの夫妻を教会に連れていけ。お前の姉と神父に任せれば魔素の浄化は問題ないだろう。その後、お前は大通りに戻って町の一軒一軒を全部見てまわれ。他に吸血被害がないかどうか」

「は、はい！」

「その際、扉を叩いて住民を起こせ。寝ている間に吸血被害に遭ったらどうしようもない。応じなければ家の窓ガラスを割ってでも叩たた

 き起お

 こせ」

「……わかりました」

　最速こそ最善。

　まさに彼の言葉を体現するであろう手段だ。

「そうしたらノアさんは？」

「俺にできるのは怪異エネミー

 の討伐だけだ。吸血鬼ヴアンパイア

 二体の居場所を探す」

「……二体って？」

「気づいていないのか」

　呆れた口調を隠さずに、ノア。

「この夫妻を襲ったのは大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａじゃない」

「違うんですか!?
 」

　まるで謎解きミステリー

 めいた話だ。

　町を襲った犯人だと確信していた吸血鬼が、犯人ではない？

「何かあればすぐ聖歌隊ピルグリム

 に加勢を依頼するシスターの典型例だな。町を襲う怪異エネミー

 がどんな奴かもろくに調べようともしない」

「……面目ないです」

「まあいい。どうせ教会にいる神父もお前の姉も、お前と同じだろうからな。そいつらにはお前から伝えておけ」

　あまり時間はないんだが──

　口早にそう告げるノアが見下ろしたのは、路面に倒れた夫妻二人だった。

「吸血鬼ヴアンパイア

 と呼ばれる怪異エネミー

 に襲われた人間の症例がコレだ。吸血行為によって傷口から魔素を注入されて操り人形になる」

「は、はい。そこまではわたしも知ってます……」

「しかし、これはさほど深刻な被害じゃない。大都市には魔素症例の集中治療院メデイカルセンター

 がある。そこで聖素医療を受けて魔素を取り除けばいい。もちろんグレゴリオ聖教の教会でも同じ治療ができる。つまり襲った人間を操り人形にする程度では人類全滅の脅威にはなりえない。『大敵アークエネミー

 』の指定にはほど遠い」

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａ。

　過去五百年でわずか三十三体しか認定されていない大敵アークエネミー

 と呼ばれるには、別の理由があるということだ。

「異形を増殖させる吸血鬼ヴアンパイア

 。それが大敵アークエネミー

 ゼルネッツァだ」

「……増殖？」

「人間を変異させる
 。吸血した人間を一定確率で怪異エネミー

 に変貌させる能力をもつ特異個体。それが、ゼルネッツァが大敵アークエネミー

 指定された理由だ」

　彼が見つめていたのは夫妻の、首筋にある吸血痕だった。

　注射針で刺されたような血痕が残っているものの、二人の外見に異常はない。

「ゼルネッツァに吸血された被害者は傀儡とならず、そのかわり体調不良を訴える。寒気や頭痛が典型だが、問題はその後だ。確認できているかぎり過去二百人の被害者のうち七十人が、体調不良ののち二晩以内に怪異エネミー

 へと変貌を遂げた。わかるか？　その怪異エネミー

 の中に吸血鬼ヴアンパイア

 がいた場合、今度はソイツによって周りの人間が傀儡にされていく。だから危険なんだ」

　町一つが壊滅するのではなく町一つが怪異エネミー

 の巣窟になる。

　それが世界各地で頻発すれば、人間の社会など瞬く間に蹂じゆう
 躙りん

 されるだろう。その危険性から、グレゴリオ聖教はゼルネッツァ・Ａを大敵アークエネミー

 と認定したのだ。

「あの……」

「なんだ」

「怪異エネミー

 になった人たちっていうのは……」

「当然の疑問だな」

　極めて平然とした口調で先を続ける代行者ハンター

 。

「怪異エネミー

 となった肉体は二度と元に戻らない。人間としての自我は、これは時間との戦いだな。速やかに適正な処置を施せば戻る場合もあるが、そうでなければ手遅れだ。だから言っただろう。最速こそが最善だと」

「……はい。教えて下さってありがとうございます」

　ずきん、と痛む胸に手をあててシルヴィは頭を下げた。

　速やかな初期対応。彼の言うとおり教会が協力していれば、レスキン夫妻がこんな苦しい思いをすることもなかったかもしれない。

「話は終わりだ。二人を教会に連れていけ」

「は、はい！」

　小柄なレスキン女医を背中におぶい、さらに大柄な男性医師を抱き上げる。肉体活性の術式さえ万全ならば造作ない。

　そんな中──

「そういえば、俺からも一つ尋ねる」

　ノアが訝いぶか

 しげに目を細める仕草。

「お前は、教会に配属される前に聖歌隊ピルグリム

 の特殊訓練でも受けていたのか」

「……はい？」

「先の件だ。医師が振りかぶった椅子を拳で殴り返したな。相手の懐に瞬時に踏みこんだ体捌さば

 きといい、魔素で強化された人間を投げ飛ばす瞬発力といい、ずいぶんと思いきりのいい手慣れた動きだった」

「え……あの……単に必死だっただけですが」

「つまり訓練は受けていないと。一般的なシスターとしての護身術のみだと」

　こくんと頷く。

　シルヴィのそんな応答に、黒ずくめの代行者ハンター

 が苦笑をこぼした。それは、この男が初めて見せた人間らしい素朴な表情だった。

「一つ俺から助言だ。お前にシスターは向いてない。諦めろ。いつまで経っても見習いなのはそのせいだ」

「なんでです!?
 」

「聖歌隊ピルグリム

 への編入届を出せ。お前は教会で聖素の秘奥を学ぶより、実際に怪異エネミー

 どもと殴り合う方がよほど向いている」

「わたしが!?
 　む、無理です。あんなエリート部隊なんて夢のまた夢で……」

　聖歌隊ピルグリム

 といえば聖都がほこる怪異エネミー

 討伐の専門部隊だ。

　過酷な訓練と規律に鍛えられた聖なる軍隊。彼らによって聖都が平穏を保っているのは疑いない。

「それにわたし、お姉ちゃんと一緒の教会にいたいから……」

「あの堅物か」

「本当はすごく良い人なんですよ！　頭も要領も良くて真面目で努力家で、ただちょっと厳格な──」

「待て」

　開きかけた口をノアの手に塞がれた。

「むぐっ……!?
 」

「聞こえないか。あの診療所の奥からだ」

　レスキン医師の診療所の裏側を指さす代行者ハンター

 。街灯の光からも遠く、路地裏へと続く道。その先を彼が瞬まばた

 きもせずに睨みつける。

「ここでの長話もムダではなかったな。先にしびれを切らして動いたか」

「……ノアさん？」

「傀儡特有の足音だ。聞こえないか」

　ずるり──

　何かが地を這うような音が、夜の風に運ばれてきたのはその時だった。

　ぞっと背筋が粟立つ奇怪な足音。足を地面につけて這いずっている。そんな気配が徐々に近づいてきた。

　街灯の光に照らされる人影。

　シルヴィの知る住民の面々だが、彼らの表情からは意識と生気とが抜け落ちている。

「そんなっ!?
 」

　この大通りの近隣住民たち何十人。

　何世帯だろうか。老人から大人、子供まで。そのすべてがレスキン夫妻と同じく、光を失った虚無のまなざしでこちらを凝視していた。

　……いつの間にこんな犠牲が。

　……三日なんてとんでもない。今日の朝までに本当に町一つが壊滅する？

「陰で待ち伏せしていたわけか」

　傀儡の群れを睨みつける黒の代行者ハンター

 。

「俺かお前が、あの路地裏に近づいたら傀儡たちに取り囲まれていたわけだ。ここで時間を食ったことが逆に幸いしたな」

「た、助けないと……！」

「そう思うのなら動け」

　視線はあくまで傀儡たちへと向けたまま。

「怪異エネミー

 討伐に影響はない。お前は夫妻そいつら

 を教会に運んでいけ。魔素の浄化は時間との戦いがすべてだ」

「ノアさんは!?
 」

「お前がここに戻ってくるまでに無力化しておく。一人残らずな」

　事もなげに断言してみせる。

　魔素の洗脳により肉体限界のタガが外れた傀儡たち。何十人という吸血鬼ヴアンパイア

 の手駒を前にしてなお、この代行者ハンター

 は一切の動揺を感じさせない。

　羨ましい、と。

　その広い背中を見てシルヴィは素直にそう感じていた。

　人間の脅威となる怪異エネミー

 に対してこうも堂々と立ち向かうことができる。シスターと代行者ハンター

 という犬猿の仲であるはずなのに、その後ろ姿のなんと心強いことだろう。

「行け」

「は、はい！」

　太股に力をこめる。

　無骨な言葉に背を押され、シルヴィは夜の町を走りだした。





　遠ざかっていくシスター見習い。

　初老の男女を抱え、懸命に教会へと向かう彼女を見送って──

「どうだったエルザ」

　ノア・イースヴェルトは独白のようにそう呟いた。

「魔素の拡散状況は？」

「依然変わりない。この自治区全域に魔素がこびりついている」

　真っ白な髪をなびかせて舗装路に着地
 する白髪の少女エルザ。

　彼女はいったいどこから現れたのか。少なくともシルヴィが立ち去るまで、この少女の姿はどこにもなかった。

「魔素の濃度から考えて外部に逃げた可能性は低い。まだどこかにいる」

「居場所は絞れたか？」

「まだ」

　白の少女がゆっくりと首を横にふる。

「町のどこにも吸血鬼ヴアンパイア

 の臭いがない」

「……奇妙だな」

　ゆっくりと迫りつつある傀儡たち。

　各々の手に刃物を握る民衆を睨んだまま、ノアは眉根を寄せた。

「だとしたら潜伏場所はどこだ」

「ノアが最初に睨んだ場所
 が正しかったのではないか。と、私は思うぞ」

　くすりと少女が嗤う。

　人間とは思えない冷たく歪んだ微笑ほほえ

 み。この状況をむしろ愉たの

 しんでいるかのような余裕さえ真紅の双眸に湛えて。

「自治区のどこかにいる。だが町には気配がない。そうなれば怪異エネミー

 の居場所はほぼ確定と言って差し支えあるまい。あの教会がもっとも怪しい。今頃、あの場で犠牲者の一人や二人出ているかもわからないが」

　そこまで言って。

　エルザという少女がひょいと肩をすくめておどけてみせた。

「ノアを蔑んだ報いだ、どうなっても自業自得だろう」

「…………
 」

「おや、不満そうな表情だな。どうした？」

「教会がどうなっても知ったことじゃないが、怪異エネミー

 が調子づくのは面倒臭い」

　首の骨を鳴らす黒の代行者ハンター

 。

　針さながらに細めたその眼光を見上げ、エルザが嘆息。

「……私は手伝わんぞ」

「もとから期待してない」

　乾いた口調でそう返し、ノアは少女に背を向けた。

「大敵殲滅アークキリング

 は俺の宿命だ」





４





　グレゴリオ聖教教会。

　礼拝堂の裏手にある玄関から入った先に、シルヴィの私室がある。

　古びたクローゼットと本棚。そして机と椅子と窓際の花瓶。それが部屋を彩るすべて。あまりに簡素な光景だが、これも聖教に仕える者としての修行の一環だ。

　──怪異エネミー

 は人間の欲望につけこむ。

　ゆえに聖教で秘奥を学ぶ者は、質素と倹約を常とする。

　シルヴィはもちろん正シスターである姉カタリナ、神父ニコルの部屋も同じように質素なものになっている。

　敬虔なる信徒。その代表とも言える教会の指導者二人が──

「……お姉ちゃん？　神父ニコル？」

　返事がなかった。

　よほど熟睡しているのだろうか。扉をノックしても返事がない。

　だがこちらには吸血被害を受けたレスキン夫妻がいる。一刻も早く夫妻を治療するため、大声で名を呼んで姉と神父を起こそうとしたところで、シルヴィは扉に鍵がかかっていないことに気づいた。

　姉の部屋、神父ニコルの部屋も。

　扉を開けてもシルヴィの知る二人の姿はない。

　……どうして。

　……こんな夜に二人とも部屋の外へ？　あんなに体調が悪かったのに？

　夫妻を抱えたまま通路で立ち往生。

　が、すぐにシルヴィは頭を勢いよくふって平静を保つように努めた。

「聖水の瓶も儀礼具も礼拝堂に揃そろ

 ってる……よね」

　姉もいない。神父もどこかに出てしまっている。

　この吸血鬼騒動を察知して教会の外に飛びだしたのかもしれない。

　だとするならば夫妻の魔素を祓はら

 うのは自分の役目だ。自分では完全には祓いきれないかもしれないが、最低限の応急処置はできる。

「待っててください。もうすぐですから！」

　空っぽのベッドに夫妻を寝かせて、自分は再び通路へ。

　そんなシルヴィの耳元に届いたのは、礼拝堂の方から聞こえてきたパイプオルガンの音色だった。

　厳かで落ちつきある旋律。幼少から聞き慣れたその曲は──

　賛美歌４５１番『主の聖霊の美しき』。

　グレゴリオ聖教女神イリアの奇き
 蹟せき

 を讃たた

 える歌として、古いにしえ

 の使徒が作曲したものだ。

「……お姉ちゃん？」

　神父ニコルはオルガンが弾けない。

　この教会で賛美歌の伴奏はもっぱら姉とシルヴィの役目となっている。となれば、この深夜にオルガンを弾いているのは姉以外に考えられまい。

　しかしなぜ？

　光り輝く天井の照明。

　電灯の眩まぶ

 しさに一瞬まぶたを灼や

 かれ、堪こら

 えながら扉をくぐる。

　その先で──

　神父ニコルが血の海に倒れていた
 。

　ニスの塗られた木造の床が、どす黒い血の色へと変わり果て。

　青の修道衣に身を包んだ小柄な男性が、血の絨じゆう
 毯たん

 に沈みこむようにうつぶせに倒れている光景。

　……え……？

　……どういう……こと。

　口がカラカラに渇いて言葉が出ない。

　いや、声が出せたとしてもまともな言語には程遠かったことだろう。シルヴィが目にしたのはそれほどまでに衝撃的な光景だった。

「……シ……ル…………
 逃……げなさ……い」

　血の海のなか神父ニコルが顔を上げる。

　これだけの出血のなか意識を懸命につなぎ止め、聖教に仕えるその男は、愛いと

 しき弟子に向かって掠れ声で言葉を続けた。

「カタ……リ、ナ……は…………
 もはや、人ではない……！」

「あら神父ニコル。それは困りますわ」

　ぞっとするほど晴れ晴れしい声。

　賛美歌を歌うような抑揚と、そして悦よろこ

 ばしい歓喜の感情を湛えた声が、パイプオルガンの伴奏に乗って礼拝堂にこだました。

「人でないならば私はいったい何なのでしょう。ねえ神父？　そんな寝てないで答えてくださいませ。……ふふ、礼拝堂で寝てしまうなんて風邪を引きますよ」

　昏倒したらしき神父の傍らに膝をつく女性。

　くすんだ金髪に鮮やかな碧眼の若きシスター。すらりとした細身を修道衣に包んだ姿は、シルヴィのよく知る姉カタリナその人に間違いない。

　なのに。

「……お姉……ちゃん？」

　別人？

　シルヴィが疑問調でそう口走ってしまうほど、その雰囲気は異様だった。

「────
 」

　無言で神父の傍らに傅かしず

 くシスター。

　血の海に両手を浸し……

　その血まみれの両手をさらに顔へと近づけて……

「風邪をひいたから、かしら？　喉が渇いてたまらないの」

　舐な

 めていた。

　神父の血を、姉であるシスターが己の舌で掬すく

 いとっていた。

「……お……お姉ちゃん……」

「あら？　シルヴィ、あなたも起きてたの？」

　顔を上げる姉。

　その目は大きく見ひらかれ、まるで神父の血の色が移ったかのごとく真っ赤に充血しきっていた。そして──その左肩に痛々しく刺さった一本のナイフ。

　黄金短刀。

　神父ニコルが肌身離さず持っている護身用の懐刀である。それが姉カタリナの肩に、刀身が見えないほど深々と突きささっているではないか。

「そ、その肩の……」

「ああ？　このナイフ？　困るわよねぇ」

　いま気づいたかのようにナイフを見やる姉。

　その柄を握るや一息でそれを肩から引き抜いてしまう。痛みも躊躇もない。そしてその傷口からは、一滴の血液も零こぼ

 れはしなかった。

　人間の身体なら血が噴きでるはず。

　何かがおかしい。

　認めたくない姉の異常が確信に変わった瞬間だった。

「……あ……あぁ……っ？
 」

「ねえ聞いてよシルヴィ。神父ニコルったら、私を見るなりナイフを突きだしてきたの。非道ひど

 い話よねぇ。私は、ただ一言『喉が渇いて仕方なくて、一口でいいから血をください』って言っただけなのに。『怪異エネミー

 に成りはてたか！』だなんて」

　ずっ……

　シルヴィの目の前で、姉の着る修道衣が蠢うごめ

 いた。

　ナイフが突きささっていた傷口にあたる部位。修道衣の生地の下で筋肉が蠢き、みるみる傷口を塞いでいくのだ。

「それであんまり怯えてうるさいから静かにしてもらったの。礼拝堂は静かに祈りを捧ささ

 げる場所だもの。ねえそうですよね？　我が主マイロード

 」

「そのとおりよ下僕。ああそうだ、もう新しい仲間でもあるのよね」

　今も美しき音を奏で続けるオルガン。

　その伴奏者が立ち上がる。

　煌きら

 びやかな黄金色の長髪に、頭の後ろにはピンク色の可愛らしいリボン。人形のように大きな瞳に愛らしい顔立ちをした幼女が──

「なかなかの腕前でしょう？」

　片目をつむってウィンクした。

　獲物を見つけた肉食動物を想おも

 わせる、凄惨で殺意に満ちた笑顔でもって。

「人間の町に入るために楽団に紛れたことがあったわ。その時に練習したの。百年くらい前かしら」

「…………
 」

　声が戻らない。眼球の涙が乾ききってしまっているというのに、シルヴィはいまだ瞼まぶた

 が痙けい
 攣れん

 して瞬きさえできずにいた。

　姉カタリナの身に何が起きたのか。

　そして、この人形のように愛らしい幼女の正体が何なのか。

　思い至らぬわけがない。だがどうしても、思いあたった最悪の推測を、シルヴィの理性が受け入れようとしなかった。

「……そんな」

「人間が怪異エネミー

 と呼ぶモノが、恐ろしい外見をしてなきゃダメなんて誰が決めたの？」

　幼女が──

　否。幼女の姿をした吸血鬼ヴアンパイア

 がくすりと微笑。

　その光景を前に、シルヴィの脳裏をよぎったのは初めてノアと出会った日のやりとりだ。





〝吸血鬼ヴアンパイア

 が町に潜伏している場合にまず考えられる可能性だ。聖教の教会は怪異エネミー

 討伐に長けた神父とシスターの溜まり場だからな。〟





　あの代行者ハンター

 の直感は、残酷なほどに的を射ていた。

　聖教の教会は、町の民衆にとっては唯一の避難場所。であるがゆえに、知恵の回る怪異エネミー

 から真っ先に狙われる危険を孕む。

　だが信じたくなかった。

　仮にもグレゴリオ聖教で十年以上も修行を続け、聖素の秘奥さえ修めたシスターである姉カタリナがまさか。

「下僕。ソレ
 、あなたにあげるわ」

　こちらを見てつまらなさそうに鼻を鳴らす吸血鬼ヴアンパイア

 。

「聖素漬けの血は口に合わないもの。私は町の人間から搾りとるから、ソレはあなたにあげる」

「はい」

　深々と頭を下げるカタリナに頷く吸血鬼ヴアンパイア

 が、こちらへふり向いた。

「忌まわしきシスター。ほら、いつものように怪異エネミー

 と戦うがいいわ。あなたの憎き怪異エネミー

 が目の前にいるわよ」

「お……お姉ちゃん……？」

　とても。

　とてもとても愉しげに、そう言った。

「姉カタリナ

 という吸血鬼ヴアンパイア

 が」

　瞬間──

　シルヴィの内側であらゆるものが音を立てて崩壊した。

　理性をつなぎ止めていた糸が切れ、感情を堰せ

 きとめるタガが外れ、目の前が一切の色を失って灰色の景色に塗り替わる。

「貴様ァァァァッッッッッッッッッッッッッッッッ！
 」

　叫んだ。

　脳がそう意識するより先に、シルヴィは幼い姿の吸血鬼ヴアンパイア

 へと突進していた。

　奥歯に仕込むカプセルを噛みつぶす。

　第Ⅱ級制限薬剤『神血』。

　極大の運動能力上昇を授けるかわり、使用者に尋常ならざる心臓負荷を与える「禁じ手」。肉体活性の法術を修めたシスター以外が服用すれば死に至る劇薬である。

　苦い味が舌に広がるや、化学合成された薬物の作用により心拍数が人間の危険数値をたやすく突破。心臓が破裂するかのごとき激痛と引きかえに、超常の身体能力を使用者にもたらす。

「……むっ？」

　幼き吸血鬼ヴアンパイア

 が目をみひらいた。

　怪異エネミー

 の肉体性能は人間をはるかに上回る。

　吸血鬼ヴアンパイア

 であれば人間の狙撃手が放った銃弾を視認し、凄すさ

 まじい反応速度と筋力とで躱かわ

 してみせるという。

　──が。

　その吸血鬼ヴアンパイア

 が戸惑いを露あら

 わにするほど、シルヴィの疾走は人間の域を越えていた。

「許さないッッ！」

　拳を振りあげ、吸血鬼ヴアンパイア

 の横顔めがけて全力で打ちつけた。

　華きや
 奢しや

 な掌てのひら

 を向ける吸血鬼ヴアンパイア

 。か細い腕に丸太をもたやすくへし折る怪力をこめ、シルヴィの拳を握りつぶそうと迎え撃つ。

　みしりっ。

　肉と肉が重なりつぶし合う音。

「馬鹿な!?
 」

　その拳の防御ごと、シルヴィの拳は吸血鬼ヴアンパイア

 の身体を撃ちぬいていた。

「……か……はっ……？
 」

　身体をくの字に曲げる幼女。

　怪異エネミー

 の最大の脅威はその不死性にある。

　頭を潰されても一時間で復活する屍鬼グール

 を筆頭に、吸血鬼ヴアンパイア

 も頭部を破壊されようが心臓をえぐり取られようが一晩あれば修復してしまう。

　ではどうやって倒すのか？

　方法は二つに一つだ。

　全身を八つ裂きにして炎で燃やすか、聖素を潤沢に含んだ聖水でもって消滅させるか。

　そこに至るための共通点は──

　どちらも一度、吸血鬼ヴアンパイア

 を行動不能にまで追いつめるということ。

　……効いてる！

　……教会の修練はムダじゃなかった！

　聖水を毎晩服用するシルヴィの身体は、怪異エネミー

 が嫌う聖素を一般人よりはるかに強く帯びている。その拳で殴ったのだから効かないわけがない。

「砕サイ

 ッッ！」

　流れるような連携で肘撃ち。

　頭部を破壊する──決死の覚悟で放った肘が破壊したのは、吸血鬼ヴアンパイア

 の背後にあった古きオルガンだった。

「シスター……！
 　我が身に聖素を擦りつけたか！」

　腹部を片手で押さえたまま吸血鬼ヴアンパイア

 が宙返り。

　シルヴィの肘が触れる寸前に小柄な体型を活い

 かしてコマの如ごと

 く旋回、肘撃ちを受け流し、礼拝堂の天井すれすれまで飛び上がっていた。

　豹ひよう
 変へん

 する言葉遣いと表情。

　怒りに満ちた双眸が、あの可愛らしい容姿からは考えられぬほどに拡大した。真っ赤な満月のごとき円形となった瞳で見下ろしてくる。

「惜しい惜しい。今ので我を仕留めきれなかったのは失策であったな」

「……なんですって？」

「捕らえよ」

　うなじに違和感。

　ぞっとするほど冷たい手の感触を首筋に感じるや、熊のごとき剛力に首を締めつけられ、シルヴィの身体は宙に持ち上げられていた。

「……が……っ……！
 」

「いけない妹。我が主マイロード

 に手を出すなんて」

　背後から聞こえてきたのは姉の声。

　シルヴィの首を後方から掴つか

 み上あ

 げ、片腕でその全身を持ち上げる。怪異エネミー

 と化した今、聖素を用いた肉体活性は使えないはずなのに。

　……人間が出せる力じゃない。

　……意識だけじゃなくて肉体まで本物の怪異エネミー

 に変貌してる？

　聖素で守られたシスターさえも屈服させる。これが大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａの犠牲となった人間の末路だというのか。

「お姉ちゃん!?
 」

「────
 」

　応えはない。

　無言で、無慈悲に、姉であった吸血鬼ヴアンパイア

 は、妹の身体を礼拝堂の床へとたたきつけた。シルヴィが悲鳴を上げる間も与えずにその身体を持ち上げる。

「どうぞ我が主マイロード

 」

「気が利くではないか」

　針のように細く長い犬歯を剥む

 きだしにして嗤う吸血鬼ヴアンパイア

 。その小さな手が手刀を作り、旋風をともなう勢いでシルヴィの脇腹へ。

　衝撃。

　脇腹で火薬が破裂したような熱い痛みが、腹部から足先、脳天までを駆けめぐった。

「…………っ……ぁ……！
 」

　脇腹が肋ろつ
 骨こつ

 ごと抉えぐ

 り取と

 られた。

　そう錯覚するほどの灼ける激痛に、意識とは無関係に涙が滲んでいく。

「真っ二つに切り裂いてやるつもりだったが、さすがに聖素の秘術は頑丈だな。人間の肉などもっと柔らかいはずなのに」

　爪に付着した服の生地を払いのける吸血鬼ヴアンパイア

 。

　シスターの肉体活性による強化がなければ、あるいは肉体活性が不十分であれば、少女シルヴイ

 の身体はまさしく両断されていたに違いない。

「それに……」

　聖素の付着した己の手を忌々しげに見つめる吸血鬼ヴアンパイア

 。

「よもや聖水で禊みそぎ

 までしているとは。どういうことだ？」

　禊──氷のごとく冷たい水を浴びて身を清める儀礼。

　シルヴィが浴びていたのは水ではなく聖水である。水気をあえて拭き取らずに修道衣を羽織ることで、シルヴィの肌には今も聖水が付着している。聖素に触れることを嫌ったがゆえに、吸血鬼ヴアンパイア

 は己の手刀をすぐさま止めたのだ。

　一方で。

　真紅の目の吸血鬼ヴアンパイア

 が訝しんだのは、聖水による禊ぎという事実そのものではない。

「なぜ貴様、そこまで万全の対策ができている？」

「…………
 」

「我がこの町にいることは聖都も気づいていないはず。なのに貴様だけは聖水で禊をし、襲撃に備えていたな？　誰だ？　我の存在をお前に告げた者は」

　床にうつぶせに倒れたシルヴィ。その背を靴の踵かかと

 で容赦なくいたぶりながらも、吸血鬼ヴアンパイア

 の表情に先のような驕おご

 りはない。

　老ろう
 獪かい

 にして周到。

　長きにわたって人間と交戦を続けてきた怪異エネミー

 ほど、人間に対して用心深い。

「吐け。交換条件だ。貴様一人だけは町から出してやってもいいのだぞ？　どうせ聖素まみれの貴様の血など我は欲していないのだから」

「……っ…………
 」

　爪先を打ちつけられて背骨が悲鳴を上げる。

　うつぶせに倒されて身動き取れないまま、シルヴィは唇を噛みしめていた。

　……誰が、誰が言うものか。

　……教会が負けても……まだあの人
 がいる。

　神父ニコルが倒れ、姉カタリナが怪異エネミー

 と成りはてて。

　そして自分がここで力つきようと、彼の存在さえ知られないならば、まだ町が助かる見込みはある。

「時間の無駄だな。おい──」

「可愛いシルヴィ、ごめんなさいね」

　嘆息して足を離す幼げな吸血鬼ヴアンパイア

 。

　シルヴィの傍らに、怪異エネミー

 と化したカタリナがしゃがみ込んだ。虚ろな笑みを湛え、その手に輝くナイフを手にして。

　黄金短刀。

　己の肩に刺さっていた神父ニコルの護身刀を逆手に持ち直す、姉。

「あなたは大事で可愛いけれど、我が主マイロード

 に手を出したことは許されないわ」

「……お姉ちゃん!?
 」

「さようなら」

　血ち
 糊のり

 の付着した黄金の刃。

　逆手に握った姉が、倒れた妹の背中へと躊躇ためら

 いなく振り下ろす。死を覚悟したシルヴィが思わず身を強ばらせて──

　響く銃声。





　一発の弾丸が、血塗られた刃をへし折った。





「ずいぶんと騒がしい夜礼拝だな」

　銃口一つぶん開いていた教会の扉。

　その扉が外側から凄まじい脚力で蹴り開けられた先に、黒コートの代行者ハンター

 が気怠げな表情で立っていた。

「一つ教訓だ。グレゴリオ聖教の教会にもっとも多く訪れるのは当然に人間だが、次点は人間に扮ふん

 した人狼ワーウルフ

 。そして三番手が吸血鬼ヴアンパイア

 。それもだいたい若い女に扮した怪異エネミー

 であることが特徴として挙げられる。統計通りで何よりだ」

「……代行者ハンター

 か？」

　ノア・イースヴェルト。

　彼の右手に握られた黒塗りの大型自動拳銃を一睨みし、吸血鬼ヴアンパイア

 が忌々しそうに舌打ちした。

「だがどういうことだ。なぜ聖教の教会に代行者ハンター

 が現れる」

「代行者ハンター

 だからだ」

　オウム返しのように。

　だが確固たる信念と自負を滲ませて彼が答えた。

「怪異エネミー

 が現れるのなら教会だろうが地の底だろうが追いかける。それが代行者ハンター

 だ」

「誰かと思えば──」

　シスター姿の吸血鬼ヴアンパイア

 がゆらりとふり返って。

「昨日の礼儀知らずな代行者ハンター

 でしたか。神父ニコルの大切な黄金短刀をへし折るなんて、またしても罪深いことをするのですね」

「そういうお前はどうだ？　妹を手にかけようとしていたようだが」

「私はいいのです」

　ピシリッ、と響く乾いた音。

　頑丈なナイフの柄を砂糖菓子かのように軽く握りつぶすカタリナ・クリアネット。破片となった残骸を冷たい床へと放り投げて。

「私は怪異エネミー

 ですから。怪異エネミー

 が人間のルールに従う理由があるでしょうか！」

　床を蹴る。

　身を屈かが

 めて四つんばいの姿勢となり、獣同然となったシスターが代行者ハンター

 へと突撃した。

　神父ニコルの血で染まった爪。

　抱擁を求めるように振りあげられた凶腕を、ノアがほんの一瞬の差で躱す。

「──っ、小こ
 癪しやく

 な！」

「魔素に犯されて一日。まだ
 怪異エネミー

 らしくないな
 。動きが単調すぎる」

　空振りの反動でカタリナが一瞬硬直。

　その虚を逃さず、黒ずくめの代行者ハンター

 はカタリナの顎先を蹴り上げた。

「ぐっ!?
 」

「動くな。弾が外れる」

　銃口をカタリナへと向ける。

「はっ！　撃つのですか？　私を？　人間だった私を撃つと──」

　返事は無言。

　次の瞬間、ノアの放った銃弾が狙い違わずカタリナの太股を撃ちぬいていた。カタリナの顎を蹴り上げてから二秒とかかっていない。

　有無を言わさぬ超人的な技巧と速度で。

「あっ？　あっ、あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ
 !?
 」

　礼拝堂に満ちる絶叫。

　もはや人間らしさの欠片かけら

 もないおぞましい悲鳴だが、それを前にしてなお、ノアという代行者ハンター

 は眉一つ動かさない。

「聖素をこめた弾丸だ。そして痛覚の存在を確認。傷の修復も遅い。いい日頃の心がけだ
 。まだ魔素に呑の

 まれきったわけじゃないらしい」

　拳銃の銃把を思いきり側頭部こめかみ

 に叩きつけられ、カタリナの全身が痙攣。その場にくずおれる。

「眠ってろ。さて待たせたな」

　数秒とたたず一体の怪異エネミー

 を無力化した男が、幼い姿の吸血鬼ヴアンパイア

 へとふり返る。

　いや、そうではない。

　最初からノアの視線はこの吸血鬼ヴアンパイア

 しか捉えていなかった。カタリナの攻撃を躱した時も、太股を撃ちぬいた時も、ノアが注視していたのはあくまでこの怪異エネミー

 一体だ。

「吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラ」

「ふむ？　我を知っている代行者ハンター

 は、そう多くないはずだがな」

　ぴくり、と頬ほお

 を引きつらせる吸血鬼ヴアンパイア

 。

「……バニヴァルシェラ？」

「そうとも」

　シルヴィの呟きを耳ざとく拾ったノアが首肯。

「こいつは大敵ゼルネツツア

 じゃない。町の人間を傀儡にした二体目の方だ。立派な大物であるのに間違いはないが」

「貴様か、余計な情報を教会にばらまいた輩やから

 は」

「逆恨みだな。俺はゼルネッツァを追ってきただけだ。まさかお前のような吸血鬼ヴアンパイア

 までここにいたのは予想外だが」

「……ゼルネッツァ。余計な真似を」

　バニヴァルシェラと呼ばれた吸血鬼ヴアンパイア

 が見せる舌打ち。

　対するノアは淡々と。

「吸血鬼ヴアンパイア

 にも縄張り意識はあるらしいな。お前が塒ねぐら

 にしていたこの町にゼルネッツァが逃げこんできた挙げ句、勝手に人間を襲いはじめた。……が、そこでムキになって奴と張り合ったのがお前のミスだ」

「なに？」

「町の人間を片っ端から傀儡化したのは、奴に対する縄張り意識だろう？　それがまさに奴の術中に嵌はま

 った行為だとも気づかずに」

　その銃口が向けられる。

　幼き少女の姿をした怪異エネミー

 へと。

「わからないか？　結果、お前はこのとおり俺に追いつめられている。一方の奴は今頃やすやすと町を脱出した頃だろうな。要するに、代行者オレ

 から逃げるための囮おとり

 に使われたんだ、お前は」

　怪異エネミー

 化した人間カタリナ

 をあえてバニヴァルシェラの配下に仕立て上げ、「我が主マイロード

 」と呼ばせるようにしたのも同族なかま

 に対する友好の証あかし

 ではなかった。

　シルヴィが錯覚したように。

　吸血鬼バニヴァルシェラを大敵ゼルネツツア

 と錯覚させて逃走の時間を稼ぐため。

　……つまりゼルネッツァは。

　……ノアさんの目をくらますために、同じ種族の吸血鬼までも利用したというの？

　ぞっとする。

　同じ吸血鬼であっても大敵アークエネミー

 と呼ばれる個体がどれだけ知的で残虐なモノか、その一端をシルヴィは垣かい
 間ま
 見み

 た気がした。

「俺の標的は大敵ゼルネツツア

 だ。お前のようなただの吸血鬼に時間をかける気はない」

　銃を構えながら、ノア。

「同族から囮に使われた気分はどうだ？」

「……くだらん。我とて奴を許すつもりはない。我が傀儡を地の果てまでも遣わせて捕らえバラバラに刻んでくれよう。だが、な」

　その場で半回転する少女姿の吸血鬼ヴアンパイア

 。

　背後に置かれたオルガンの鍵盤に触れるのかと思いきや、その場に屈んだバニヴァルシェラが握ったのはオルガンを支える脚だった。

「代行者ハンター

 、一つ訂正しておこう」

「なんだ？」

「貴様が我を追いつめた？　は、ははっ………………
 自うぬ
 惚ぼ

 れるなッッッッ！
 」

　ぶんっ、と唸うな

 る異様な風鳴り。

　吸血鬼ヴアンパイア

 の圧倒的な膂力がオルガンを腕一本で持ち上げて、ノアに向かって投げつけたのだ。

「ちっ」

　身体を右方へ寄せて回避するノア。

　わずか一歩分の移動──と同時だった。ノアが一歩分の距離をわたって床を踏む音と、バニヴァルシェラが礼拝堂の奥から入口までを駆けぬけきった足音が。

　速すぎる。

　そう。この吸血鬼ヴアンパイア

 はノアが動く前に、ノアの回避先を予測して走りだしていた。

「行儀が悪いな。子供が投げていいのは玩具おもちや

 だけだ」

「だって子供だもん。ねえお兄ちゃん、いつまで偉そうな態度でいられるかな？」

　可愛らしい少女の口調で、吸血鬼ヴアンパイア

 が口の端に鋭利な歯を覗かせた。後方へと身を退くノアをさらに壁際へと追いつめて。

　……とん。

　ノアの身体が礼拝堂の壁に触れる。

「ひゃははっ！」

　子供が悪ふざけするような歓声を上げて怪物の少女が飛び上がった。

　小さな手刀をノアの脳天めがけて振りおろす。子供の手刀のように見えても怪異エネミー

 の怪力だ。一撃で大木をもへし折るだろう。

「お兄ちゃん遊ぼ、わたしが真っ二つにしてあげる！」

「付き合う気はない」

　ノアの嘆息。

　見下げ果てたといった表情で、空中のバニヴァルシェラへと銃を向ける。宙に飛び上がってしまえば吸血鬼ヴアンパイア

 といえど身動きは不可。銃弾をかわせない。

「宙ソコ

 で消えろ」

「どうかしら？」

　吸血鬼ヴアンパイア

 の歪んだ笑み。

「破裂し、溢あふ

 れよ」

　こだまする炸さく
 裂れつ
 音おん

 。

　ノアの避よ

 けたオルガンが風船のように膨れあがった。

　シルヴィが固唾を呑んで見守る先で、内部に溜まった「何か」の圧力に堪えきれず木造のオルガンが四散する。

　黒い霧。

　オルガンの内側から漏れた霧状の何かがみるみる膨張し、礼拝堂の床を侵食してノアの足首へと絡みついていく。

「魔素!?
 」

　シルヴィの喉から悲鳴が漏れた。

　初めて見た。

　怪異エネミー

 はその体内に高濃度の魔素を宿している。吸血鬼ヴアンパイア

 の牙や人狼ワーウルフ

 の唾液、屍鬼グール

 の爪などに強く含まれており、人間が触れれば汚染される。

　だが上位の怪異エネミー

 はそれに留とど

 まらない。

　グレゴリオ聖教の神父が過酷な修行を通じて聖素の秘ひ
 蹟せき

 を修めるのと同じく、長寿の怪異エネミー

 は自らの魔素を操る術を手に入れるという。

　──宙に跳んだのは。

　──オルガンに仕込んだ魔素からノアの注意を外すため。

「さっきの激げつ
 昂こう

 は演技。魔素付きのオルガンを投げつける流れへの伏線か」

「人間を騙だま

 すのなんか簡単だよお兄ちゃん？　わたしはもう二百年、人間を騙してきたんだから」

　足を引くノアだが、そこに魔素がヘドロのごとく絡みついて離さない。引きちぎろうとしても糸を引いて伸びるだけ。

　その間にも床に広がる魔素がノアの靴から膝へと這は

 い上あ

 がっていく。

「魔素をここまで術式化しているか。さすが聖教の討伐黒帳ブラツクリスト

 に載る大物なだけある」

「当然。二百年の長生き吸血鬼ヴアンパイア

 をなめたお兄ちゃんの負けだよ」

　手刀を振り下ろすバニヴァルシェラ。

　防御不能。人間の腕力で手刀を受けとめようとも、吸血鬼ヴアンパイア

 の力は人間の腕など紙切れのように切断して頭蓋を破壊するだろう。

　たとえ最強の代行者ハンター

 であったとしても、彼ノア

 はあくまで人間なのだ。

「さあトマトみたいに真っ赤に潰れちゃえ」

　襲いかかる手刀。

　ノアが咄嗟に盾として構えたのは、自身の武器である自動拳銃だった。

　鈍い音。重厚な金属塊である拳銃まではさすがに切断できず、銃身バレル

 に受けとめられる形で吸血鬼ヴアンパイア

 の腕が止まる。

　が、深々と笑みをうかべたのは怪物の方だった。

「あは。お兄ちゃんってば非力」

　ノアの右手から自動拳銃が弾はじ

 かれる。吸血鬼ヴアンパイア

 の手刀を受けた衝撃に耐えきれず、握っていた銃が吹き飛ばされたのだ。

「ノアさん!?
 」

「叫んでも無駄よシスター。さあ見てなさい」

　無防備になった右腕にしがみつくバニヴァルシェラ。

　その愛らしい表情がおぞましい残酷な吸血鬼ヴアンパイア

 のものへと豹変し、血のように真っ赤な口が開かれる。

　発達した牙と、したたり落ちる唾液──

「すべての人間は、わたしの獲物でわたしの傀儡なんだから」

　その牙がノアの前腕部に突きささる。

　吸血鬼ヴアンパイア

 の喉が蠢き、噴きだす鮮血を嚥えん
 下か

 。さらには牙から大量の魔素を代行者ハンター

 の肉体へと送りこんでいく。

「…………
 」

「あれ？　お兄ちゃん黙っちゃった？　怖い？　大丈夫だよ。もうすぐそんな感情なんか消えてわたしの────────
 わたしの──────
 」

　瞬きする吸血鬼ヴアンパイア

 。

　その口の端からノアの血がしたたり落ちるなか、幼い少女の姿をした吸血鬼ヴアンパイア

 が動きを止めたのだ。

「……え
 ……な
 、……なにこれ
 ……」

　目をみひらく怪異エネミー

 。

「わ……わたしの……身体に…………
 何をし……た…………
 」

「何も」

　動きを止めた吸血鬼ヴアンパイア

 の牙から、悠々と右腕を引き抜いたのは黒の執行者。

　前腕部から血が噴きだしていることを気に留めた様子など一切なく、床に落ちた拳銃を拾い上げる。

　そう。

　吸血鬼ヴアンパイア

 の牙から魔素を注入されながら、彼は傀儡になる気配がなかった。

「怪異エネミー

 を消滅させる聖素に、お前が勝手に触れた。それだけだ」

「なに？」

「俺が聖素そのものだ
 」

「……はっ。……馬鹿な。何を不可解なこと……を……」

　全身を戦おのの

 かせながらも、凄まじい憤ふん
 怒ぬ

 の形相でノアを見つめる吸血鬼ヴアンパイア

 。

「お前が……聖素？　たかが人間が何を……」

「『聖素四重結合』──」

　そう答えたのはノアではなかった。

　ギィと音を立てて礼拝堂の扉が開く。

　彼がエルザと呼んでいた真っ白な少女が、そこにいた。

「それがこの男の修めた聖素の秘蹟だ」

「……そんな!?
 」

　エルザの一言に、シルヴィは掠れ声で叫んでいた。

　聖素四重結合。

　四百年前、史上最悪の大敵アークエネミー

 『霊魂アニマ

 』エルザリーシャを倒すため、一人の聖人が完成させた秘蹟中の秘蹟である。

　だがそれは、もはや現代では伝説の類として認知されている。

　再現不可能──

　そもそも聖素を宿す儀式は、グレゴリオ聖教の流派によって異なるのだ。

　シルヴィの所属するユリウス派に、最大派閥ヨハン派。さらに辺境の地に赴けば数えきれぬほど流派がある。

　問題は、そうした複数の流派で聖素の儀礼を行った場合、異なる流派で刻印した聖素が人間の体内で相殺して消えてしまうということだ。

　……つまり聖素の刻印儀礼は一人につき一流派まで。

　……聖都の教皇だって例外じゃないもの。

　だが過去に。

　奇蹟と言える、複数の聖素を相殺させずに刻印できる聖素の黄金比率くみあわせ

 が見つかったのだ。聖素を四流派まで組み合わせて結合し、グレゴリオ聖教の教皇さえも凌りよう
 駕が

 する驚異的な濃度の聖素を宿す秘蹟が。

　……いえ、でも待って。

　……四つの聖教流派。……四つの紋章？

　まさか
 。

　シルヴィが目をみはったのは、ノアのコートに刻印された派手な紋章だった。

「じゃあ、その四つの紋章は!?
 」

　彼の象徴トレードマーク

 とも言える聖教十字痕。

　四つの流派で聖教の秘蹟を修めたという意味をもつ。姉カタリナはそれを一目見るなり嘘と決めつけていた。

　だが真実だった。

　彼は本当に、聖素四重結合に必要な四つの秘蹟を習得していたのだ。

　……そんな人間の血は、確かに聖素そのもの。

　……怪異エネミー

 なんて触れただけで消滅するくらい強力なはず。

　大いなる過去に一度だけ成された奇蹟の秘奥。

　それを再現した代行者ハンター

 ならば、それはまさしく。

「この膨大な聖素……そうか貴様だったか。怪異エネミー

 が恐れる、唯一の……人間……！」

　膝をつく吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラ。

「……大敵殲滅者アークキリング

 ……」

　怪物の口から零れたのは、シルヴィが初めて聞く単語だった。

　その全身から真っ赤な霧が濛もう
 々もう

 とたちこめて、それと反比例するように幼い姿が揺らぎ、薄らいでいく。

　消滅し始めていた。

　かつて史上最強の大敵アークエネミー

 を消滅させた聖素を受けて、怪異エネミー

 が消えていく。

「お前の敗因は二度の傲慢だ。人間を舐めて、そして大敵アークエネミー

 を舐めた」

　銃をホルダーへと収める黒ずくめの代行者ハンター

 。

　そう、彼には銃など本来必要なかったのだ。なぜなら彼の最大の武器は、彼の肉体に宿った最強の聖素なのだから。

「大敵アークエネミー

 ゼルネッツァが、わざわざお前を囮にしてまで俺との交戦を避けた。そこにわずかでも警戒を抱くべきだったな」

「…………
 」

　陽かげ
 炎ろう

 のごとく希薄になった吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラ。うつむいたその顔は髪に隠れて表情が読み取れない。

「人間……貴様は…………
 いや、もうどうでもいい……」

　ふっ、と乾いた呼吸。

　笑みとも嘆息ともつかぬその声を最期に、幼き姿の怪異エネミー

 は消滅した。





５





　陽光──

　普段なら早朝から賑わうはずのトスカリア自治区の町並みが、今日だけは礼拝期のようにひっそりと静まりかえっていた。

　町並みから外れたグレゴリオ聖教教会。

　朝あさ
 靄もや

 に包まれた教会の敷地に停と

 まっているのは、一台の緊急輸送車だった。ここトスカリア自治区の最寄りの大都市から到着したばかり。

　集中治療院メデイカルセンター

 の医師と看護師たちが駆けていく。

　彼らが礼拝堂から運びこむのは、純白に塗られた二つの聖棺である。

　白の聖棺。

　これは死者を弔う黒色の棺ひつぎ

 とは意味が異なり、瀕ひん
 死し

 の重傷を負った者が奇蹟の回復を遂げることを願うためのものとして知られている。

「…………
 」

「心配か？」

　輸送車に運びこまれる二つの聖棺。

　物言わずにその棺を見つめるシルヴィに、声をかけたのは黒ずくめの代行者ハンター

 だった。

「問題ない」

　あっさりとそう告げるノア。

「お前の姉は怪異エネミー

 化して日が浅い。意識も人間時のものが残っていた。何より日頃からシスターとして聖素に触れていたのが大きい。魔素に対する抵抗ができていたわけだ」

「……はい」

「むしろ神父ニコラの方が回復に時間がかかる。あっちは魔素の混入に加えてあれだけの大ケガだ」

「神父ニコルです」

「人名を覚えるのは苦手だ」

　聖棺を運び終えるのを待って、彼が地面に置いてあった荷を担いだ。

「そしてお前は正気か？」

「……はい」

　ノアと同じく。

　その背中に大きなバックパックを背負ってシルヴィは頷いた。

「姉と、神父ニコルの代わりになりたいんです」

「大敵アークエネミー

 ゼルネッツァの被害者を増やさないために、ゼルネッツァを追いかけて敵討ちか。無駄死にだな」

「勝手に殺さないでください!?
 」

　隣にたたずむ代行者ハンター

 に必死の抗議。

「そ、そのためにノアさんに弟子入りするって決めたんです。怪異エネミー

 を倒す修行は……教会じゃ不十分だってわかりましたから」

「聖教じゃないんだ。弟子入りの制度はない」

　昨晩さんざん言っただろう──そんなあきれ顔で彼が口にする。

　吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラが消滅した後の礼拝堂で、神父ニコルの手当と、レスキン医師夫妻と姉カタリナへの聖素の儀礼を施してすぐのこと。

　彼ノア

 の前でシルヴィが膝をついて頼みこんだのが、彼の旅への同行だ。

　……大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａを放っておけない。

　……お姉ちゃんや神父ニコルのような人を出したくないもの。

　怪物に変貌した姉の姿を見た衝撃は、今でも筆舌につくしがたい。あんなに苦しい思いをする犠牲者を増やしたくない。

「……わたしだって真剣に考えたんです！」

「怪異エネミー

 の討伐ならグレゴリオ聖教にも聖歌隊ピルグリム

 がある。昨晩言ったが、お前はシスターのように魔素を祓う儀礼は向いてない。聖歌隊ピルグリム

 ならお前の才能を活かせる」

「だめなんです。聖歌隊ピルグリム

 は、戦う怪異エネミー

 を選べませんから……」

　火事に出動する消防隊のようなものだ。

　聖都で待機し、怪異エネミー

 の出現情報が出た時にのみ出動するのが聖歌隊ピルグリム

 。さらに言えば派遣されるのも聖都と親交のある主要都市だけ。

「小さな村や町にゼルネッツァ・Ａが現れても、聖歌隊ピルグリム

 だと戦えないんです」

「おやおや」

　ノアとシルヴィとの間に割り込んできたのは、白髪の少女エルザだった。

　普段の無表情とは一転して楽しげに。

　ただしその笑みは、シルヴィをからかうような悪意あるまなざしで。

「人間の娘。自分の信仰してきたグレゴリオ聖教がどれほど外そと
 面づら

 だけの存在か、理解したようじゃないか？」

「そ、そういうわけじゃありません……！」

　首をふって否定。

　ただし心の内で一瞬ギクリとしたのは否定できない。

「エルザさんもお願いします」

「断る。誰が人間などと一緒に居るものか」

「人間って、そんな言い方……エルザさんだってノアさんと一緒にいるじゃないですか」

「ノアとは仕方なくだ。ほら諦めろ」

　しっし、と犬でも追い払うかのような仕草で手をふってくる。

　が、シルヴィとてそれで諦めるほど軽い決意ではない。

「弟子が無理なら、じゃあ見習いはどうですか！」

「面倒だ」

　間髪入れずに答えたのはノア当人だった。

「代行者ハンター

 の助手、募集してませんか？　あのわたし、簡単な聖素の儀礼ならできますからお役に立ちますよ！」

「間に合ってる」

「そんな……」

　弟子も見習いも助手も却下。頭の中で浮かんだ名分はほとんど使ってしまって、もう後は冗談のような名目しか残っていない。

「じゃ、じゃあ」

　破れかぶれだ。

　なかば無理を承知でシルヴィは手を振りあげた。

「お料理当番！　炊事洗濯お掃除なんでもやりますのでご一緒させてください！」

「採用」

「そうですかダメですか。それなら……って、ノアさん今なんと？」

「採用だ」

「なにぃぃっぃぃぃっぃぃぃっ
 !?
 」

　敷地に響きわたる声で悲鳴をあげたのはエルザだった。

　ノアの前まで詰め寄って、華奢な腕で彼の胸ぐらを掴んで睨みつける。

「おいノア！　どういうことだそれは。こんな見ず知らずの人間シスター

 と一緒にいるなど、私の立場はどうなる？」

「それは──」

「それは？」

　ノアの手が、エルザの首根っこを掴んで彼女をひょいっと持ち上げた。

「お前が、食事当番も炊事当番も掃除当番もぜんぶサボるからだ」

「……一理ある」

　腕組みしたまま地面に下ろされるエルザ。

「どのみちこの教会も、大敵アークエネミー

 が現れたことでしばらく聖都の直接管理下に置かれるはずだ。神父とシスターも聖都から腕利きが送られてくる。自分が教会にいても居場所がないと判断した。そうだな？」

「は、はい」

「まったく物好きなシスターだ。いや元シスターか」

「あの……できればシルヴィと呼んでいただければ」

「おい人間」

　そう呼んだのはノアではなく、まだ釈然としない面持ちのエルザだった。

「先に警告しておく。よもや私の寝首を掻か

 こうなどという気は起こさぬ方が身のためだ。この身体とはいえ、私の魔素はそこらの怪異エネミー

 と比べものにならないほど強力だぞ」

「……魔素って？」

「あっ」

　シルヴィがぽつんと口にした単語を前に、しまったという表情のエルザ。

「ノア」

「なんだ」

「この娘はやはり油断ならない。私に巧妙な誘導尋問を仕掛けてきた」

「お前が口を滑らせただけだろう」

　淡々と返すノアと、そそくさと彼の後ろに隠れるエルザ。

　そんな二人の様子をぼんやりと見守って──

「あの、ごめんなさい。よく話が掴めなくて」

「聖素四重結合の件」

　シルヴィの疑問に対し、ノアの返事はまるで無関係に聞こえる事柄だった。

「疑問に思わなかったか。なぜ俺みたいな代行者ハンター

 が、グレゴリオ聖教の秘蹟中の秘蹟を知っているのか」

「そ、それはもちろん思いました……」

　背後では輸送車が遠ざかっていく。

　姉カタリナと神父ニコルを乗せた車が大都市の集中治療院メデイカルセンター

 へと発た

 ち、教会が再び静けさを取りもどす。

「当然の疑問です」

　同行が許された後に、折を見て尋ねようと思っていた。

　彼の血を吸った吸血鬼バニヴアルシエラ

 が消滅した光景は、シルヴィも我が目を疑った。

　あの秘蹟は、現代では再現不可能のはずだから。

「聖素四重結合の秘奥は四百年前に失われたはずです。実験を成功させた聖人が、伝説の大敵アークエネミー

 エルザリーシャと相打ちになって。当時の記録も全部火の海に消えたと聞きました。もし残ってるなら教会が実行してるはずですから」

「当時の記録は残ってない」

　首肯するノア。

「だが聖素四重結合の聖素比率くみあわせ

 を覚えている者がいる。聖素四重結合の聖素を浴びて消滅した大敵エルザリーシヤ

 自身だ」

「はい？」

「……ものわかりが悪いシスターめ」

　ノアの背中から顔を出す真っ白な少女。

「このエルザリーシャが覚えていると言っているんだ。聖素四重結合を浴びた本人わたし

 がその聖素比率くみあわせ

 を覚えているのは当然だろう。それをノアに伝えただけだ」

　過去、人類をもっとも追いつめたとされる伝説の大敵アークエネミー

 『霊魂アニマ

 』エルザリーシャ。

　そして目の前にいる少女はエルザ。

　人間とは思えない生気を失った肌に、血のような色味の双眸。近寄るだけで肌が粟立つ冷気を湛えた彼女の正体は────


「…………
 それって……ええと」

「出発だ。奴ゼルネツツア

 を追う」

「え!?
 　ちょ、ちょっとノアさん!?
 　あの、あの、わたしとっても混乱中なんですが！」

　自分を無視して歩きだしてしまう彼。

　見れば、エルザもさっと背中を向けて歩きだしているではないか。

「とてつもなく重要な話を聞いた気がして──」

「続きは町を出てからだ。住民に聞かれてエルザの正体がバレると面倒だからな」

「だから嫌な予感しかしませんってば！　いま聞かせてください。ねえってば！」

　バックパックを背負ってシルヴィはその背中を追いかけた。





　史上最凶の大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。

　史上最強の代行者ハンター

 ノア・イースヴェルト。

　それは、後の聖女シルヴイ

 が目にした中でもっとも奇妙な関係の二人だった。










　黒の天そら

 。

　今にも驟しゆう
 雨う

 が降りそそぐ前兆であるかのように、渦を巻く雲が太陽を覆いつくしている。吹きすさぶ風は生なま
 温ぬる

 く、そして「黒」かった。

　それは魔素を帯びた風。

　渦巻く雲に覆われた断崖絶壁、その一角に築かれた祭壇で。

「ミラ？」

　宙に浮く金髪の少女。

　凄すさ

 まじき魔素の奔流の中心にいる義妹ミラ・イースヴェルトの名を、兄である少年は、何度呼びかけたことだろう。

　──ミラには「救世主降ろし」の適性がある。

　──古いにしえ

 の聖人の力を我が身に降ろし、人類を率いて怪異エネミー

 を滅ぼす救世主の適性が。

　義妹ミラは生まれて間もなく、高名な僧侶からそう告げられていた。

　だが「救世主降ろし」に選ばれた者はいわば人柱だ。

　自我を失い、憑ひよう
 依い

 した救世主に肉体を譲渡する。そう伝えられれば多くの者が躊ちゆう
 躇ちよ

 するだろう。世界を救いたいと願う気持ちの大半は、あくまでこの世界に自分がいるからだ。自分が生きているからこそ世界が愛いと

 しい。

　世界が救えるかもしれない古の聖人を降ろしたところで、自分が犠牲になっては世界を救う意味もないだろう。そう考える者が大半を占めるなかで。

　だが。

　少年の義妹ミラは、自ら志願してこの儀式を受け入れた。

　最後にたった一つ。

　義兄──ノア・イースヴェルトにそれを見届けてもらいたい、という願いを残して。

　……そう。

　……そのはずだったのに。

　これはいったいどういうことだ。

　義妹ミラが救世主を降ろした気配はなく、急速に天そら

 に満ちていくのは聖素でなく魔素。さらに義妹自慢の金髪が、色素を失って鈍い銀髪へと変化していくではないか。

「ミラ！」

「その人間はもういない
 」

　目を開ける義妹。

　血濡れた満月を想おも

 わせる目で兄を見下ろすミラの表情は、かつて少年が見たこともない冷たい悪意に満ちたものだった。

「四百年か。我が魔素を宿す媒体が生まれるまで時間はかかったが、まあ見つかっただけ良しとしよう」

　兄の前に着地する義妹ミラ。

　立ちつくす兄の肩へと手を伸ばす。その指先が肩に触れた途端、空気が弾はじ

 けた。少年が堅い地盤めがけて吹き飛ばされる。

「…………っ！
 」

　激痛で起き上がれない。

　いったい何が起きたのか。呆ぼう
 然ぜん

 としたその眼まな
 差ざ

 しに──

「救世主降ろし？　はっ、そんな都合の良いものがあるわけがない」

　少女の姿をしたソレが嗤わら

 った。

「人柱による憑依は人間の為な

 せる秘ひ
 蹟せき

 ではない。憑依という秘蹟を為せるのは強大な魔素を持つ怪異エネミー

 だけだ」

「……え？」

「お前たちが信じた救世主の伝説、アレは、私が復活するために作りあげたお伽とぎ
 話ばなし

 。お前の義妹が肉体を差しだした相手は救世主などではない。この私。人間の敵である大敵アークエネミー

 というわけだ」

　罠わな

 だったのだ。

　百年以上も続く聖なる伝説そのものが、一体の大敵アークエネミー

 が己の復活のために流布した作り話だった。

　……つまり妹に憑依しているモノは。

　……救世主ではなく、その逆。人類を脅かす大敵アークエネミー

 ？

　少年が身を戦おのの

 かせる。

　それは己に迫った身の危機ではなく、義妹ミラが身を捧ささ

 げた結果があまりに惨むご

 たらしいものであったことに対する憤りゆえだった。

「そんな……」

「もう遅い。憑依契約は成就した」

　少年が立ち上がる姿を前に、大敵アークエネミー

 が嗤った。

　憑依契約──

　憑依する人格と、肉体を譲渡する人格との合意で成立する特殊な洗脳である。

　怪異エネミー

 の魔素によって人間が一方的に傀かい
 儡らい

 になるものとは違い、互いの合意による成立ゆえ、聖素による浄化によっても解除は至難。

「憑依契約の条件は、媒介になる人格の『願い』を憑依者が実現すること。そして救世主降ろしの願いは、『憑依主が世界を救う』こと。そう、ありもしない奇き
 蹟せき

 を願う。まさにその願いこそ怪異わたし

 のつけいる隙だというのに」

　救世主として世界を救う。

　人間からすればソレは怪異エネミー

 の殲せん
 滅めつ

 を意味するだろう。

　だが怪異エネミー

 にとっての「世界を救う」はその逆、人間の滅亡を意味する。

　この観点の違いを利用した罠が成立することを前提に、大敵アークエネミー

 は憑依契約による復活のシナリオを描いたのだ。

「……ミラを返せっ！」

「私が消滅しても、貴様の義妹の精神がこの肉体に戻ることはない。それが憑依契約だ」

　妹の肉体を操る怪異エネミー

 を止めようと走る少年。

　が、懸命に振るった拳も、少女に触れる前に魔素の壁に弾かれてしまう。

「う……っ……
 」

「目障りだ」

　少年の襟首を掴つか

 みあげる大敵アークエネミー

 。

「朽ちろ」

　少年の全身を魔素が覆いつくし──

　直後、蜘蛛くも

 の子を散らすように、黒の塵ちり

 がさっと飛び散って宙へと溶けた。

「……なにっ!?
 」

　少年を腕一本で吊つ

 り上あ

 げていた少女が目をみひらいた。

　かつて強大無比なる魔素で世界を覆いつくした大敵アークエネミー

 『霊魂アニマ

 』エルザリーシャ。

　怪異エネミー

 の発生起源たる五百年前から現代まで、グレゴリオ聖教の聖都の最深部『大庭園』に到達した唯一の怪異エネミー

 である。そんな伝説の怪物が操る魔素が、エルザリーシャの意思と無関係に消滅したのだ。

「馬鹿なっ。あの聖素四重結合でもなく、わたしの魔素が消滅するなど……いや、これは違う。まさか！」

　少年を地に放りだし、少女が身体をくの字に曲げて苦く
 悶もん

 の声を上げた。

「なぜ憑依契約が成就していない!?
 　人間、なぜ貴様の意思が消滅せずに残っている！」

『わたしが──』

　義妹ミラの口から、二つめの肉声が紡がれた。

　悪意にあふれたエルザリーシャの声ではない。少年が誰よりもよく知る義妹ミラの声が、己の身体からだ

 を奪った大敵アークエネミー

 へと語りかける。

『わたしの……世界を救う願いは……お兄ちゃんのためのもの』

「なに？」

『お兄ちゃんの夢。どんな怪異エネミー

 にも負けない最強の代行者ハンター

 になる。義妹わたし

 が救世主に願った条件は
 、それを実現するための師であること
 』

　世界を救う──

　その限られた願望のなかで義妹ミラが描いた夢は、救世主自らが世界を救うのではなく、もっとも敬愛する兄を史上最強の代行者ハンター

 へと導くことだった。

　兄が世界を救う。

　そうすることで救世主も世界を救ったと見なされる。

「よもや……」

　驚きよう
 愕がく

 と絶望の入り混じった声音は、大敵アークエネミー

 が呟つぶや

 いたものだった。

「そんな願いがあるというのか。だが憑依契約は……私がソレを実現しないかぎり、この身体は私の完全な所有物にはならない……」

　ふらり、と少女の身体から力が抜ける。

　ぼろぼろの身体になりながらかろうじて立ち上がる兄の、目の前で。

『負けないでお兄ちゃん。どんな怪異エネミー

 にも負けない最強の代行者ハンター

 に』

「この私に人間を鍛えろというのか……」

　右の表情で微笑ほほえ

 む一方で、左の表情では悔しさに奥歯を噛か

 みつぶす。

　左右非対称の顔で、義妹はその地にくずおれた。
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　史上最凶の大敵アークエネミー

 エルザリーシャの契約。

　それは一人の少年を最強の代行者ハンター

 へと導くこと。

　どんな怪異エネミー

 にも負けない──すなわち
 大敵アークエネミー

 エルザリーシャを倒せるほどの
 代行者ハンター

 を自ら育て上げるということ。

　それを実現しないかぎり憑依契約は成立しない。

「いいだろう……」

　少年を見上げる大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。

「私がこの肉体を手に入れるための絶対条件だというのなら。人間、貴様を最強の代行者ハンター

 にしてやる。どんな怪異エネミー

 にも負けない代行者ハンター

 にだ」

　怪異エネミー

 を滅する代行者ハンター

 を、怪異エネミー

 が育てる。

　そんな捻ねじ

 れた『契約』が締結された瞬間だった。

「だが忘れるな。契約を果たして自由になった後、手始めに、血祭りに上げるのは貴様だと覚えておけ」

「させるものか」

　そう答えたのは、少女を見下ろす少年だった。

「俺が、お前を消滅させて義妹ミラ

 を取り返す」

　だから──

「それほどまでに強くなるがいい」

「強くなるさ」

　少年と怪異エネミー

 は、そう契約した。
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　聖素文明──

　そう呼ばれる人類の最盛期は、五百年前、突如として崩壊した。

　怪異エネミー

 の出現。

　聖素と対をなす魔素と呼ばれる力を有する怪異エネミー

 が、どこで、そして何を原因に発生したのかは五百年を経た現代でも調査が進んでいない。

　過去から語り継がれる口伝では『大接触』と呼ばれる事象によって怪異エネミー

 が生まれたとされているが、それが具体的にどういったものであるかについては、現在でもグレゴリオ聖教の有識者たちが頭を悩ませている。

　……人はまだ、怪異エネミー

 のことを何一つ理解できていない。

　ある聖人がそう遺のこ

 した言葉のとおり。

　人類はまだ怪異エネミー

 の襲撃に抗あらが

 うのが限界。いまだ人類が怪異エネミー

 に「逆襲」する機会は訪れていないというのが世界的な情勢だろう。

　唯一の例外。

　怪異エネミー

 から名指しで「大敵殲滅者アークキリング

 」と、そう呼ばれる男を除いては。
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　カーテンの隙間から差しこむ朝陽。

　ほんのりと瞼まぶた

 に陽光を感じるベッド上で、シルヴィは寝返りを打った。

　マットレスに身体が沈みこむ心地よい感触。上にかぶっているタオルケットは温かく、肌触りは絹のように滑らかだ。

　……こんなに気持ちのいい睡眠なんて初めて。

　……教会のベッドは固くて寒くて、タオルケットもぼろぼろだから。

　なんて幸せなんだろう。

　生きるって素晴らしい。睡眠は人類の至福だ。ああ、グレゴリオ聖教の女神イリア様、こんなわたしに楽園を与えてくれてありがとう。

　微睡まどろ

 む意識のなかでそう祈っているところに、ふと、誰かが声をかけてきた。

「起きろ」

「……むにゃ。神父ニコル、今日の食事当番はお姉ちゃんですよぉ」

「食事当番はお前だ」

「……えぇ。もう神父ってば、そんなことないですよぉ。だって先週はわたしが──」

　もう一度寝返り。

　その間際に片目だけを開けて神父の顔を覗のぞ

 いてみる。

　そこに、神父ではない男がいた。

　黒ずくめの青年。

　伸ばした黒髪に、突きささるほどに鋭い眼光。トレードマークでもある黒コートを羽織るかわりに、今は細身のジャケットを上着として着こなしている。

　ノア・イースヴェルト。

　トスカリア自治区の吸血被害を機に、シルヴィが同行を願いでた代行者ハンター

 である。

「暢のん
 気き

 な起床だな」
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 っ、ご、ごめんなさいっ！　わた……わたし……つい教会の気分で！」

　ベッドから跳ね起きる。

　質素な寝間着姿で直立し、深々と頭を下げた。

「こ、こんなに素敵なベッドで寝たの初めてで……つい……」

「エルザの拘こだわ

 りだ。冷え性だからベッドは上質の物にしろとうるさかったからな」

「エルザさんの？　あれ。でもあの人の正体は怪異エネミー

 じゃあ？」

「肉体は義妹ミラ

 のものだ。幼い頃から冷え性だった」

　史上最強の代行者ハンター

 ノアと、彼に同行する白髪の少女エルザ。

　彼女の正体は怪異エネミー

 。

　それも史上最悪の大敵アークエネミー

 エルザリーシャであるというのは、この拠点ホーム

 についてすぐに聞かされたことだ。

　さらにその憑ひよう
 依い

 先、いわば犠牲となったのが彼の義妹ミラだという話を聞いた時には、驚きのあまりシルヴィは何一つ言葉を発せなかった。

「……あの」

「ただの事実だ。気にされる覚えもない」

　淡々と答えてノアが背を向ける。

「エルザにとっては義妹ミラ

 の身体が自分の身体にあたる。つまり奴やつ

 からしても義妹ミラ

 の身体は大事だということだ」

「というと？」

「エルザはいわば
 義妹ミラ

 の身体を守る最強の憑依霊
 という見方もできる。俺の不在を狙って怪異エネミー

 が拠点ホーム

 を襲撃するのは珍しくないが、そういう時はエルザを拠点ホーム

 に留守番させておけばいい。エルザからすれば自分の憑依体を守るだけの感覚だが、拠点ホーム

 に侵入した怪異エネミー

 を片っ端から撃退する」

「……そ、そうなんですか」

　そうなのだ。

　教会で見た時もそうだが、ノアとエルザの二人に険悪な様子は一切ない。

　義妹の肉体を乗っ取られた兄と義妹の肉体を乗っ取った怪異エネミー

 には見えない。その分、エルザの正体を聞いた時には耳を疑った。

　……エルザさんだって、ノアさんへの態度は怪異エネミー

 に見えないし。

　……せいぜい小生意気な性格の義妹みたいな？

　エルザ本人がノアの義妹であると言っても、疑問を抱く者の方が少ない気がする。それくらい二人の関係は自然に見える。

「それはさておき」

　シルヴィの寝間着を見やってノアが嘆息。

「さっさと着替えろ。俺はエルザと外に出ている」

「は、はい！」

　個室を出ていく黒ずくめの代行者ハンター

 。

　そんな彼の足音が消えないうちからシルヴィは寝間着を脱ぎ捨てた。

　部屋の隅にある鞄かばん

 から取りだしたのは薄地のシャツとショートパンツ。日々のランニングや教会の屋根裏の修復作業など、身体を動かす時に好んで着る軽装だ。

　姉カタリナからは「もっと慎み深い格好になさい」と言われることもあったが、これから代行者ハンター

 についていくのだからシスターに見えない服の方がいいのだろう。

「ええと、まずは朝ご飯の支度から！」

　足早に通路を伝ってリビングへ。

　木の香りのするリビングは優に十人以上がくつろげる広さがある。

　床には絨じゆう
 毯たん

 が敷かれ、部屋の隅にはソファーと暖炉。中流以上の家庭のような雰囲気だが、ノア曰いわ

 く、すべてエルザの嗜し
 好こう

 ということらしい。

「……こんな拠点セーフハウス

 があと五つもあるんだっけ」

　家ではなく拠点セーフハウス

 。子供が秘密基地と呼ぶものに近い。

　トスカリア自治区から街道を南に進んだ先の農村で、巨大な山小屋と思ったものがノアの拠点セーフハウス

 の一つだった。過去にノアが怪異エネミー

 を討伐し、彼への感謝として村側が提供を申し出たという。

　ノアは自分の旅の基地として。

　村側も、強力な代行者ハンター

 が定期的に訪れることで怪異エネミー

 の脅威から逃れられる。相互扶助の関係というわけだ。

「冷蔵庫冷蔵庫……っと」

　リビングと同フロアのキッチンへ。

　ブラウン色の大型冷蔵庫を開けると、ひやりと冷たい風が頬ほお

 を撫な

 でた。

　世界各所の発電機から、地下の電線を通って供給される電気。

　人類が聖素文明で発展していた時代の遺産である。現代は発電機の製造技術がないため、発電所も怪異エネミー

 から守らなければならない施設の一つである。

「わっ、すごい！」

　冷蔵庫のなかを見てシルヴィは声を上げた。

　新鮮な鶏卵に燻製肉ベーコン

 に、野菜、バターにミルク。

　隣の食料棚にも常温保存されたパンとチーズ。瓶入りのジャムも。さらに珈こー
 琲ひー

 や紅茶が銘柄ごとに用意されてある。

　年に数回しか訪れない拠点セーフハウス

 とは思えぬ品しな
 揃ぞろ

 えではないか。

「これ全部使っていいんだ……すごい、何でも作れそう」

　頭の中で料理レシピを思い起こす。教会ではずっと質素な食事だったため、こんなにも材料に恵まれると逆に何を作っていいか迷ってしまう。

「本当に、何から何まで違うんだなぁ」

　シャツの上からエプロンを着ける。

　卵を三つ手にとって、シルヴィはふっと厨ちゆう
 房ぼう

 を見回した。

「そもそも拠点セーフハウス

 が五つもあるのだって、そうやって移動し続けないと怪異エネミー

 に狙われるからだって言うし……」

　怪異エネミー

 からも警戒される代行者ハンター

 。

　追い続けている吸血鬼ヴアンパイア

 ゼルネッツァ・Ａをはじめ、ノアを敵視する怪異エネミー

 は数多い。

　寝込みを襲われればノアと言えど無事では済まず、拠点セーフハウス

 を頻繁に移動することで常に居場所を悟られないようにするのだという。

　……ノアさん以外にもそうしてる代行者ハンター

 は少なくないって言ってたし。

　……本当に教会とは違うんだ。

　グレゴリオ聖教の教会はむしろ大勢の信徒やシスター、神父が寄りそうことで怪異エネミー

 の脅威に対抗するというのが基本的な発想だ。

　代行者ハンター

 は違う。

　怪異エネミー

 を倒すのも身を守るのもすべて個人の責任で行うことになる。この拠点セーフハウス

 という知恵も、そうした背景があって生まれたものなのだろう。

「わたしも勉強しなきゃ。あ、でも先にご飯の準備だよね」

　手始めに、フライパンに油をひいて燻製肉ベーコン

 を焼く。

　そのかたわらで薄力粉に膨らし粉ベーキングパウダー

 を加えて、さらに卵、牛乳、砂糖と混ぜあわせて、干し葡萄レーズン

 を投入。それを隣のコンロ上のフライパンに移し、香ばしくも甘い香りが立つように熱せばパンケーキの完成だ。

　また生野菜を和あ

 えてサラダを作り、リンゴの薄切りを添えていく。

　ドレッシングはオリーブオイルと塩と酢、砂糖とブラックペッパーで調味した即席の手作りで。

「うん、できた！　急ごしらえだけど！」

　湯気の立つ料理をテーブルに運んでいく。

　しかし肝心のノアとエルザとがいない。

　先の話では「外に出ている」ということだったが、朝食前に軽いランニングでもしているのだろうか。

「代行者ハンター

 だし身体からだ

 は鍛えなくちゃいけないから、きっとそうだよね！」

　紅茶のポットを手にしたまま、玄関へ。

　頑丈に作られた金属製の扉を押し開けて拠点セーフハウス

 の外へ。眩まぶ

 しい日ひ
 射ざ

 しが照らすその先に、ノアとエルザの姿が見えた。

「お待たせです、ご飯の用意できました！　温かいうちにどう…………
 」

　銃声。

　凜りん

 、と美しい音を立てて、シルヴィの手にするポットが粉々に砕けおちた。

　ノアの拳銃が放った銃弾。

　エルザに向けて撃った
 銃弾をエルザが紙一重でかわし、その流れ弾がシルヴィの脇すれすれを通ってポットを撃ちぬいた──そんな一連の動きをシルヴィが理解したのは、目の前の二人による攻防を目の当たりにしてのことである。

「外したか」

　空になった弾倉を鮮やかな手さばきで交換するノア。

　大地を蹴って真横に跳び、白ずくめの少女めがけて銃口を向ける。

「次は躱かわ

 せると思うな」

「はっ、笑わせるな、お前の照準エイム

 に捉えられる私ではない」

　宙を舞うエルザ。

　眩しき陽光の下、真白い髪をなびかせて、さながら風に踊る花びらのような軽やかさで身体を回転させて銃弾を避よ

 けていく。

　その回避を先読みしたうえで、エルザの着地ルートへ弾丸を放つノア。

「むっ……」

　直撃する？

　たとえ史上最凶の大敵アークエネミー

 エルザリーシャであっても、現在の憑依先はノアの義妹だ。人間の身体に宿っている以上、身体が損傷すればエルザとて無事では済まない。

　鮮血の光景。

　シルヴィが息を呑の

 んだ刹那、エルザの足下に黒い霧が集まった。シルヴィが見たこともない濃度の魔素が蠢うごめ

 き、触手のごとく伸びて銃弾を空中で絡めとる。

　カラン、と地に落ちる弾丸。

「はは、どうだ。銃弾など私の脅威ではない！」

「躱しきれなかったくせに強がりを言うな。次はその魔素を撃ちぬく」

「そんな鉄てつ
 屑くず

 の礫つぶて

 を飛ばしたところで──」

　エルザの動きが止まる。

　彼女の身体よりも大きく膨れあがっていた魔素がみるみる縮小し、彼女の足下へと収束。最後には影のなかへと溶けるように消えていった。

「なんだ元シスター？」

　今ようやく気づいたのか、エルザが横顔を向けてきた。

「邪魔するなら貴様から血祭りにしてやる」

「違います違います!?
 」

「では何だ」

「あ、あの……ご飯……って呼びにきたんですが……ご迷惑でしたでしょうか」

　取っ組み合いや模擬戦ではない。

　実戦。人間と怪異エネミー

 の死闘そのものだった。まさか今こんな時に、とうとう二人の間で決闘が始まってしまったのだろうか。

　と思いきや。

「食事か！　なんだ、それを早く言え」

　エルザがぱっと表情を明るくした。

「ノア、朝の殺し合い
 はここまでだ。続きは昼にしよう」

「今日はこれで終しま

 いだ。食事がすんだら移動、北アルトリア代行者連盟リーグ

 に報告がある」

　銃をホルダーにしまうノア。

　今の今まで殺意をこめて戦っていたはずのエルザに無防備な背を向けて、先に拠点セーフハウス

 の玄関へと歩きだす。

「早かったな」

「はい？」

「食事の準備」

「え、ええ。教会では食事を作るのも修行の一環なので……」

　割れ砕けた足下のガラスを見下ろして、おそるおそるシルヴィは頷うなず

 いた。あと少し狙いがずれていれば流れ弾を自分が受けていたかもしれない。

「……死ぬかと思いました」

「問題ない。その前に俺がエルザあいつ

 を消滅させる」

「そういう問題じゃないです!?
 」

　はたと我に返って背後を盗み見る。

　並んで歩くノアとエルザ。今のノアの発言だって聞こえていたはず。なのに彼女はそれを気にする様子が皆無なのだ。

　……「あの子嫌い」って陰口されるだけでも人間は十分傷つくのに。

　……それが「消滅させる」だなんて言われたら。

　決闘に発展してもおかしくない。

　なのになぜ、こうも平気な顔をしてノアと共にいられるのか。

「元シスター」

　ひんやりと冷たい手がシルヴィのうなじを撫でる。

「ひゃっ？……
 つ、冷っ！」

「なるほどな」

　一方のエルザは、再びいつもの悪意めいた笑みを浮かべて。

「知っているか元シスター。強大な怪異エネミー

 は、触れた人間の心情を読みとる力がある。私ほどになれば読心術に近い域まで分析できる」

「……え」

「これが私たちの訓練にちじよう

 だ。私はノアを最強の代行者ハンター

 にするため一人の敵として扱う。ノアは私から義妹ミラ

 の身体を取り戻すため、本気で私を滅する気で挑んでくる」

　黒ずくめの代行者ハンター

 は無反応。

　そんな彼を楽しげに見上げるエルザが、ふっと肩をすくめてみせた。

「それがもっとも早い。怪異エネミー

 を滅する最強の代行者ハンター

 になるために。そうなってもらわねば私の憑依契約は成就しない」

「俺からすれば、さっさとお前が倒されてくれるのが一番手っとり早い」

「できないことは言わない方が身のためだぞ」

　代行者ハンター

 ノア・イースヴェルトの強さと自信の根源。

　それは聖素四重結合による強力な聖素の加護ではなかった。

　史上最強の大敵アークエネミー

 と毎日死闘をくり広げている、その誰にも真似まね

 できない過酷な鍛錬によって培われてきたものだったのだ。

　……だけど不思議。

　……そんなに憎しみ合ってるはずの二人なのに。

　並んで歩くその後ろ姿は。

　互いに憎まれ口を叩たた

 きながらも結局は仲のいい兄妹、そんな関係に見えてしまうのは、シルヴィの勝手な思いこみだろうか。

「おぉ？　確かに普段とは違うメニューばかりだな」

　テーブルに並ぶ朝食を見て、エルザが興味深そうに眉をつりあげた。

「ノアが作るのはいつもパンと目玉焼きフライドエツグ

 だから。こうして変化があるのは歓迎だ」

「お口に合うといいんですが……」

　最大の不安がエルザだ。

　身体が人間であるとはいえ中身は怪異エネミー

 。そもそも怪異エネミー

 が人間の食事を口にできるのだろうか。味覚は人間と比べてどうなのだろう。

　味を思いきり濃く？　いや逆に薄味にして反応を確かめるべき？

　悩みつつも、最終的には普段どおりの味付けにしてしまった。

「しかし見慣れぬ食パンだな。甘くて柔らかいぞ？」

「そ……それはパンケーキです。甘めに味をつけていますけど、生クリームも添えてみました。まだ足りなければ蜂蜜をつけてもらえれば！」

「この色と柔らかさは、腐っているわけではないのだな？」

「もちろん」

「どれ」

　審査会コンペテイシヨン

 の役員さながらの顔つきで、パンケーキを口にするエルザ。鼻先を近づけて何度か匂いを確かめて。小さく切り分けた後にフォークで口元へと運んでいく。

「…………
 」

「どうでしょう」

「……元シスター」

「は、はい！」

　四角の木製テーブルを挟んで座る白髪の少女が、真っ赤な瞳をまっすぐシルヴィへと向けてきた。

「貴様っ！」

　エルザが両手でテーブルを叩いて立ち上がる。

「よくもこんなものを──」

「あああっ、ごめんなさいごめんなさい！　お口に合わなかったらごめんなさい！」

「やるではないか」

「……へ？」

「上出来だ。これは美味おい

 しいな」

　何事もなかったかのように彼女が着席。

　おそらくは滅めつ
 多た

 に見せないであろう上機嫌な表情で、早くも二口目に。

「パンケーキといったな。甘くてふわっと焼き上がっている。油で焼いているにもかかわらず、後味が軽いだと？　この爽やかな酸味の正体は……」

「リンゴジュースです。牛乳を加える時に隠し味にすると、とっても匂いがよくなって口当たりも軽くなるから」

「この燻製肉ベーコン

 もだな」

　エルザの隣に座るノアが、燻製肉ベーコン

 を口にして不思議そうに瞬まばた

 き。

「ただ切って焼いたわけでもなさそうだ」

「はい。チーズがあったので、それを粉末状にして香辛料と一緒に振りかけてみました。味の変化が出るかなって。燻製肉ベーコン

 とチーズは相性がいいんです」

「意外だな。教会のシスターが料理上手とは」

　わずかに感心した様子のノア。

「グレゴリオ聖教のシスターは、今も質素倹約を美徳としているはずだがな」

「もちろんそうですけど……年に一回の収穫祭の時期は、教会主導で盛大にお祭りをしますから。料理も覚えていくんです」

「なるほど。それで、わざわざドレッシングも即席で作ったわけか」

　生野菜のサラダを口にするノア。

　一口食べてから小さく頷く仕草。そのまま二口目も食べてくれる姿に、シルヴィは内心胸をなで下ろしていた。

　……よかった。

　……美味しくないっていうわけじゃないみたい。

　そもそも自分はノアの弟子でも助手でもなく、料理当番として同行を許された身だ。これで役に立てなければすぐにでも放りだされてしまいかねない。

「む、ノア貴様？」

　自分のパンケーキを食べ終えたエルザが、隣のノアを凝視する。正確には彼の食器の上で丸々残っているパンケーキに狙いを定めて。

「食べないのなら私がもらおう……って、あぁ!?
 」

　エルザの突きだしたフォークに対し、ノアが瞬時に差しだしたのは生野菜のたっぷり入ったサラダボウルだった。

　フォークが射貫いたのはパンケーキではなく、新鮮なトマト。

「私のフォークがトマトを!?
 」

「野菜を食え」

　自らも玉たま
 葱ねぎ

 の輪切りを口にしながら、ノア。

「人間の身体には野菜が必要だ」

「だが野菜は昨日も食べたぞ？」

「毎日だ。そして一度フォークで取ったのなら、責任をとって食べきるべきだ」

「うぅ……」

　誤って突き刺してしまったトマトを恨めしそうに見つめる怪異エネミー

 の少女。いまだ躊ちゆう
 躇ちよ

 している様子に、ノアがぼそりと。

「それとも怖いのか」

「なに？」

「史上最凶の大敵アークエネミー

 エルザリーシャともあろうものが野菜一つを恐れるとは、落ちぶれたものだな」

　見えすいた挑発。

　そのはずが、挑発された側の大敵アークエネミー

 には己の沽こ
 券けん

 に関わる問題だったらしい。椅子から跳ねる勢いで立ち上がり、少女は必死の形相で宣言した。

「だ、誰がトマトごとき恐れるものか。見ていろノア！」

　トマトを勢いよく口の中へと放りこむエルザ。

　さらにティーカップを手にとって、甘いミルクティーを思いきり口に含んで強引に野菜を飲み下す。

「あぁ、口の中に野菜の青臭さが……」

　ぐったりした様子でエルザが着席する。

　一方で、隣に座るノアはと言えば相方のそんな騒がしい様子を微み
 塵じん

 も気にした風がない。飽きるほどくり返した日常。そんな様子だ。

　……ふしぎ。

　……さっきまで本気で殺し合いをしていた仲のはずなのに。

　戦う時は代行者ハンター

 と大敵アークエネミー

 で。

　暮らしている時はまるで本物の兄妹のよう。

　そしてそれは、エルザという白髪の少女の気質によるものかもしれない。

　かつて人類を窮地に陥れた最凶の大敵アークエネミー

 でありながら、盛りつけられたサラダを前にして肩を落とす仕草や、ムキになってノアと口論する子供っぽい感情。

　まさしく人間そのものではないか。

　……人間の身体に宿った大敵アークエネミー

 の精神が。

　……義妹ミラ

 さんの肉体に影響されて人間に近づいている？

　だから彼ノア

 当人も、エルザに対して残酷になりきれない。

　そんな気がした。

　と。そうしたシルヴィの心境を知ってか知らずか、食後の珈琲を口にしていたノアが、手元のカップを受け皿ソーサー

 に戻して。

「エルザ、さっき『午後の戦いは無し』と言ったのは取り消す」

「ん。もう一勝負するか？」

「俺じゃない、シルヴィとだ。こいつに怪異エネミー

 との戦い方を叩きこめ」

「は？　待て待てノア」

　呆あき

 れたまなざしでノアを見上げる白の少女。

「どういうことだノア。なぜ私がそんな面倒事に腰を上げる必要がある？　貴様との関係は憑依契約のためだとしても、この元シスターにそんな義理はない」

「シルヴィが死んだら大変だろう」

「なぜだ？」

「パンケーキが食べられなくなるぞ」

「……一理ある」

　悩ましげにエルザが腕組み。

「だがお前はどうだ元シスター。私に挑むからには相応の決意ができているだろうな」

「えっ!?
 　あ、あの」

　あまりに忽こつ
 然ぜん

 と沸いた話の展開に追いつけず、シルヴィは目を瞬しばた

 かせた。

「挑むって……」

「言葉通りの意味だ」

　エルザにかわって答えたのはノア。

「こいつは正真正銘の大敵アークエネミー

 だ。伝承では吸血鬼ヴアンパイア

 とも言われているが、俺の調べたかぎり吸血鬼とも少し違う。聖教に記された『霊魂アニマ

 』に限りなく近い。当然、怪異エネミー

 だから人間に戦い方を教える術すべ

 など知らない。こいつにできるのは人間に襲いかかることだけ。抵抗しなければエルザの魔素にすべての生気を奪われる」

「死んじゃいますってば!?
 」

「それが怪異エネミー

 と戦うということだ」

　淡々と答える口調でありながら、彼の声音には白刃にも似た鋭さが込められていた。

「常に死に物狂いで戦え。戦えないのなら尻尾を巻いて逃げろ」

「…………
 」

「勘違いするな。逃走を馬鹿にしているんじゃない、勝てない怪異エネミー

 と出会ったら全力で逃げろと言っている。俺も最初はそうだった」

「……ノアさんがですか？」

　怪異エネミー

 から逃走という選択。

　それは、目の前にいる彼には最も似つかぬ行動に思えた。なにより彼の代行者ハンター

 としての立場がそれを許さないと。

「生き残れば『引き分け』だ。相手がどれだけ強い怪異エネミー

 であってもな」

　ノアの横目が、隣に座る白髪の少女を一瞬見やった。

　その肩にぽんと手を乗せて。

「エルザから逃げきれるようになれば、お前はどんな怪異エネミー

 が相手でも逃げきれるようになる。この意味がわかるか？」

「ええと……」

「お前はどんな怪異エネミー

 にも負けない。そういうことだ。なにせ引き分けだからな」

　その言葉にはふしぎな言霊ちから

 があった。

　俺の相棒こそが最凶の大敵アークエネミー

 であるというエルザへの奇妙な信頼感。裏を返せば、それほどの怪物と毎日死闘をくり広げているからこそ、どんな怪異エネミー

 も恐るるに足りないという代行者ノア

 の矜きよう
 恃じ

 が覗うかが

 えた。

「怪異エネミー

 と戦う訓練は、勝てないと思ったら逃げる訓練でもある」

「……もし逃げそびれたら？」

「明日からパンケーキの作れない身体になる」

「怖すぎですっ!?
 　その間接的な言い回しのせいで余計に怖いですってば！」

　座っていた椅子ごとシルヴィは跳び退の

 いた。

　一方のノアはそんな反応などお構いなしに。

「俺の銃の整備が終わるまでだ、一時間もかからない。終わり次第、出発する」

「大敵ゼルネツツア

 の追跡ですか？」

「そうだ。まずは手始めに北アルトリア王国に向かう。俺の所属する代行者連盟リーグ

 があるから今回の報告と、情報の収集にな」
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　北アルトリア王国。

　世界でも有数の「反・怪異エネミー

 」国家である。

　大接触と呼ばれる怪異エネミー

 の発生以来、世界中の国家君主を統率して怪異エネミー

 に対し徹底抗戦を続けてきた。

　世界でもいち早く代行者連盟リーグ

 と呼ばれる組織を創設し、怪異エネミー

 討伐の専門家である代行者ハンター

 の地位向上に力を入れている。

　その方針は怪異エネミー

 の殲せん
 滅めつ

 。

　すなわち怪異エネミー

 から身を守る「撃退」ではなく、怪異エネミー

 を見つけて滅ぼすという果敢な姿勢である。ノア・イースヴェルトもまた、その姿勢に賛同して北アルトリア代行者連盟リーグ

 への所属を選択したという。

「なんて立派な市壁……」

　巨大な石材を積み上げて造られた厳かな防壁。

　初めて目にする規模の壁を見上げて、シルヴィは呆ぼう
 然ぜん

 とそう呟つぶや

 いた。

　石の奥行きは一メートルに達するだろう。シルヴィの体重など遙はる

 かに凌りよう
 駕が

 する重量の石が何千、いや何万と積まれて国家をぐるりと覆い囲んでいるのだ。

　それも凄すさ

 まじく整然と、正確に。

　石と石の繋つな

 ぎ目め

 も丁寧に固められ、剃刀かみそり

 一枚通る隙間もない。

「何百年と怪異エネミー

 と戦い続けてきた国の生命線だ。五十年前の屍鬼グール

 の大襲撃も、この防壁のおかげで耐えぬいたと言われてる」

　こつん、と石壁に拳をぶつけるノア。

「だが怪異エネミー

 の厄介な点は学習能力だ。力ずくの突破が無理でも、人間に紛まぎ

 れて国家に侵入しようとする奴は後を絶たない。人狼ワーウルフ

 や吸血鬼ヴアンパイア

 がその典型例だな。この国の歴代君主は、いつも怪異エネミー

 から奇襲を受ける危険と戦っていた。その護衛役としても代行者ハンター

 が一役買っていたわけだ」

「……勉強になります」

　教会では学ばなかった代行者ハンター

 の一面である。

　グレゴリオ聖教の聖都から、この北アルトリア王国までは多少の距離がある。

　聖都に応援を要請しても到着までに一週間前後。それが怪異エネミー

 への対応としてあまりに遅すぎることは、トスカリア自治区でシルヴィ自身が痛感したことだ。

　……だから自分たちで強くなるしかなかったのね。

　……膨大な時間をかけて市壁を築いて、代行者ハンター

 を奨励して。

「教会章バツチ

 を出しておけ」

　市壁に並ぶ民衆を顎で指ししめすノア。

　入国管理制度として代行者ハンター

 であれば代行者証ライセンス

 、聖教関係者であれば所属する教会ごとに発行される教会章バツチ

 の確認がなされる。

　目的は「人間」確認。

　吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラもそうだが、一見ただの少女が実は危険極まりない怪異エネミー

 であるという事例は少なくない。

「入国審査員の問いは俺がすべて答える。頷くだけでいい」

「は、はい！」

　懐中から取りだした教会章バツチ

 を握りしめ、シルヴィはノアとともに市壁の中央門へと歩いていった。





　北アルトリア王国・商業区──

　アルトリア城を中心として発達した一大繁華街である。商業はもちろんのこと、怪異エネミー

 に対抗するための武器製造を担う工房が多いことで知られている。

　こうして大通りを歩いていても、肩に小銃を掛けた代行者ハンター

 の姿がちらほらと。

　一方でグレゴリオ聖教のシスターや神父を見かけることが少ないというのも、この王国の特徴かもしれない。

「ノアさんは、やっぱり凄すご

 いんですね……」

「どうしたいきなり」

「だってさっきの入国審査でも、ノアさんだけはほとんど無審査だったから」

　代行者証ライセンス

 の提示を求められなかったのは、シルヴィが観察するかぎりはノアただ一人だ。正確にはその連れであるエルザもだが。

「顔なじみだからな。この国の審査官とは」

「エルザさんは」

「こいつは俺の義妹で通せる。住民データ上は俺と家族なわけだからな。とにかく無言を貫けばボロは出ない」

　隣を歩くエルザを見下ろすノア。

　そうなのだ。この王国の市壁を前にしてから今の今まで、エルザはずっと無言を貫いている。拠点セーフハウス

 であれほど奔放にしていた時と比べれば別人のよう。

「昔は一苦労だった。町に入るたびに暴れようとしたからな。頭の悪い飼い犬をしつけする心境だ」

「そ、そうですか……」

「誰が飼い犬だ」

　と。思いだしたかのようにエルザが声を発した。

「今はまだ人間どもに私の正体を知られるわけにはいかない。それだけだ」

「俺もその方が気楽でいい」

　足早に進んでいくノア。

　商店街の交差点に出たところで、彼が顔を向けて小さく頷いた。何かと思えばその先で、二人組らしき男女の代行者ハンター

 がこちらに向けて手を振ってきていたらしい。

「ノアの旧知の代行者ハンター

 だ。この国に来るとそこら中の代行者ハンター

 がノアを見かけて寄ってくる。面倒くさい……」

　単調な声音でエルザが溜ため
 息いき

 。

「私は片っ端から無視しろと言っているのに」

「これも業務だ」

　さらに男の代行者ハンター

 へと軽く手を上げて挨拶するノア。

　……少し意外。

　……ノアさんも、普通の代行者ハンター

 っぽいところがあるんだ？

　なにしろ三体もの大敵アークエネミー

 を撃破した英雄だ。

　それを讃たた

 え、北アルトリア代行者連盟リーグ

 では最高階級『Ａ』を越える『ＸＡ』の特別階級を与えられている。

　そんな彼に憧れる者、あるいは彼に媚こ

 びへつらう者は少なくないだろうが、そうした代行者ハンター

 一人一人に、簡素ではありながらもノアは律儀に挨拶を返していた。

　これが聖教でいうならば。

　最高権威である教皇アレクサンドロが、町に出てシルヴィのようなシスター一人一人と挨拶を交わすようなものだろうか。なお、そんなことは聖都がひっくり返ってもありえないと断言できる。

「マメなんですね」

「怪異エネミー

 の情報が要る。そのために同業者との交流は必要不可欠だ。そうでなければこんな面倒なことはしないんだが」

「そ、そうですか……」

　怪異エネミー

 を追いつめるためには嫌々ながらも親睦さえ徹底する。

　ある意味、この上なく彼ノア

 らしい動機かもしれない。

「む」

　歩くエルザが顔をしかめた。

　大勢の人間を前にしてもともと不機嫌だった顔つきが、もはや怨敵を睨にら

 むような眼まな
 差ざ

 しへと豹ひよう
 変へん

 する。

「代行者ハンター

 の本拠地だ」

　アルトリア城の城壁が見えてきた大通り。

　商業区としては奥まった場所にあたる一角に、その建造物は厳かに聳そび

 え立た

 っていた。

　歴史を感じさせる町並みの中では比較的新しい設計だろう。三角屋根の家屋にまじって、この建物だけは五階建ての円形のデザインになっている。

　四方がガラスの壁面になっており、建物の内側から商業区が一望できる。

「北アルトリア代行者連盟リーグ

 本部。俺の所属先だ」

　円形の建物へとノアが近づいていく。

「聖教のシスターだったお前には馴な
 染じ

 みが薄いだろうが、北アルトリア代行者連盟リーグ

 は以前から怪異エネミー

 への徹底抗戦を掲げている。要は、怪異エネミー

 に攻めこまれる前にこっちが怪異エネミー

 を攻めたててやるという思想だ。俺を含め、加入してるのはそんな血の気の多い代行者ハンター

 ばかりだな」

「ふん。見ていろ、私が復活したら真っ先に潰してやる……」

「き、聞こえますってば!?
 」

　エルザが忌々しげに見上げていた理由も納得だ。

「ノアさんはよく来るんですか」

「二月に一度。定期報告だけなら半年に一度でいいんだが、偉大なる出資者スポンサー

 が心配性でな。お前はどこを彷徨さまよ

 ってるか予想がつかないから、生存報告がてらに顔を見せろと言われてる」

「出資者スポンサー

 ？　依頼人ではなく、ですか？」

　代行者ハンター

 は、怪異エネミー

 討伐を請け負う者である。

　都市や村からの依頼であったり、一個人の富豪に傭よう
 兵へい

 として雇われる場合もある。どちらも呼称は依頼人であり、出資者スポンサー

 という表現はあまり馴染みがない。

「行くぞ」

　北アルトリア代行者連盟リーグ

 の正面をノアが素通り。

　他の代行者ハンター

 たちが出入りする姿を後しり
 目め

 に、建物に背を向けて大通りをさらに進んでいってしまう。

「あ、あれ……本部ここですよね」

「そうだ」

「ここに用があるんじゃ？」

「用はない。言ったとおりだ。俺が顔を出す先は出資者スポンサー

 だと」

　並んで歩くエルザも、こちらは最初から承知済みと言わんばかりにノアについていっている。

「出資者スポンサー

 って」

「もう見えてる。あの建物だ」

　肩で風を切るようにして進んでいく黒ずくめの代行者ハンター

 。彼の靴先はひたすらに前方。すなわち北アルトリア王国の城へと向いていた。

「そっちって……お城しかないと思うんですが」

「その城に用がある」

　教会で初めて見た彼と同じ気け
 怠だる

 げな表情。

　その瞳に映す感情の正体が「面倒くさい」ではなく、「こんな場所は俺には似合わない」であったことをシルヴィは知った。

「現女王ヴィクトリア十九世、俺の出資者スポンサー

 だ」
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　光さす通路みち

 。

　大きな楕だ
 円えん
 形けい

 のステンドグラスを伝わる光が、臙えん
 脂じ
 色いろ

 の絨毯を淡く映しだす。

　多くの民衆が見学のための一般通路を歩くのに対し、ノアに連れられてシルヴィが歩いているのは城の関係者だけが通れる通路である。

　この国で彼を知らぬ者はない。

　入国審査の時からシルヴィもそう理解していたつもりではいたが──

　城の扉を塞いでいた兵士たちがノアを見るなり恭しく頭を下げて、何も言わぬうちから左右に退く姿を見たときには、流石さすが

 にシルヴィも我が目を疑った。

「ノアさんってもしや王家の人なんですか？」

「どうしてそう思う」

「だってお城の人たちが何も言わないで通してくれるから……あんなの、この国の王家でないと無いですよ」

「どいつもこいつも顔なじみだ」

　広い通路の中央を我が物顔で進んでいく。

　途中で王家の使用人や近この
 衛え
 兵へい

 たちと何人も出会うのだが、そのたびに彼らがノアの顔を見て嬉うれ

 しそうに顔をほころばせていた。

　……まるで。

　……すごく懐かしい人の帰りを待っていたみたいな反応かも。

　あるいは英雄の帰還。

　いずれにせよトスカリア自治区で自分シルヴイ

 や姉カタリナ

 が取ってしまった対応と比べれば、天と地ほどの差であることは間違いない。

「二年前。ヴィクトリア十九世が女王に即位して数か月だったか。ある厄介な怪異エネミー

 が国を狙った時があった。その時に女王含め城の連中を片っ端から救出した。俺がいなかったら国が滅んでいた。それだけだ」

「大事件じゃないですか!?
 」

「声が大きい」

「だ、だって……」

　明日の朝食はハムエッグが良い。喩たと

 えるなら、それくらい暢気な口調だろうか。

　北アルトリア滅亡の危機となれば怪異エネミー

 の襲撃でも史上有数のもののはず。

　間違っても「それだけだ」で済む話ではない。

「わ、わたしそんな事件聞いたことないですよ！　そこまで大事なら聖教にだって伝わってるはずなのに！」

「そういう
 怪異エネミー

 が相手だったからだ
 」

　螺ら
 旋せん

 階段にさしかかる。

　城の二階へと通じる螺旋の道を上りながら、ノア。

「その時の話は気が向いたらな。着くぞ。女王への挨拶を忘れるな」

　扉を開ける。

　──眩しい。

　硝がら
 子す

 のドームを通じて届く日射しに目を灼や

 かれ、シルヴィはまぶたを閉じた。強烈な光のなかゆっくり目を開けて。

「あら、突然ねノア」

　シルヴィのすぐ正面に、悠然とこちらを見下ろす女王の姿があった。

　絢けん
 爛らん

 たる黄金色の玉座。

　真紅の座部に深く腰かけながらも、上体は前のめり。突然に現れた自分たちを面白そうに女王が見つめていた。

「珍しいわ。ノアに義妹エルザ

 以外の連れがいるなんて」

　北アルトリア王国女王・ヴィクトリア十九世。

　淡い白銀色の長髪に端整な相貌。

　細かな装飾に彩られたドレスが、彼女のすらりとした長身によく似合う。

　……すごく綺き
 麗れい

 な女性ひと

 。

　……それにこんな若かったなんて。

　ノアの名を呼ぶ女王は、シルヴィが目を疑うほどに若かった。

　うら若き淑女。年齢はせいぜい二十代前半だろうか。

　化粧による若作りかとも思ってしまったが、謁見の間に響きわたる声は見た目どおりの若さと生気に満ちあふれている。

「あなた、いつから弟子なんて取るようになったの？」

「弟子じゃない」

「じゃあ助手？」

「助手でもない」

　一拍あけて、ノアが小さく肩をすくめてみせた。

「料理当番だ」

「ふぅん？　でも妬や

 けちゃうわね。私という者がありながら。そんな可愛かわい

 い子を連れてるのは、あてつけかしら？」

　前のめりから前まえ
 屈かが

 みへ。

　胸元の開いたドレスから豊満な胸の谷間を見せつけるように。彼女の麗しき美貌も相まって、世の男性なら思わず意識してしまう色香だろう。

「ねえノア？」

　頬をわずかに赤らめながら、ヴィクトリア十九世。

　意中の相手を色仕掛けで無理やり誘惑しようとしている。そんな雰囲気を醸しだす彼女に対し──

「トスカリア自治区。例の教会の証人
 、だ」

「…………
 」

　玉座に腰かける女性が、はたと息を呑む。

「俺が送った電報は？」

「受け取ってるわ。大敵アークエネミー

 ゼルネッツァを取り逃したのは惜しいけれど、トスカリア自治区の危機を食い止めることができて何よりよ」

　女王がバツの悪そうな表情で咳せき
 払ばら

 い。

「ごめんなさい。久しぶりに友人が帰ってきてくれたから柄にもなく浮かれてしまったわ。聖教の教会で被害を受けたシスターは、あなたね？」

「は、はい！　シルヴィと申します！」

　その場でぴんと背筋を正す。

　ふと浮かんだ疑問だが、いきなり謁見の間に入ってしまって良かったのだろうか。この扉の外では、謁見を待つ民衆が順番待ちをしているはずなのに。

「今日はあなたたちで貸しきりよ」

　目を泳がせるシルヴィの疑問を察したのか、ヴィクトリア十九世が部屋の奥を指さした。

　謁見の間。

　その正面扉の内側には閂かんぬき

 がかかっている。

「もともと今日は謁見の日じゃないから。私だってさっきまで書斎で執務の途中だったの。ノア、来る時には前もって連絡を寄こしたらどう？」

「今朝送ったはずだが」

「それは送ったうちには入らないわ。私のスケジュールを考慮してほしいわね」

　ふう、と大げさなそぶりで女王が首をふってみせる。

「だから安心して。この場は私と、そして十年来付き従ってる家臣と兵ばかりよ。ここで話すことが外に漏れることはないわ。たとえば──」

「……わたしの姉が大敵アークエネミー

 に襲われて怪異エネミー

 化したことも、ですか」

「ええ」

　真剣極まりない声音。

　憐あわ

 れみの感情などない。女王が言葉にこめるものは、そうした悲哀をも乗り越えて前に進もうとする決然とした意思だった。

「辛つら

 かったでしょう。でも我が国にあなたの苦痛を慰める者はいない。我が国にいるのは、その苦痛を二度とくり返さないために戦うと誓う者だけよ」

「……大丈夫です。姉なら治療も上手うま

 くいくと信じてますから」

　ドレスの裾の端を固く握りしめ、シルヴィは北アルトリア女王へと頷き返した。

「わたしも女王陛下の仰おつしや

 るとおりだと思います。だからノアさんについていきたくて」

「弟子入りしたわけね」

「料理当番です……」

「ノアは弟子取らないって頑固なのよね」

　くすり、と女王の表情がやわらいだ。

「二年前にも面白いことがあったわ。私がノアと会った時に──」

「世間話をしにきたわけじゃない」

「……失礼ね。これも大事な情報交換なのに」

　おどけた口調。

　けれどそんな空気もすぐに消し去って、この国を束ねる女性が背筋を正した。

「本題に移りましょう。ノア、あなたの意向としては大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａの追跡を続けたいと？」

「当然だ」

「逃走先は調べがついているのかしら？」

「エルザの嗅覚を信じるなら──」

　隣に立つ白の少女を見下ろす代行者ハンター

 。

「南アルトリア」

「……よく知ってるわ。この国のすぐ南だもん。私の遠い親戚が治めてるわけだし」

「今すぐ先方に連絡を取ってほしい。俺が現地に着いてから王家に説明するのは時間の無駄だ。大敵アークエネミー

 を相手に時間を与えれば国が滅びる」

「ええ、それも二年前によくわかったわ」

　苦々しく女王が口にする。

「連絡は私からしておきましょう。南アルトリア王国の血筋はウィンザー家。ヴィクトリア家の遠い親戚筋だから。……もっとも薄々と嫌な予感はしていたけれど」

「というと？」

「まさに昨日、代行者ハンター

 の派遣要請があったわ。その南アルトリア王国の近衛部隊からね。立て続けに今朝、あなたが報告にやってくるという連絡があった。これで不穏に感じない方がどうかしてるでしょう」

「要請の理由次第だな」

「王国の城内で怪異エネミー

 が目撃された。そう報告を受けているわ」

「城内で？　南アルトリアの王宮でか」

　ノアが沈黙する。

　腕組みの姿勢になり、その視線をガラスのドームへ。

「吸血鬼ヴアンパイア

 ゼルネッツァは、吸血対象を怪異エネミー

 に変貌させる。王家の一族が犠牲になったとなれば南アルトリアの政治が崩壊するぞ。その話、代行者連盟リーグ

 には？」

「昨日のうちに伝えてあるわ。昨夜、代行者ハンター

 の第一陣が南アルトリアに向かったはずよ。ただ……」

　深々と息をつくヴィクトリア十九世。

　鉄の意志を持ちながらも、その実態は、まだ齢よわい

 二十代にいたったばかりのか弱き女性であるのだと。そう感じさせる儚はかな

 いまなざしで。

「ノア、あなたが来てくれて良かったわ」

「まだ間に合うと決まったわけじゃない」

「ええ。だから間に合わせて。王を守ってほしいの。……私の立場で言うことじゃないけれど、国の元首が怪異エネミー

 に敗れたとなれば国民は恐怖に呑まれるわ」

「輸送車の手配は？」

「城の裏口に待機させてるわ。十人乗りの王宮装甲車を一台。寝台つきだから車の中で休んでいれば明日の朝には入国管理所に着いてるはずよ」

「用意のいいことだ」

　黒ずくめの代行者ハンター

 がふり返った。

　シルヴィとエルザに頷き、先導するかたちで螺旋階段の方へと足早に去っていく。

「行くぞ」

「は、はい！　失礼します女王様！」

　ヴィクトリア十九世に一度大きく頭を下げて、シルヴィもまた後を追いかけた。

　別れ際──

　手を振って見送る女王の気丈な笑みに背中を押されて。
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「わぁ」

　磨きあげられた黒塗りの王宮装甲車。

　シルヴィがドアを開けたそこには、高級ホテルのラウンジさながらの豪ごう
 奢しや

 な景観が広がっていた。

　天井には煌きら

 びやかな照明が瞬き、足下には高級絨毯。

　革張りのソファーは腰かける者の身体を包みこむように柔らかい。

　座席の奥にはワインバーが用意され、シルヴィが全財産を出しても買えないような高級酒が酒棚を埋めつくしている。

「ああ女神イリア様、これは違うのです。わたしはこのような贅ぜい
 沢たく

 に身を浸すつもりはなくて、ただ南アルトリアの危機を防ぎたくてこの車に乗るのです。いわば仕方なく。やむを得ない事情ゆえなのです。どうかお許しを……」

　豪奢なソファーに身体を沈める。

　教会にある古い木製椅子とは座り心地が雲泥の差。教会の椅子と比べれば、このソファーはまるで天使の翼に包まれているように柔らかい。

　座るだけで全身の力が抜けて、心地よい睡魔に襲われていくようではないか。

「……あぁ幸せ」

「堕お

 ちたな元シスター」

「お、堕ちたとは何ですか！　わたしは堕ちてなんかいませんもん、その場の環境に順応してるだけです！」

「表情が蕩とろ

 けきっていたぞ？」

　一つ離れたソファーに背を預けているのはエルザだ。

　こちらは妙に慣れた様子で、既にワインバーの片隅からノンアルコールのジュースをもってきてグラスに注いでいる。

「まったく浅ましく欲深い。そして図ずう
 々ずう

 しい。……そう、図々しいといえばあの女も。だからこの国にいるのは嫌なんだ」

「あの女？」

「さっきの女王に決まっている。ヴィクなんたら十九世」

　グラスを呷あお

 るエルザ。

　ジュースの水気で唇を湿らして、怪異エネミー

 の少女は恨み混じりの口調で先を続けた。

「私に断りなくノアと喋しやべ

 りすぎではないか」

「……はい？」

「奴と私ほど深い絆きずな

 はない。十一年前に私がこの身体に憑依して以来、奴とは常に一緒にいた。怪異エネミー

 を追うときも世界の辺境を旅する時もだ。私がこの身体に憑依した時から、私たちは共にいることを運命づけられた」

「…………
 」

　ノア・イースヴェルトを語る大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。

　儚くも熱っぽいその姿は、自慢の恋人を語る思春期の少女そのものに見えた。

「それを何だ、あの女は！　たまたま二年前にノアに救出されて以来、勝手に好いたのか知らんが隙あらば色目使いでノアに迫ろうとする。まったく救いようのない泥棒猫だ……ずかずかと私とノアの間に入ってこようとして」

　ほのかに紅潮した頬。

　興奮に駆られた早口でまくしたてたことで落ちついたのか、空になったグラスに再びジュースをつぎ始める。

　そんな彼女の横顔を前に、シルヴィは恐る恐る声をかけた。

「エルザさんは、ノアさんとどういう関係なんですか」

「は？　宿敵関係以外に何がある。私は奴の義妹の肉体を乗っ取った張本人で、奴は大敵アークエネミー

 を殲滅する代行者ハンター

 なんだから」

「そ、それはそうだと思うけど……ええと……」

「恋人とでも？」

　にやりと、悪意たっぷりに口の端を吊つ

 り上あ

 げて怪異エネミー

 が嗤わら

 った。お前の考えなど最初からお見通しだと言わんばかりの口調だ。

「人間は、雄と雌とが近づくとすぐにソレばかり妄想する習性があるらしいからな。その通りだろう？」

「……その通りです」

　否定しても仕方ない。

　白旗を揚げるつもりでシルヴィは素直に手を上げた。

「だってそう見えちゃったんですもの……」

「怪異エネミー

 の私にも正直を貫いたのは評価してやる。だが思考がまだ『人間寄り』だ。私と奴の関係は、そんな安易な人間心理で語れるものではない」

　空になったグラス。

　それが、エルザの掌てのひら

 から生まれた魔素によって握りつぶされた。粉々に割れるのではなく、粘土細工でもこねるように奇怪な形へと変貌していく。

「心を怪異エネミー

 にしろ」

「え？」

「怪異エネミー

 の心を理解せずに怪異エネミー

 を追いつめることなどできない。人間の理性と復ふく
 讐しゆう
 心しん

 でもって戦おうとするから裏をかかれる」

　聖教では絶対に教わらないこと。

　ヴィクトリア十九世への恨うら

 み辛つら

 みのはずが、いつしか自分シルヴイ

 への助言になっていた。

　……でも本当にそのとおりかもしれない。

　……そんなこと考えもしなかった。

　だが良いのだろうか。ノアはともかく、自分シルヴイ

 は無理やり同行を願いでただけの人間だ。大敵アークエネミー

 エルザリーシャにとっては滅ぼすべき獲物のはずなのに、そんな相手にわざわざ助言を与えるなどと。

「早々と死なれてパンケーキが食べられなくなるのは困る」

　ビー玉ほどに圧縮された「グラスだったもの」を床に放り投げるエルザ。

「そして一つ言っておく。私は人間が大嫌いだが、同じくらい怪異エネミー

 が大嫌いだ」

「……どうしてですか？」

「怪異エネミー

 によっては種族で集団行動するものがいるし、異種族同士であっても人間を襲うにあたって結託した事例もある。しかし私は違う。私は一族一個体の怪異エネミー

 だ。生まれた時から人間も怪異エネミー

 も目障りで仕方なかった」

　『霊魂アニマ

 』エルザリーシャの伝説──

　四百年前に人間を滅ぼそうと聖都に侵入した大敵アークエネミー

 は、その侵攻にあたって目障りな怪異エネミー

 をも消滅させながら侵攻してきたという。

　すなわち人間と怪異エネミー

 の両方を
 滅ぼそうとしていたのだ。

「他の怪異エネミー

 に味方するくらいなら、お前に入れ知恵をする。人間も怪異エネミー

 も嫌いだが、私の朝食を作れるという利点の分だけ天てん
 秤びん

 がお前に傾くからな」

「…………
 」

「おやどうした？　そんな恨めしそうな表情。喜ぶべきところだぞ」

「……そんなこと言って。今朝方エルザさんのせいで危うく死にかけたわけですし」

　すり切れた脇腹や肩。

　今朝の特訓で破けた上着の箇所を見せて、シルヴィは深く溜息をついた。

　──シルヴィに怪異エネミー

 との戦い方を叩きこめ。

　事の発端はノアの提案おもいつき

 である。

　急きょ行われることになったエルザとの特訓だが、わずか一時間足らずの間にシルヴィは死線と呼ばれるものを数十回は潜くぐ

 り抜ぬ

 けるはめになった。

　いや、潜り損ねて何度か引っかかりかけたと言った方が適切かもしれない。

「おおアレか。よく逃げのびたな」

　エルザの全身から放出された魔素が、地面から這は

 い出で

 る無数の巨腕へと変貌。シルヴィを握りつぶそうと迫ってきたのだ。

「かつて目障りな魔獣ビースト

 の巣窟を破壊しつくした大規模破壊術だ。よもや元シスター程度が一時間逃げとおすとは」

「そんな術を人間一人に使わないでくださいってば!?
 」

「私も大人げないとは思ったのだが、なんだかんだで身軽に避けるお前を見ていたら、なんだか虐いじ

 めたくなってしまって」

「わたし本気で泣いてたんですからね！　魔素の手がすぐそこまで追ってきて、首筋に触れた時はもうおしまいかと……」

「私もおしまいかと思った」

「ばか────っ！
 」

　ぐすん、と涙をにじませながらシルヴィは目の前の大敵アークエネミー

 に吼ほ

 えた。

「だが機転は良かった。聖素をまとった拳で、私の魔素を殴り飛ばしたな」

「ええ、そりゃあもう必死でしたから！」

　髪の毛を掴つか

 んだ魔素の腕に向けて、肉体活性させた拳を死に物狂いで叩きつけたのだ。聖素による効果か、それとも単純な拳の破壊力ゆえか。

　魔素の触手が髪の毛を放した隙に、シルヴィは逃走することができたというわけだ。

「あれは少々驚いた。私の魔素を殴り飛ばした人間など久しぶりだ」

「……またそんな事いって。そうして油断させようとしたって騙だま

 されませんから！」

「いやこれは本心だ。ノアがお前を──」

　不意にエルザが押し黙る。

　彼女が視線を向けたのは王宮装甲車の扉。重厚な造りのドアが横にスライドし、黒ずくめの代行者ハンター

 が鞄を担いで入ってきた。

「あ、ノアさん。銃の整備が終わったんですか？」

「予定より時間を食った」

　物憂げな口調で返すノアが、シルヴィやエルザの対面にあたる席に腰かけて。

「いつもの銃工房が今日にかぎって混んでいた……ところで、ずいぶんと賑にぎ

 やかだったな。車外まで声が響いていた」

「あ。ご、ごめんなさい！」

「意外だ」

　とぼけた表情のノアが見つめる先は、白髪の少女だった。

「まさかお前が、俺以外の人間と長話とはな。よほどシルヴィが気に入ったか？」

「……気に入ってなどない」

「声を弾ませていたのに？」

「……覚えがないな」

　肝心の少女がそっけなくも顔を背けてしまった。

「元はといえば、ノア、お前がこんなに遅くなったのが悪い」

「そのぶん急がせればいい」

　ノアが、座席脇の通話機へ。

「俺だ。予定どおり発た

 つ。乗り心地は気にせず最速で南アルトリアに向かえ」

『こちら運転席。お任せください、乗り心地も保証しますよ』

　北アルトリアから南アルトリアを繋つな

 ぐ国道を走る。

　最低でも六時間の旅。日中から休まず走行したとしても、南アルトリアに着くのは夕方以降になるだろう。

　……日没までには到着しなくちゃいけないんだよね。

　……夜は、怪異エネミー

 の時間だから。

　いかに路面の整備された国道であろうとも、夜間の走行は危険とされる。

　怪異エネミー

 の中には車両も踏み潰す巨大種族や、それこそエルザのように膨大な魔素を操って車両をねじり潰すものがいる。昼間なら怪異エネミー

 の接近も察知しやすいが、夜間に怪異エネミー

 の接近を察知するのは至難の業だろう。

『出発します』

　駆動音。

　わずかな振動とともにタイヤが回転を開始。ゆっくりと動きだした車両が、北アルトリア城の門を通過して徐々に速度を上げていく。

　市壁に囲まれた都市が遠ざかっていき、窓ガラスに映る景色が荒涼とした平野となる。

「……飽きた」

　走りだして三十分にも満たないだろう。

　窓ガラスを通じて外の景色を見ていたエルザが、腕組みとともに呟いた。

「寝る」

「寝る前に、頭に叩きこんでおけ」

　エルザとシルヴィの膝元めがけてノアが放り投げたのは、一枚の地図だ。

「これ、南アルトリアの地図ですか？」

「そうだ。ただし市販の観光用じゃない。緊急避難用の政策資料だ」

　都市の町並みが路地裏一本一本まで精密に描かれている。

　観光用の都市マップと異なるのは、その精密な路面に、さらに二重の赤線で住民の避難経路が描かれていることだろう。

　それも何パターンも。

「南アルトリアにも都市を囲う市壁がある。入口となる入国管制塔は全部で四箇所。怪異エネミー

 が管制塔の防衛を突破して押し寄せてきた時は、侵入先によって住民も避難経路を変えることになっている」

「見覚えあります。トスカリア自治区も似たような体制を整えていましたから」

「三時間で全部覚えろ」

「全部って!?
 」

「都市の構造を覚えるだけでは不十分だ。騒乱時に民衆がどの経路を伝って逃げるかを完璧に把握しろ。把握した上で、そのルートは絶対に通るな」

「……逃げまどう人たちの波に巻きこまれるから？」

「聖教で学んだか」

「教会だと、ちょうどその逆を教えてもらっていたんです」

　民衆の避難を促すため、シスターは避難経路の要所要所で待機することが求められる。一方でノアの指示はまさしく逆だった。

　……そっか。わたしたちは代行者ハンター

 だから。

　……怪異エネミー

 を倒すことを優先しないといけないもの。

　民衆の避難には関与しない。その誘導は都市の自衛部隊に任せればいい。

「わかりました、頑張ります。南アルトリアにつくまでに覚えればいいんですよね！」

「違うな」

「あれ？」

「南アルトリアまで約六時間。俺が言ったのは『三時間で覚えろ』だ」

　六時間の旅路のうち三時間で地図の中身を覚えろというのがノアの指示。つまり差し引き三時間余る計算になる。だとすれば残りの時間は？

「……嫌な予感がしてきました」

「地図をひっくり返せ」

　地図の裏面。

　そこには南アルトリア王宮の構造が描かれた別の地図が印刷されていた。表の地図と同じく赤線で避難経路が描かれている。

「ヴィクトリア十九世の話は覚えているな。南アルトリア王国に出没した怪異エネミー

 は、既に王宮まで踏みこんでいる。手始めに王宮で怪異エネミー

 の痕跡を探す」

「は、はい」

「だから王宮の構造も全部覚えろ。これも三時間。到着までにちょうど都市と王宮の構造を暗記できる計算になる」

「前向きに努力します……」

　地図と睨めっこして、シルヴィは苦く
 悶もん

 の声を上げた。
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　南アルトリア王国──

　かつて北アルトリア王国と一つだったものが、百年前に王位継承権を巡って分裂。北のヴィクトリア家と南のウィンザー家に分かたれた。

　一時期は不仲で国家交流も途切れていたが、双国を襲った怪異エネミー

 の脅威によって協力態勢に。それを機に両家の仲も改善したという。

　とはいえ両国には今も明確な違いがある。

　その最も顕著である点がグレゴリオ聖教への依存度だろう。

「北アルトリアはグレゴリオ聖教への依存度が低い。これは代行者連盟リーグ

 本部という強力な代行者ハンター

 組織を抱えていることが大きい。……が、南はそうじゃない」

　入国管理塔。

　北アルトリア王国に劣らず壮大な壁を前に、王宮装甲車が停止。車体から降り立ったノアが、城門を見上げてそう口にした。

「南アルトリアは、北に代行者ハンター

 が集まってしまってる分、自国に留とど

 まる代行者ハンター

 が少ない。緊急の時には北から応援を要請するが、やはり日常の防衛は手薄になる。そこでグレゴリオ聖教の出番というわけだ。ここから先は説明不要か」

「ヨハン派の大教会が、南ここ

 にはたくさんあると聞いてます」

　うなずいてシルヴィも車の外へ。

　城門の前には入国審査を待つ民衆と、その民衆たちの「人間」確認の為に集まった兵士たち。さらには紫の修道服を身につけた神父の姿がうかがえる。

　……ユリウス派わたし

 の青の修道服と違う。

　……ヨハン派の神父と会うのはもう二年ぶりくらいかも。

　世界宗教グレゴリオ聖教における三大教義──ユリウス派、ヨハン派、グラーフ派。

　その中でも最大派閥とされるのがヨハン派だ。

　シルヴィにとってはあまり良い思い出のない相手でもある。

「浮かない顔だな」

「ヨハン派は、みなさん信仰に熱心ですから。ただ熱心すぎるところがあって……」

　非常に過激なのだ。

　ヨハン派でなくばグレゴリオ聖教ではない──信徒のみならず神父、シスターさえも、裏では他派を異端呼ばわりしているという。

「誰彼構わず喧けん
 嘩か

 を売りたがるのは俺もよく知っている。まあ事態が事態だ。入国審査で捕まって時間を浪費するわけにもいかないな」

　ついてこい。

　目線でそう促してノアが歩きだす。

　入国管理塔にならぶ民衆の列を無視して、まっすぐ門の方へ。兵士たちも王宮装甲車には当然気づいているのだろう。彼の姿を前に、背筋を正して整列した。

「代行者ハンター

 だ。ヴィクトリア十九世からの勅命により入国を願う」

「はっ、ウィンザー王宮までご案内します」

「無用だ。都市の状況をこちらで確認してから王宮に向かう」

　各国の入国審査を経験してきた彼ならでは。兵士たちの対応を先読みしているのではと思うほど迷いのない返答だ。

「一つ確認する。俺たちの前に代行者ハンター

 の第一陣が北から到着しているはずだが？」

「昨日のうちに到着しています」

「わかった。俺からの質問は以上だ」

　頭を下げる兵士の横を通過していくノア。

「城下町の様子から見ていくぞ」

「は、はい！」

　ノアに寄りそってシルヴィは城門を越えた。

　十人近い兵士と神父、そして数人のシスターたちの視線を感じながら──

　ヴィクトリア十九世の連絡がここまで伝達されているのだろう。ノアだけでなくシルヴィやエルザが扉を通過する際にも、制止の声を上げるものはいなかった。

「わたし、前にもニコル神父に連れられてヨハン派信仰の都市に行ったことがあるんです。その時は都市に入るだけでも一日がかりで」

「一日？　さすがに長いな」

　先を歩くノアが横顔を向けてくる。

「怪異エネミー

 の疑いをかけられたとしても、長くて半日だろうに」

「そうなんです。でもわたしと神父だけ夜通しでした。怪異エネミー

 が聖教関係者に化けてるんじゃないかって、そんな疑いをかけられて……」

　いま思えば、あれは他派に対する嫌がらせだったのだろう。

　入国審査の事情に疎い当時のシルヴィにはわからなかったが、通常ありもしない審査を受けさせられていた。

「お前はユリウス派だからユリウス法典の指定箇所を暗唱してみろって、それが終わったら賛美歌を歌えって。それから……周りの人たちが見てるなかで修道服を脱がされて、下着姿で身体検査でした。最後には頭から聖水をかぶせられてようやく怪異エネミー

 の疑いが晴れたって。それも氷みたいに冷やした聖水で」

「徹底してるな。検査じゃなく、嫌がらせという意味で」

　珍しくもノアが苦笑を浮かべてみせる。

「ヨハン派が関わる入国審査で、代行者ハンター

 も似た嫌がらせを受けることがある。だが度合いが違うな。ライバル宗派とはいえ骨肉の争いは醜いものだ」

「ですよね、あまりにも陰険すぎます！──っ
 て、わわっ!?
 」

　大声で叫んでしまったことに気づいても遅い。

　恐る恐るふり返った門の手前では、こちらを不審な目で見る神父とシスターたち。

「……やっちゃいました」

「修道服を着てないから問題ない。お前はせいぜい代行者オレ

 の連れという認識だろう」

　これがユリウス派のシスターによる発言であるとわかれば大問題に発展していただろう。旅行用の外着を着ていたことが幸いした。

「ノアさんは前にも来たことがあるんですか？」

「この国なら過去に三度。一度は旅の途中に。二度は怪異エネミー

 絡みの案件で。そのうち一度はヴィクトリアの護衛を兼任していたから王宮にも招かれた。ウィンザー家むこう

 が俺を覚えているかは知らないが」

　門を抜けたところで辺りを見回すノア。

　──南アルトリア城下町。

　その景観は、北アルトリアに戻ってきたのかと戸惑うほど似通ったものだ。

　時代を感じさせる煉れん
 瓦が

 造の建物群。

　民家や商店の建物では煉瓦の色は赤やオレンジで、聖教教会や宿泊施設など公的な性格の強いものは白を基調とした塗装が施されていることが多い。

「……でも、何だか寂しい雰囲気ですね」

　町の入口にあたる噴水付きの広場。

　今が夕刻だからかもしれないが、シルヴィが見わたしても寛くつろ

 いでいるのはせいぜい親子連れが二組ほど。民衆の憩いの場としてはあまりに寂れた光景だ。

　大通りもそう。

　城下町の規模は北アルトリアに負けず劣らず。なのに大通りを歩く人影はまばら。

「やっぱり怪異エネミー

 の噂うわさ

 なのかな……」

「なぜ調べない？」

　黒ずくめの代行者ハンター

 が足を止める。鋭いまなざしでシルヴィを見下ろしてから、彼は目の前の町並みを顎で指ししめした。

「疑問に思ったのなら確かめろ。町の住民でも商人でも片っ端から掴まえて尋ねればいい。トスカリア自治区で俺が実演してみせたはずだがな」

「っ！　そ、そうでした！」

　忘れもしない。

　聖教教会の礼拝堂に、この男はたった一人でやってきたのだ。大敵アークエネミー

 の情報を求めて。本来なら決して仲の良くないグレゴリオ聖教の信徒にまで協力を仰いだ。

　だとしたら──

　なぜ自分は、たかだか通行人に話を訊き

 く手間を惜しんでいるのか。

　……わたし何してるんだろ。

　……ついノアさんに聞けばいいと思ってた。

　彼ならば何でも知っているのだと、そんな先入観が甘えを生んでいた。

　この国が今どうなっているのかは彼も知らない。ここから一つ一つ状況を確かめていかなければいけないのだ。

「ノアさん！」

　大きく息を吸って、シルヴィは自らの胸を叩いてみせた。

「ここはわたしに任せてください！　わたし、一人で情報を集めてきます！　通りにいる人に片っ端から──」

「おいおいノア？　なんだ、ずいぶん遅い到着じゃねえか」

　真後ろから響く大音声。

　誰？

　シルヴィがふり返るのとちょうど同じく、最後尾にいたエルザの横に筋骨逞たくま

 しい偉丈夫が並び立ったところだった。

「よぅ。今までどこをふらついてやがった」

「北アルトリアには昨日着いた。南から応援要請が入っていることを知ったのも昨日で、たったいま到着した」

「今度こそどこで野垂れ死んでるかと思ったぜ？」

　浅黒い肌の巨漢だ。

　短く切った黒髪と無ぶ
 精しよう
 髭ひげ

 、厳いか

 つい顔立ち。それに野太い声と豪快な笑み。

　幼い子供なら彼が近づくだけで怯おび

 えて泣きだしてしまうだろう。シルヴィでさえ夜間には絶対遭遇したくないと思う類の、何とも野性味ある風貌である。

　年齢は、おそらく三十代半ばだろう。

　防刃加工された革製ジャケットを羽織り、いくつものポーチがついた革ベルトを巻いている。

「よおエルザ。てめぇも久しぶり。相変わらず不機嫌そうな表情ツラ

 してんな、おい」

　そんな大男が、エルザの頭に手を乗せて髪をくしゃくしゃとかき乱した。

「…………
 」

「ったく無視か？　相変わらず兄貴
 以外にはつれねぇな」

「手を離せ」

　呪じゆ
 詛そ

 か何かと思えるほど押し殺した声で、エルザ。

　凄まじく不機嫌な表情。今にも怒りを爆発させて魔素で襲いかかる激げつ
 昂こう

 直前の、それをギリギリで堪こら

 えているというのがシルヴィにもありありと伝わってくる。

「人間、私に触れるな」

「まーたソレか。自分だって人間のくせに上から目線しやがって。お前はお姫様なのかっつぅの。おいノア、何か言ってやれ」

「義妹エルザ

 は人見知りだ。構わなくていい」

「すーぐそれだ」

　自分が手を乗せている相手がまさか怪異エネミー

 だとは夢にも思うまい。

　溜息をつく男が、エルザの頭から手を離しておおげさに肩をすくめてみせる。

　とはいえ、その愛あい
 嬌きよう

 ある仕草はどこか憎めない。普段から人付き合いが少ないというノアやエルザに絡んでくるあたり人なつこい性格なのだろう。

　……代行者ハンター

 だとは思うけど知り合いなのかな？

　……だいぶ親しい感じだけど。

　そんな彼を横目に見上げ、シルヴィは内心首をかしげていた。

「ノアさん」

「ん？」

　そう答えたのはノアではなく、日焼けした巨漢の方だった。

「おいノア。この嬢ちゃんさっきから傍そば

 にいるけどお前の知り合いか」

「むしろ何だと思っていた？」

「俺はてっきり通りすがりの嬢ちゃんかと」

「ち、違います！」

　背筋を正して自分の胸元に手をあてる。

「わたしはシルヴィ・クリアネット。こう見えてユリウス教義派グレゴリオ聖教トスカリア支部の由緒正しき──」

「料理当番だ」

「パンケーキを焼く娘だ」

「そうわたしは由緒正しき料理当番。得意料理はパンケーキ……って、ひどい!?
 」

　声をそろえて答えるノアとエルザ。

　自分から口を開くことを控えていたエルザまで、なぜかここぞと言わんばかりの即答だ。

「俺の同業者だ」

　正面の巨漢を、ノアが指さし。

「ダヴィデ・イト・レアム。俺と同じ北アルトリア代行者連盟リーグ

 所属。代行者ハンター

 としての歴は俺より長いが、階級は万年『Ｂ』止まり。理由は酒の勢いで当時の北アルトリア代行者連盟リーグ

 の連盟長を本部二階から投げ落として全治一か月の重傷を負わせたから」

「……最後は余計じゃねえの？」

「さらに、こう見えて妻子持ち。妻はこいつの二歳年上で、子供は三歳になる長男と一歳の長女が一人ずつ。子供が生まれた時には嬉しさのあまり深夜に町を踊り回って、奇声のあまり怪異エネミー

 と間違われた前科有り。そのせいでやはり階級が上がらずに────
 」

「だからやめろっての！」

「しかし」

　慌てて止めに入るダヴィデに対し、さらに先を続けるノア。

「腕と経歴は確かだ。シュリマ湖事件、エス＝ラダ村解放作戦。いずれも指令役コーラー

 に抜ばつ
 擢てき

 されて成功を収めている。怪異エネミー

 との戦闘経験は代行者ハンター

 の中でも豊富な方だ」

「そうそう、最初からそう紹介しろってんだ」

　腕を組みながらダヴィデが嘆息。

　たしかにその佇たたず

 まいからは熟練らしい自信を感じさせる。シルヴィのよく知る聖教では、複数地域の教会を統括する司教に似た風格だろうか。

「それでダヴィデ、状況の確認は？」

「終わってる。城下町は今朝方に一通り歩いてみた。ウィンザー王宮には昨夜着いてすぐに代行者ハンター

 一行で挨拶回りだ。ヴィクトリア十九世からの応援部隊ってことで、町の警備隊との協力を依頼してきた。向こうの対応も丁寧だったぜ」

「──ということだ。くく、残念だったな元シスター」

　白髪の少女エルザがぽんとシルヴィの肩に手をのせて。

「お前のやる気は空回りだ。何もかも先に下調べが終わっていたらしい」

「なんでそんな嬉しそうなんですか!?
 」

「言ってみたかっただけだ。さあ人間、命が惜しければさっさと貴様が手に入れた情報を吐け。今この町はどうなっている」

「なあノア。お前の義妹はどうにかなんねーのか？　これぁ明らかに教育を間違えたと思うぜ。まあいい、ちょっと待ちな。────
 おいスザク先に行ってろや。ノアと世間話してから追いかける」

　離れた場所に立っていた代行者ハンター

 の集団へと呼びかけるダヴィデ。頷いた集団が交差点を曲がっていくのを見送って、大柄な代行者ハンター

 は喫茶店の陰へと身を寄せた。

　人目に触れる通りでは話せない、と。

　野性味ある笑みを消し去った彼の表情が、それを如実に物語っている。

「まず王家からだ。向こうもかなり怪異エネミー

 を警戒してる。特に王宮に入ろうとする者に対してな。俺らが謁見に行った時も、王と王妃それに近衛兵たちの前で聖水を飲まされた。怪異エネミー

 が化けてるんじゃないかってことだ」

「ヴィクトリアの紹介状は？」

「持参したさ。だが、それでも不安が堪えきれないって感じだな。……で、まあなぜ怪異エネミー

 を警戒してるかっていうと」

　日陰となった路地裏。

　喫茶店の裏にあたる壁に身を預けて、ダヴィデが一拍分の余韻を開けた。

「怪異エネミー

 を目撃した王族がいる。エド王子っつぅウィンザー王の甥おい

 にあたる十一歳の子供だ。しかしこっからが難儀でな。王子以外に怪異エネミー

 を目撃したものがいない」

「……本当に怪異エネミー

 だったのか？」

「王宮の三階の窓が割られた。エド王子本人は大声で助けを叫んだから無事だった。とはいえ他に目撃者がいないからな。最初は見間違えだろうって意見が大勢を占めてたんだが、念のため聖教の神父を呼んだところ、魔素を識別する聖せい
 布ふ

 が反応したってわけさ」

　目撃者エド王子の証言。

　これを受けて今の厳戒態勢ということなのだろう。

「三日前のことだ。俺らの到着が昨日。ついでにノアたちがさっきの到着だったな」

「そうだ」

「……で、難儀だっていう理由の続きな。唯一の目撃者であるエド王子がひどく怯えててな。代行者オレら

 の聴取を拒んでる。部屋に閉じこもって鍵をかけて、唯一信用してる使用人を除いては誰とも会おうとしないらしい」

「ウィンザー王や王妃ともか？」

「どちらともだ。無理やり部屋から引っ張り出したところで、どうせ応答できるような精神状態には無いだろうからな。落ちつくまで様子を見るらしい」

「妥当だな」

「妥当だが、それまで怪異エネミー

 の詳しい話が聞けないってことよ」

　現状、お手上げだ──

　苦笑気味にそう両手を上げる代行者ハンター

 ダヴィデ。

「王家の様子はそんなところか。王宮の近衛兵はいつも通り。まあ奴らも怪異エネミー

 と戦う訓練はしてるから、今になって慌てる奴は少なそうだった。最後に町の様子だが、結論から言うぜ。町の人間は何も知らない
 」

「そうだろうな」

　ダヴィデの言葉に重なるノアの首肯。

「……えっと、それどういうことですか？」

　代行者ハンター

 二人は共通認識に至っているらしい。

　背後のエルザが最初から興味なさげにしているのを除けば、今ここで状況を理解できていないのはシルヴィだけだろうか。

「何も知らないって……」

「民衆は怪異エネミー

 の存在を聞かされてない。ダヴィデが言ったとおりの意味だ」

　さらりと言葉を続けるノア。

「怪異エネミー

 を警戒する王家と逆に、城下町の民衆は怪異エネミー

 の存在を聞かされてない。そもそも南アルトリアに怪異エネミー

 が出現したこともまだ公表されてない」

「ご名答。どうしてそう思った？」

「入国審査の混みようだ。怪異エネミー

 の出現情報が出された国を訪れる物好きはいない。つまり南アルトリア王国での怪異エネミー

 は、まだ外部に一切明かされてないことになる。なぜなら目撃者がエド王子だけで、まだ外部に出せるに至っていないから。違うか？」

「いいや、そのまま正解だ」

「だが解決してない疑問もある」

　大通りへと首を向けたノアが、訝いぶか

 しげに目を細める仕草。

「なぜ城下町の通りがこうも閑散としている？　怪異エネミー

 の存在を知らされていないのなら、民衆が外出を控える理由がない」

「……相変わらず良い勘してるじゃねえか」

「なぜだ？」

「百聞は一見にしかず。ついてきな」

　夕暮れの城下町。

　鮮やかな茜あかね
 色いろ

 の陽によって建物の影が長く、長く、まるで道行く者に手を伸ばしているかのごとく延びる時刻──

　通りを先導するダヴィデが、十字路を渡った先で足を止めた。

　道一つを隔てた先を指さして。

「ほら、あの連中だ。あまり顔を出して覗くんじゃねえぞ」

　そこには。

　民衆とも代行者ハンター

 とも違う異色の存在感を放つ集団がいた。

「……ノアさん、聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 です！」

　驚きよう
 愕がく

 の感情がシルヴィの喉を突いて出た。

　銀の装飾剣を携えた白騎士たち。

　鎧よろい

 ではなく、彼らがまとうのは白を基調として黄金の意匠をあしらった神聖なる法ほう
 衣え

 だ。

　聖都の司教が秘奥を惜しみなく施して聖素を刻印した守護衣である。彼らの法衣一着で民家が一軒建つほどの費用が投入されているという。

「はるばる遠征してきたはいいが、アレがいるとなると正直楽しい気分にゃなれねぇな」

「事情は理解した」

　小声で返すノア。

「ヨハン教義派の討伐部隊『聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 』まで派遣されていたか。確かにアレばかりは共同戦線をと言うのも難しいな」

「……わたしも、聖歌隊ピルグリム

 と仲が良くないって聞いてます」

　ユリウス教義派の討伐部隊『聖歌隊ピルグリム

 』。

　ヨハン教義派の討伐部隊『聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 』。

　怪異エネミー

 を倒すという目的は同じであれど、両者が手を組んだことは聖教の歴史でも例がない。聖教の最大派閥にして最も他宗派に辛辣とされるヨハン教義派の武装組織──その高い自尊心プライド

 は、代行者ハンター

 、都市の自警団、さらには他宗派の部隊など、あらゆる外部勢力との協力を激しく嫌う。

「たしか大敵アークエネミー

 ヴァラヴォルフ・Ｓ包囲作戦の時に、聖歌隊ピルグリム

 から聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 に協力を要請したんです。でも難癖をつけられて断られて……」

「そうだ。結果、人狼ワーウルフ

 ヴァラヴォルフ・Ｓに逃亡を許した。その後始末をさせられたのが、そこにいるダヴィデだからな」

「俺じゃねえよ。俺の友人ダチ

 だ。まあ良い思い出じゃねえことは確かだがな」

　ノアの呟きに耳ざとく返す巨漢の代行者ハンター

 。

「今回の一件、城下町全体の警備をとり仕切るのが奴らだ。怪異エネミー

 の発見を知らされてない庶民がどうしてこうも外出を控えてるかってのも、な。あんな厳めしい連中が派遣されてたら誰でも勘づくってわけさ」

「納得です……」

　世界宗教であるグレゴリオ聖教。その最大勢力ヨハン派が誇る聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 を知らぬ者はいないだろう。

　……でも、どういうこと？

　……普通の怪異エネミー

 じゃ聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 は動かないはずなのに。

　たとえ王族による目撃情報であっても、その怪異エネミー

 に対して「討伐する価値がある」と判断されないかぎり聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 は動かない。

　それが動いたということは。

「ノアさん」

　彼のコートの裾をほんの少しだけ摘んで、引っ張った。

「もしかして聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 は、大敵ゼルネツツア

 の情報を持ってるのかもしれません」

「奴らの情報源は？」

「集中治療院メデイカルセンター

 です。お姉ちゃんが……その……怪異エネミー

 に変貌しかけたことは診療録カルテ

 の内容から読みとれるはずだから」

「なるほど。聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 の好みそうな方法だ」

　大敵アークエネミー

 を討伐したとなればヨハン教義派の信仰はさらに活発になるだろう。

　聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 が動くには十分な理由だ。

「南アルトリアで発見された怪異エネミー

 が、トスカリア自治区から逃走した大敵ゼルネツツア

 だと踏んだわけか。良い嗅覚をしている」

「ん？　おいノア、今とんでもねぇ怪異エネミー

 の名前が出なかったか」

　トスカリア自治区の吸血事件をダヴィデは知らない。

　しかしノアが口にした大敵アークエネミー

 の名に不吉なものを感じたのか、巨漢の代行者ハンター

 が眉根を寄せてふり向いた。

「どういうことだ。大敵アークエネミー

 だと？」

「でなければ俺はここに来ていない」

「……ったく。どうりで聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 がわんさか集まってきたわけだ。奴ら、大物の怪異エネミー

 を討伐して名声だけかっ攫さら

 う算段だぜ」

「名声はどうでもいい。問題なのは人狼ワーウルフ

 ヴァラヴォルフ・Ｓの件と同じで、聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 が代行者ハンター

 の調査を妨害した場合。その隙にゼルネッツァが────
 」

　鳴りひびく軍靴。

　言葉を止めたノアがふり返った先で、駐屯している部隊とは別の聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 の騎士たちが十字路を渡って近づいてきていたのだ。

　白の聖衣をまとった騎士たち。

　その左腕に縫いつけられた腕章を見た途端、ノアが眼差しを強めた。

「あれは……」

　黒地に赤の猟犬が描かれた腕章。

「聖ヨハン巡礼型撃滅部隊、通称『グレゴリオの猟犬』まで派遣されたか。これで奴らの狙いが大敵ゼルネツツア

 であると確定したな」

　聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 においても異質の騎士たち。

　それは大敵アークエネミー

 を追跡・討伐するためだけに設立された部隊だ。

　たとえ近隣都市が怪異エネミー

 に襲われようとも手を差しのべることはなく、ただ大敵アークエネミー

 のみを付け狙って討伐することを至上の命題とする。

　倒した大敵アークエネミー

 の数は、九。

　過去五百年で滅びた大敵アークエネミー

 の総数が二十一であり、実にその半数に迫る。怪異エネミー

 を狙う猟犬──グレゴリオの猟犬と呼ばれる由縁である。

「当然、奴アイツ

 もいるわけか」

　ノアが注目したのは集団の先陣をきって歩く騎士だった。鍔つば

 の擦りきれた軍帽をかぶり、両手に旋棍トンフアー

 を所持した男。

「警けい
 邏ら

 長カダージュ。聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 がほこる荒くれ者の突撃兵だ」

「…………
 」

　軍帽をかぶった男が足を止める。

　通りの道幅一つぶんを挟んで、両端に立つ黒ずくめノア

 と白騎士カダージユ

 。

　どちらも上背があるが、より筋骨逞しいのは白騎士カダージユ

 の方だろう。過酷な鍛錬によって限界まで発達した肩と上腕の筋肉が、白の聖衣を内側から押し上げている。

「狂犬か。お互い、会いたくもない相手ほどよく出会う。これで何度目だ？」

「失う

 せろ黒衣」

　棘いばら

 を突き刺すような言葉遣いで。

　通称『グレゴリオの猟犬』を率いる男は、ノアに向かってそう宣告した。

「この国に代行者きさまら

 の居場所はない」

「ヴィクトリア十九世の勅命だ」

「ヴィクトリア……？　ああ北の領主か。聖教を軽んじて代行者ハンター

 に媚こ

 びへつらわせる不敬な女が、そういえばまだ生きていたな」

　割れた帽子の鍔に触れながら。

「滅びてしまえばいいものを」

　繁華街の大通りで。

　あまりに公然と、その白騎士は嘆息まじりに呟いた。

「代行者ハンター

 などという怪異エネミー

 討伐を騙かた

 る欺ぎ
 瞞まん

 の衆も、それを飼い慣らして民を扇動する女も、あまりに醜い。なぜ今まで生きながらえてきた。……女神イリアの愛は限りなく、その御力によって生まれし聖素は偉大だ。しかし女神の加護は、貴様ら愚者にまで与えられるものではない。無知と無信仰はそれだけで大罪なのだから」

　淡々とした声音で。

　眉一つ動かさずに騎士は続けた。

「ゆえに滅びるべきだ」

「……っ！
 」

　どくん、と頭の血管が脈打つのがシルヴィ自身にもわかった。

　自分のことではないはずなのに。

　その罵倒の理不尽さはあまりに度を越えていた。同じ聖教の信徒なのに、なぜこうも他者へ苛烈な言葉を向けられるのか。

「あんまりです！」

　シルヴィは叫んでいた。

　道行く者がふり返るほどの大音量。喉が嗄か

 れるほど強く声帯を振るわせて。

「グレゴリオ聖教は……そんな非道ひど

 いことを言うためにあるものじゃありません！　イリア様を信じないからどうなってもいいなんて、そんなのヨハン聖典にも書かれてません。女神様の名を盾にしたあなた自身の暴力ではないですか！」

「────
 」

「っ」

　灰色の眼光。

　聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 の警邏長の視線を受け、一瞬、シルヴィは全身が金縛りのように動けなくなった。恐怖に射い
 竦すく

 められたのではない。この男の眼差しがあまりにも、人間を見つめる眼差しから遠すぎたからだ。

　感情がない。

　……怒鳴られるかと思った。

　……でもそうじゃない？

　自分の認識が既に大いなる勘違いをしていたことにシルヴィは気づいた。

　心に届いていない。

　この娘シルヴイ

 の言葉などそもそも人間の言葉ですらない、と。聞き入るに値しないと最初から見下されていたのだ。

「シルヴィ・クリアネット。トスカリア自治区吸血事件のシスターか。唯一の家族である姉を怪異エネミー

 にされた気分はどうだ」

「……なっ!?
 」

「ユリウス教義などという異端を信じるからこうなる」

「あなたに何がわかるって言うんですかっ！」

　無意識のうちに。

　シルヴィは己の拳を固く握りしめていた。本気で、全力であの男の頬を引っぱたいてやろうと──

「代行者オレ

 の使命に変更はない」

　黒衣。

　カダージュがそう呼んだ代行者ハンター

 が、シルヴィの手を己の掌で受けとめていた。

「……ノアさん？」

「ヴィクトリア十九世の勅令のもと王宮警備および城下町の巡回を行う。代行者ハンター

 から聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 に干渉することはない。お前たちも対応を違えるな」

　シルヴィの呟きに応じることなく淡々と続ける彼。

「覚えておけ狂犬。飼い犬の粗相は飼い主の名に泥を塗ることになる。犬らしく吼えるまでは見過ごされようと、度を越えて噛か

 みつこうものなら、その狂態はヨハン教義派の沽券に関わるぞ」

「────
 」

　靴音を響かせて背を向けるグレゴリオの猟犬。

　にやりと、ぞっとするほどの敵意に満ちた笑みを残してカダージュが歩きだす。奥に控えた駐屯部隊と合流する方へ。

「命拾いしたな元シスター」

　その背中が小さくなるのを前に、そう口にしたのはエルザだった。

「ノアが止めなければ、お前あの男にガラクタ扱いされて壊されていたぞ。姉と同じく集中治療院メデイカルセンター

 で緊急手術オペ

 行きだ」

「……うっ？」

「だが惜しい。もしそうなっていれば、私も同行者のよしみでお前の分の報復ができたものを。あの目障りな部隊を正当防衛で潰す機会だった」

　爛らん
 々らん

 と目を輝かせるエルザ。

「いや待て？　この場の思いつきだがこれは妙案かもしれない。よし元シスター、お前もう一度あの男に喧嘩を売ってこい」

「嫌です!?
 」

　胸に手をあてて深呼吸。

　くり返すうちに、早鐘を打っていた胸もようやく鎮まっていく。

　代行者ハンター

 もヴィクトリア十九世も北アルトリアの民たちも、そして自分の姉までも、関わってきた全ての者をことごとく踏みにじられて、噛みしめた唇から血が噴きだしそうになるほど悔しかった。

　……あれが聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 。

　……ノアさんが共同戦線は難しいって言った理由がよくわかった。

　これがヨハン教義派の本心。

　グレゴリオ聖教の闇を垣かい
 間ま
 見み

 た心境だ。

「で、この後どうすんだノア。俺はツレと合流するけど一緒にくるか？」

「王宮に向かう」

　ダヴィデに向けて、わずかに勾配がかった方向をノアが指ししめした。

　鈍にび
 色いろ

 に輝くウィンザー宮殿。

　南アルトリアを統べるウィンザー王家と家臣、近衛兵たちが集う宮である。

「ウィンザー王への謁見と、怪異エネミー

 が侵入した痕跡を確認しておく」

「その後は？」

「状況次第だ。何かあれば連絡する」

　黒塗りの無線通信機トランシーバー

 を手にするノア。

　交信電波チヤンネル

 を設定することで二千メートル圏内の複数人と同時に会話することができる機器である。

「急ぐぞ。日没までに一通りの調査を終える」

　黒ずくめの代行者ハンター

 が歩きだす。

　その背には、地平の先へと沈んでいく紅ぐ
 蓮れん

 の陽。まもなく日が暮れる。

　……夜になったら。

　……また怪異エネミー

 が動きだすかもしれない。

　一抹の不安を振りはらい、シルヴィはノアの背中を追いかけた。





４





　薄暮──

　陽が沈み、地平線の彼方かなた

 にわずかな茜色だけが残される時刻。

　ノアに連れられたシルヴィが王宮の敷地にたどり着いた時には、既に上空のほとんどが夜色の帳とばり

 に塗りつぶされていた。

「思いのほか時間がかかったな。近衛兵の聴取に時間を取られた。とはいえ一番の問題は、この屋敷が広すぎることだが」

　眩しい照明に彩られた通路の最奥、絢爛なる扉の前でノアが立ち止まった。

「ここに来て運がないな。晩ばん
 餐さん

 の時間と重なったか」

　広大な敷地をほこるウィンザー王宮。

　地平線まで続く荒野を拓ひら

 いた土地だ。庭園はもちろん、王宮そのものも地図がなければ大人でも迷子になるほどに広い。最短距離で謁見の間に向かう途中にも中庭二つと回廊を越えて、渡り廊下を何本も進まなくてはならない。

「……せっかく着いたと思ったんですが」

　閉じられた扉の前で、シルヴィは息を吐きだした。

　謁見の間についたはずなのに扉が締まったまま。疑問に思って使用人に確認したところ、ウィンザー王と王妃が夕食中ということだった。

「そもそもこの屋敷が広すぎる」

　隣では、案の定というべきかエルザが不機嫌そうに顔をしかめる姿がある。

「北アルトリアの宮殿よりずいぶん広いぞ？」

「怪異エネミー

 の襲撃を想定した造りだろうな」

　そんなエルザの溜息に応じるノアも、退屈そうに壁に背を預けた恰かつ
 好こう

 で。

「この広さならば怪異エネミー

 が王宮に侵入しても玉座にたどり着くには時間がかかる。怪異エネミー

 が到着するまでに、王族は裏から逃亡するというわけだ」

「……よく考えられているんですね」

　使用人と近衛兵とが行き交う通路。

　シルヴィの見わたすかぎり、代行者ハンター

 も聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 も屋敷の中にはほとんど姿がない。人間に化けた怪異エネミー

 が侵入することを恐れた王族が、自らの宮殿に住まわせた近衛兵以外の警備を許さないからであるという。

　と──

「お待たせしました」

　家政婦調の服を身につけた中年の女性が、曲がり角から顔を覗かせた。

　まわりの家政婦たちが皆一様に黒の服を着用するなかで、彼女だけは鮮やかな赤に染められた衣装となっている。

「侍女ハンドメイド

 のレベッカと申します。ヴィクトリア女王からの親書、たしかにウィンザー王にお届けしました」

　深々と頭を垂れる侍女。

「大敵殲滅者アークキリング

 と名高き代行者ハンター

 ノア様のご到着、陛下も、まことに心強いかぎりと喜んでおられました」

「王と女王とが晩餐に出ているのは理解した。怪異エネミー

 目撃者のエド王子も晩餐か？」

「いえ……」

　歯切れの悪い口調で、侍女レベッカが首を横にふる。

「エド様は……お部屋に食事をお届けしておりまして……」

「それは怪異エネミー

 への警戒心からか？」

「……はい。申しあげにくいことですが」

「むしろ適切な対応だ」

　よどみない口調でノアが続ける。

「怪異エネミー

 を目撃した者が恐怖をいだくのは当然。姿を見られた怪異エネミー

 が目撃者を襲うことも考えられる以上、エド王子の警戒は正しい」

「ありがとうございます。ノア様からそう言っていただけるとは」

　レベッカがほっと口元をやわらげた。

　そんな彼女の安あん
 堵ど

 を確かめるように、表情をじっと観察するノア。彼の発言の意図を悟り、シルヴィは内心で驚きの声を上げていた。

　……うまいなぁ。

　……あんな自然に初見の人の緊張を解きほぐせるなんて。

　自分の仕える主あるじ

 を褒められて悪い気のする者はいるまい。

　まずは同調の姿勢を見せることで相手の警戒心をゆるめ、こちらからの要求を持ちだすための下地にしたのだろう。

「とはいえ怪異エネミー

 の情報が不足しているのも事実だ。怪異エネミー

 の追跡のためにエド王子からいくつか話を聞きたい」

「ごもっともだと思います。ただエド様がどう判断なさるか」

「断られてもいい。部屋の前まで案内してくれ。それ以後の交渉はこちらでする」

「……わかりました。ニーシャ、こちらへ」

　侍女レベッカが呼び鈴を鳴らして間もなく。

　通路の曲がり角から、小柄な少女が歩いてくる。まだ十三歳か十四歳であろう家政婦の手には、三つのグラスを載せたトレイがあった。

　金きん
 箔ぱく

 の張られたグラスになみなみと注がれた水。

「聖水ですか？」

「俺たち自身の身の証明か。まあ当然だろうな」

　ノア、シルヴィ、そしてエルザへと聖水のグラスが渡される。

　小さな波紋をたてる液面は一見すれば水と何一つ変わらない無色透明だが、中には大量の聖素が含まれている。

　……これを飲んで「苦い」って感じたら魔素に取と

 り憑つ

 かれてる証拠で。

　……魔素に支配された時に飲むと、喉が焼けるように熱くなるっていうけれど。

　怪異エネミー

 が飲めば、聖水を飲んだ痛みでのたうち回るという。

　人間と怪異エネミー

 とを判断するにあたってもっとも簡易で、そして一般人でも識別しやすい検査方法と言えるだろう。

「────
 」

　唇に触れるグラス。

　聖水を口に含み、ゆっくりと飲み下す。怪異エネミー

 の検査として行われる場合には器の聖水を三度にわけて飲むというのが通例とされている。

「慣れてらっしゃいますね。昨日の代行者ハンター

 たちは不慣れなようで恐る恐るでしたが」

「え？　あ、そ、そうですか。あはは……」

　不思議そうに見つめてくる家政婦にごまかし笑い。

　シルヴィにとっては慣れ親しんだ儀礼だ。体内の聖素濃度を高める鍛錬を思いだして、ついつい正式な作法に則のつと

 った飲み方をしてしまった。

「────
 」

　同じくノア、そしてエルザも平然と聖水を飲みほしてみせる。

　空になったグラスを確認して、ニーシャと呼ばれた家政婦がゆっくり一礼。トレイを抱えて去っていく。怪異エネミー

 の判定は終わったということなのだろう。

「それではご案内いたします」

　侍女が通路を歩きだす。

　続くノア、その後ろにシルヴィとエルザが並んで歩くという隊列で。

「あのぉ、大丈夫だったですか？」

「何がだ」

　聖素の入った水を口にしたエルザに、シルヴィはこっそりと耳打ちした。

「聖水……」

「この肉体はまだ人間だ。せいぜい苦いとしか思わない」

　自分の腹部をさすってみせるエルザ。

「どのみち何倍にも希釈した聖水を体内に入れたところで、私にはどうということはない。あんな聖水よりも私の魔素の方が遙かに強いからな」

「……じゃあ大敵ゼルネツツア

 も？」

「人間のフリをして王宮に侵入したとすれば、奴なら聖水審判も潜りぬけているだろうな。既に王宮で奴に血を吸われた者がいるかもしれないし、奴以外にも怪異エネミー

 が王宮に潜んでいてもおかしくない」

「他に判別方法ってないんですか？」

「私なら魔素を認識できる。たとえば──」

　少女の姿をした大敵アークエネミー

 が見つめる先は、ノアの一歩前をいく侍女レベッカの後ろ姿だった。

「アレは人間だ」

「それはそうですよ。怪異エネミー

 がわざわざノアさんの前に姿を現すなんて」

「元シスター」

　歩きながら、白髪の少女がふりむいた。

「エドとかいう奴の居場所をノアが気にしている理由を理解しているか？　言っておくが、怪異エネミー

 の目撃者だからその話を聞くためではないぞ
 」

「……違うんですか」

「心を怪異エネミー

 にしろ。車中でそう教えてやったはずだがな」

　ぎろり、と睨みつけるような視線。

「私なら目撃者を消して本人とすり替わる
 」

「あっ！」

　部屋に閉じこもって姿を見せないエド王子。

　たとえ怪異エネミー

 であっても人間の目に触れなければ正体がばれる恐れは少ない。人間らしかぬところがあったとしても、怪異エネミー

 を目撃して怯えていると思いこませれば多少の奇行も見逃されるだろう。

　……そうか。なんで思いつかなかったんだろう。

　……今この王宮で一番怪しいのが、そのエド王子なんだ！

　エド王子が怪異エネミー

 とすりかわっている可能性。

　確かに、もしもその可能性を考慮しないで接近していたとすれば、不用意に背中を向けて襲われていたかもしれない。

「用心するのだな」

「はい！　あれ？　ところでエルザさん、もしかして」

「何だ」

　聞き返してくる大敵アークエネミー

 を見つめ返した。

「今のって、わたしを心配して教えてくれたんですか？」

「……む」

「ねえねえ。そうなんですか？」

「パンケーキのためだ」

　鼻を鳴らして明後日の方角に首をそらしてしまうエルザ。

「この宮殿に怪異エネミー

 が潜んでいるのは間違いない。屋敷に入った時から魔素の臭いが強く漂ってきている。せいぜい用心しろ」

「……わかりました」

「言っておくが今のもパンケーキのためだからな。断じてお前のことなど──」

「わ、わかりましたってば！」

　シルヴィが頷くのと時同じく。

　先を行く侍女レベッカが歩調を緩めた。

「この先です。ただ、エド王子がお会いになられるかどうか」

「まずは部屋の外におびき出すか」

　ぴたりと足を止めるノア。

　忽然と静止した代行者ハンター

 の気配を感じとり、レベッカが後方へとふり向いた。

「おびき出す、と？」

「昨日ここを訪れた代行者ハンター

 たちは複数人で、それも強面こわもて

 の男揃ぞろ

 いだったはず。そんな輩やから

 が押し寄せてくれば大人でも警戒する。子供はもともと警戒心が強いからな」

「仰るとおりです。エド様は、代行者ハンター

 が呼びかけた声を聞いただけで返事もなされなくなってしまって。では、どうなさると？」

「シルヴィ」

「……ふぁ、ふぁい？」

　ノアからの不意の呼びかけに、思わず間延びした声が漏れてしまった。

「エド王子を廊下まで誘いだせ。あるいは俺とエルザが部屋に入れるように誘惑しろ」

「わたしがですか!?
 　ていうか言い方が怪しいです！」

「相手は怯えた子供だ。初見の男オレ

 はまず交渉の余地がない。かといってエルザに人間と意思疎通コミユニケーシヨン

 をしろというのも無理。可能性があるのはお前だけだ。人当たりだけは悪くないし見た目も人畜無害そうだからな」

「……褒められた気がしないのですが」

「良かったな。出番だぞ元シスター！」

　白髪の少女に肩を叩かれた。

　身を寄せたエルザが、消え入りそうなほど絞った声量で。

「上手くやれ。エドが怪異エネミー

 だった場合、お前に疑われていると知られれば逃げられる。それでは意味がない」

「…………
 」

　とくん、と一際強く胸が鼓動を始めた。

「わかりました。ノアさんとエルザさんは、そこの角で待っていてください。エド殿下の警戒を解いてもらえるように頑張ってみます。レベッカさんにもお力をお借りしてよろしいですか」

「もちろん。侍女の立場としても、エド様が満足に食事をとってくださらない状況なので不安に思っているところですから」

　通路の奥。

　荘重な彫刻がなされた扉の前でレベッカが一礼。通路からではわからないが、おそらく内側から頑丈な閂がかかっていることだろう。

「エド様、私です。レベッカでございます」

　返事はない。

「北より新たな代行者ハンター

 が到着しました。殿下と民衆の警護にあたる者でございます。ぜひ、ご挨拶をと申しております」

「…………
 」

「殿下」

「…………
 やだ」

　子供の声。

　泣いているのだろうか。嗚お
 咽えつ

 混じりの、掠かす

 れた声が扉を伝って響いてきた。

「昨日の代行者ハンター

 たちとは違う者でございます」

「やだ！　誰とも……会いたくない！」

「殿下──」

「あ、あのですね！　エド殿下！」

　扉に手を触れて口を近づけて。

　シルヴィは通路から、部屋に籠もっているという少年へと声をかけた。

「本当にごめんなさい。でも、お願いします。十分……いえ五分でいいんです。お時間をいただけませんか」

「────
 」

「殿下の意に反することはいたしません」

「…………
 女の人？」

「シルヴィと申します。そして、わたし一人です」

「……ひ、一人……なのか？　昨日みたいに大勢で集まっていないんだな？」

「はい」

　微かす

 かな足音。

　扉の向こう側で立ち止まる気配。わずかな躊躇ためら

 いを感じさせる間をおいて、閂が外される金属音がした。

　ギィ、と。

　錆さ

 びかけた丁番が擦り合わさる音とともに、数センチだけ開かれた扉。そこから顔を覗かせたのは、目元を真っ赤に泣き腫らした金髪の少年だった。

　事前に調べたかぎり、まだ十一歳という。

　シルヴィより六歳年下の王族は変声期を迎えておらず、男性らしさが身体に表れることもなく、まだあまりに幼い容姿であった。

「あ……」

　言葉にならない呟きがエド王子、シルヴィの互いの口から同時にこぼれおちた。

　少年は、初めて出会う少女に対する警戒と驚きによって。

　一方のシルヴィはある確信を得たという喜びで。

　……良かった、違ったよ。

　……この子は人間だ。怪異エネミー

 なんかじゃない。

　隙間からこちらを見つめる双そう
 眸ぼう

 。泣き腫らして恐怖に強こわ

 ばった眼差しではあるが、それはシルヴィが教会で何度も見てきた人間の「弱さ」の象徴だ。

　泣ける、ということ。

　これ以上に人間の弱さと儚さと、そして美しさを表すものがあるだろうか。

　怪異エネミー

 には真似できない。

　人間だけの特別な感情の揺らぎを、シルヴィは、エド王子の瞳に見た。

「お会いできて光栄です。エド殿下」

「……う、うわぁっっ！
 」

　振りしぼった勇気の限界だったのだろう。

　扉を閉めることも閂をかけることも忘れ、シルヴィの見ている前で部屋の奥へと少年が走り去ってしまう。

「エド様！」

「レベッカさん、わたし一人で殿下とお話してもいいですか」

「それはもちろん。ただ、エド様があのご様子ではまともに話など……」

「わたし、逆に自信が出てきました」

「え？」

　わずかな扉の隙間から部屋を覗う女中レベツカ

 。

　彼女に黙って頷いて、シルヴィは木製の扉に手をかけた。力をこめて扉を押して、扉の隙間に細身の身体をすべりこませる。

「お約束どおり、わたし一人です。ほら」

　扉を閉めて閂をかける。

　誰もいないということ。二人きりであるということを強調するために。

「殿下──」

「く、くるなっ！」

　部屋の奥にあるソファーに飛び乗って、悲鳴に近い叫び声を上げる少年。

　その手には小ぶりのペーパーナイフ。

　先端こそ鋭利ではあるが刃物としての切れ味はない。武器にならない武器。こんな心こころ
 許もと

 ないものにさえ必死で縋すが

 るほど怯えきっているのだろう。

　……でもわかるよ。

　……この子と同じ気持ちを味わったから。

　夜の礼拝堂で。

　血の海に倒れたニコル神父と、怪異エネミー

 に変貌した姉。恐怖と混乱とに心が呑まれ何一つまともな思考でいられなかった。

　だからこそ手を差しのべたい。

　その時の苦しみを知っているから。

「ご安心ください。わたし、殿下が恐れているような怪異エネミー

 じゃありません。人間です。殿下の味方です」

「しょ、証拠を見せろ！」

「では聖水を──」

「聖水なんて嘘だ
 ！　あ、あんなにぶつけたのに……怪異エネミー

 に効かなかったじゃないか！」

「え？」

　エド王子の言葉に耳を疑う。

　聖水に耐えるほど強い怪異エネミー

 がいる。それは先にエルザが身を以もつ

 て証明したことである。だが、なぜそんなことを怪異エネミー

 討伐の専門家でない者が知っている。

　実践したことがある？

　怪異エネミー

 と遭遇した夜、エド王子は聖水を使って怪異エネミー

 と抗戦していた？

　そうとしか考えられない。だとすればやはり、彼はまだ誰にも話してない当時の目撃情報を持っていることになる。

「殿下」

「う、うるさいうるさいうるさい！　き、来たら刺すぞ！　出ていけ！」

「……わかりました」

「で、出ていくのか!?
 」

「刺してください」

　歩きだす。

　ソファーに立つ王族の少年に向けて。

「刺っ!?
 　あ……っ、え……？」

　ペーパーナイフを突きだした姿勢で硬直するエド王子。

　シルヴィの発した言葉の意味が理解できず、ただただ呆然と口を半開きにするだけで。

「失礼します」

「えっ」

　自分に向けられたままのナイフの先端。

　そこに人差し指をあてて、シルヴィはすっと指を真横に引いた。

「あっ!?
 」

「────
 」

　反射的にペーパーナイフを引っこめる少年。その時には、シルヴィの人差し指にうっすらと赤い血の線が滲にじ

 んだ後だった。

　一滴の、血の滴。

　指を伝って掌へと落ちていく。

「ほら。人間でしょう？」

　傷が治らない。

　怪異エネミー

 の特徴である異常修復力であれば、こんな指先の傷など三秒も経た

 たずに回復するだろう。いや、この程度では血が滲むことさえないに違いない。

　──紛れもない人間。

　シルヴィは我が身を以てそれを証明してみせたのだ。

「う……っ……
 」

「ほら。こんな危ないもの、もう持たなくていいんです」

　すぐ目の前。

　互いの吐息がかかるほどの距離まで歩み寄り、ペーパーナイフを握った手の上に、シルヴィは自らの手をそっと重ねた。

　──カラン。

　床に落ちる金属刃。

「安心してください。わたし、殿下の味方です」

　震える少年の背中に手を回して。

　シルヴィは、まだ華きや
 奢しや

 なその身体を優しく抱き寄せた。

「ね？」

「……うっ、うあぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！
 」

　胸のなかで泣き崩れる少年。

　今の今まで耐えていた緊張の糸が切れ、心の奥にあった不安と恐怖とが噴出したのだ。おそらくは、心の中でずっと待っていたのだろう。こうして抱き寄せてくれる人間を。

「大丈夫ですよ。もう、大丈夫です」

　必死に抱きつくエド王子の背中をさすってやる。

　嗚咽を漏らす少年を抱きしめ返して、シルヴィは頷いた。

「殿下のために、わたしも頑張ります」





[image: ]






　薄墨を流しこんだように暗い夜の天球──

　夕陽の残ざん
 滓し

 さえも地平線の彼方に沈み、冷たい夜風が南アルトリア王国の城下町に吹きこんでいく。

「事情は理解した」

　そう言ったのは黒ずくめの代行者ハンター

 だった。

「窓ガラスが割れる音と悲鳴が聞こえた。最寄りの部屋にいたエド王子が気づいて駆けつけたところ、吸血鬼ヴアンパイア

 らしい怪物が人間を襲っているところを目撃した。兵士たちが慌てて聖水を投げつけたが怪異エネミー

 には効果なしだった……と」

　椅子に腰かけた姿勢のノア。

「兵士たちが怪異エネミー

 を抑えている間にエド王子は部屋に逃げた。だが翌朝、その兵士たちに怪異エネミー

 のことを尋ねても兵士たちは覚えていなかったと。まあ当然だな。集まった兵士たちが返り討ちにあって吸血されたなら、怪異エネミー

 のことを喋るはずがない」

「や、やっぱりそうなの……？」

「傀かい
 儡らい

 になった人間は行動を制限される。血を吸った吸血鬼ヴアンパイア

 のことを喋るなと言われれば、そうやって『覚えてない』と答えることもありえる」

　エド王子は、蒼そう
 白はく

 の表情で目をみひらくばかり。

　今はシルヴィの隣に密着気味に腰かけて、テーブルを挟んで座るノアをじっと見つめている。

「部屋に籠もって正解だったな」

　一方のノアは飄ひよう
 々ひよう

 とした口調で。

「とはいえ厄介な状況だ。吸血鬼ヴアンパイア

 に襲われて傀儡化した兵士、そしてお前がかけつけた時に襲われていた人間が特定できていないとは」

「だ、だって仕方ないだろ……真っ暗だったし……集まってきた近衛兵も、顔なんか見る余裕なんてなかったんだから！」

　お逃げください。

　兵士の誰かが叫んだ言葉に従って、エド王子はがむしゃらに部屋まで走るしかなかった。誰が怪異エネミー

 に襲われていたのかも確かめる余裕はなかった。

「取り急ぎの応急処置だ。近衛兵全員と王宮にいるすべての使用人、それに家臣と王族を集めて片っ端から聖水を飲ませろ。一日一瓶、二日間にわたってだ。何人が傀儡になっているかわからないが、傀儡化の原因である魔素はそれで消える」

「……わ、わかった。僕から王に頼むよ」

「だが大敵ゼルネツツア

 の犠牲者が紛れこんでいる場合は、別の手だてが必要だな」

　椅子によりかかってノアが嘆息。

「奴の吸血は、通常の吸血鬼ヴアンパイア

 とは比較にならないほど凶悪だ。聖水の服用によって発症を抑えることはできるだろうが、必要な聖水の量がまるで違う」

　人間をただ傀儡化する魔素。

　人間を怪異エネミー

 へと変貌させる魔素。

　より強力で異質とされる大敵アークエネミー

 ゼルネッツァの魔素を打ち消すには、それを越える膨大な聖素が必要になる。

「この王宮では、外部の者に対して聖水を飲ませる識別方法を取り入れている。だがあの聖水は、おそらく水で何倍にも薄めたものだ。そうだな？」

「う、うん。七倍に希釈してるって侍女レベツカ

 が言ってた。そうしないと足りないから……」

「原液だ」

　ぴしゃりと断言する黒ずくめの代行者ハンター

 。

「量は少なくていい。だが大敵ゼルネツツア

 に襲われた人間に服用させるために、まったく薄めていない聖水の原液が必要になる。王宮になければ教会に命令して取り寄せろ」

「……うん」

　唇を噛みながら弱々しく頷くエド王子。

　王宮に侵入した怪異エネミー

 には、兵たちが希釈した聖水を浴びせても通じなかったという。その時点でもかなり強力な相手であると推測できる。

「現時点でとれる手は以上だ。あとは怪異エネミー

 を見つけだすまで王宮の捜索だな。城下町の探索はダヴィデたちが着手してる。それと聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 もだな。宮殿の警備は近衛兵だけなのか？」

「う、うん。僕がそうお願いしちゃったから……」

「それでいい。明日から俺とエルザとで、王宮を端から端まで探索していく。明日は一階、明後日は二階といった具合にな」

　この宮殿は三階建て、そして地下の備蓄倉庫。

　一日一フロアとすれば四日ですべての探索が終わるだろう。中庭の探索を含めても五日あれば怪異エネミー

 の居場所を特定できる計算だ。

「シルヴィは？」

　机の下で、隣に座る少年がぎゅっと裾を掴んできた。

「シルヴィも探索に行くの……」

「こいつはお前の護衛だ。怪異エネミー

 が、いつ目撃者を狙ってくるかわからない」

　怯えを隠せない王子の声。

　それを知ってか知らずか、ノアが視線を向けた先はシルヴィだった。

「常にエド王子の隣にいろ。外出時も睡眠時も一緒にだ。食事は二人分を部屋に運ばせればいい。十二時と二十四時を目安に一日二回、俺とエルザで確認に来る。何かあれば連絡しろ。できるな」

「が、頑張ります！　だからエド殿下も安心してください！」

　裾を掴む少年の前で力いっぱい拳を握ってみせる。

「俺からの話は以上だ。──エルザ」

　ノアがふり返ったその先に。

　テーブルのまわりに集うノア、シルヴィ、エド王子の会話に混じらず、王子愛用のソファーに我が物顔でもたれかかる白髪の少女がいた。

「お前からは」

「私？」

「お前、さっきから何か言いたげに俺の方を向いていただろう」

「別に無い。だがあえて言うとすれば……臭う。ノア、貴様まだ気づかないのか」

「なに？」

　不穏な言葉を発するエルザ。

　無表情に近い不機嫌顔が、今は眉間に皺しわ

 を寄せてテーブル側を睨んでいる。

「どういうことだエルザ」

「貴様だ。そこの金髪の人間」

「……ぼく？」

　ぽかんと、狐きつね

 に摘まれたような表情で口を半開きにするエド王子。

「貴様臭うぞ」

「ど、どういう意味ですかエルザさん!?
 　エド殿下は怪異エネミー

 なんかじゃ──」

「そうじゃない。だから『臭う』と言っているだろう。とにかく汗臭いんだ貴様は」

「…………
 はい？」

　そう言われてみれば確かに。

　三日前の夜に怪異エネミー

 を目撃して以来、ずっと部屋に籠もっていたというエド王子。トイレは個室が用意されているが風呂はない。

　つまりずっと汗を流していないのだ。

　皺だらけの服を見るに、緊張の連続で服を着替える精神状態にもなかったに違いない。

「殿下、お風呂に入りましょう。わたし浴場の前まで付きそいますから」

「元シスター。何か勘違いしていないか」

　ソファーに沈みこむエルザが、エド王子を指さしてみせた。

「入浴中に、怪異エネミー

 がソイツを狙わないと誰が決めた」

「……え、ええと？」

「ノアはこう言ったぞ。『常に隣にいろ』と。その護衛内容に例外はない」

「…………
 」

　ぴしりと背筋が凍りつく。

　エルザと、そして首を傾かし

 げたままのエド王子とを何度も見比べて──

「まさか……」

「入浴も一緒だ。きちんと湯船まで同行しろ」

「待ってくださいってば!?
 」

　思わず立ち上がる。

「わ、わたしはその、聖教に仕える由緒正しきシスターとしてですね、生涯を添い遂げる殿方にしか……あのぉ、肌を見せてはいけない不文律がありまして……」

「元シスターだから問題ない」

「問題です！」

「それが使命だ」

「うぅ」

　がっくりとテーブルにくずおれる。

　……女神イリア様、ごめんなさい。

　……エド殿下は子供ですので今回だけはお許しを。不ふ
 埒らち

 な意図はないんです。

「シルヴィ？」

「いいんです。エド殿下、何も気にしないでください」

　まだ意味を理解しきれていない純朴なエド王子を見下ろして、シルヴィは深々と微苦笑の溜息をついたのだった。





５





　光さす広間。

　太陽が地平線から昇りきる前から、シルヴィは謁見の間を訪れていた。

「良かろう。王宮に貯蔵されている聖水を近衛兵、使用人に支給する。不足する分は急ぎで聖教教会に用意させよう。聖水の原液の手て
 筈はず

 もな」

「あ、ありがとうございます！……無む
 茶ちや

 をお願いしてしまって」

「構わぬ。そのために毎年高額を教会に寄付しているのだ。ここぞという時にこそ聖教やつら

 には働いてもらわねばならぬ」

　立派な髭をたくわえた恰かつ
 幅ぷく

 のいい壮年の男。

　南アルトリア王ウィンザー十二世が、肘掛けに頬杖をつきながら頷いてみせる。

　豪快かつ厳格という古風な王の雰囲気を湛たた

 えているが、初対面のシルヴィに対しても驚くほど真摯な態度で話を聞き入れてくれていた。

　その理由はおそらく──

　シルヴィの左手を握って離さない少年の姿が、隣にあったからだろう。

「こちらこそ礼を言わねばならぬ。エドが部屋から出てこないと聞いて、いったいどう説得しようかと頭を悩ませていたところだ」

「……だって」

「良い良い。ははっ、すっかり懐いてしまったようだな」

　シルヴィにだけは素直なエド王子。

　昨夜、シルヴィ自身は葛藤があったものの入浴を共にし、夜も彼が寝付くまで添い寝してやって……その甲か
 斐い

 あってかウィンザー王の言うとおり、まるで親猫に寄りそう子猫のようにシルヴィに信頼をおいてくれるようになったのだ。

　部屋の外に出るのは昼間でも怖いということで、謁見の間に立っている時もシルヴィの手を握った状態である。

「この子は幼くして両親に先立たれてな。私と王妃にも跡継ぎがおらん。ゆくゆくは国の後継者になるはずのところなのだが……どうにも人見知りが強い」

「い、いえ。殿下はとても優しい方ですよ。それに聡そう
 明めい

 でいらっしゃいます！」

　エド王子が握る手は、常にシルヴィの左手だ。

　それはシルヴィの右手の人差し指が、彼の持っていたペーパーナイフで傷ついて小さな痕が残っているから。

　出血した傷に触れて傷が広がってはよくないから、と。

　今日の朝、エド王子がおずおずながら口にした言葉を聞いた時には、シルヴィは素直に彼の心遣いに感心した。

「しかし済まぬな。あいにくと王妃つま

 は先日の怪異エネミー

 騒動のせいで働き詰めで、疲労を取るため部屋で休ませておる」

「さぞお忙しいことかと思います。陛下もこのたびは……」

「王は休めぬからな。疲労は食事で紛らわせておるよ」

　恰幅のいい腹を揺らして笑う王。

「代行者ハンター

 ノアも、数年前にヴィクトリアが訪れた時に連れてきていた。私も王妃もよく覚えている。態度も恰好も見るからに風来坊といった男だが、腕が確かであることに疑いはない。一任するとしよう」

「は、はい！　今はたぶん……王宮に潜んでいる怪異エネミー

 を捜しているところです」

「期待している」

　ウィンザー王に大きく頭を下げて、シルヴィは謁見の間を後にした。
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　正午。

「……つまらん。鼠ねずみ

 一匹出てこなかった」

　王子の部屋に戻ったエルザが不機嫌そうにソファーに沈みこんだ。

　もちろんエド王子のソファーなのだが、よほど座り心地がいいのか昨日今日とでエルザの定位置になっている。

「人間だらけの王宮を六時間も歩きまわって成果なし。怪異エネミー

 の臭いはそこら中に漂っているのに、肝心の姿が見つからない」

「今日は一階の探索ですよね？」

「うむ。屋敷の部屋を片っ端から開けて確認する作業の繰り返しだ。兵士たちの宿直場、更衣室、トイレ、厨房。午後からは使用人たちの個室と執務室か」

「女性の更衣室も……ですか？」

「当然ノアが確認する。探索に例外はない」

　徹底している。

　しかも探索では決して他人の手を借りず、王宮すべての部屋を自分の目で確かめるというのだから恐るべき執念と行動力だ。

「そのノアさんは？」

「王宮の玄関で、昨日出会った代行者ハンター

 と話していた。長くなりそうだったから私だけ先に戻ってきた。……歩きまわって限界だ」

　そう答えるエルザの額にはうっすらと汗が滲んでいる。

　中身が怪異エネミー

 であっても肉体がノアの義妹のものである以上、歩けば疲れるし汗もかくというわけなのだろう。

「やれやれ、人間の身体は不便極まりない。特に女の身体は男と比べて筋肉が少ないからすぐ疲れてしまう。元シスター、そういえば貴様はずいぶんと身体を鍛えているな。私の魔素から逃げきった運動能力といい。貴様、実は男か？」

「女です！……見てわかってください！」

　こう見えて、体型にはこっそりと自信があるのだ。

　日々の鍛錬で二の腕や腹部は健康的に絞られているし、薄着の上からでもわかるくらい胸の膨らみだってある。細身の姉カタリナには羨ましがれ、たまたま着替えを見かけた神父ニコルからも「……淫らな身体だ。実にシスターらしくない」という嬉しいような嬉しくないような感想をもらったほどである。

「ふむ。確かに言われてみれば」

　品定めでもするようにエルザがこちらを眺めてくる。

「聖教の鍛錬で強力な聖素を宿し、肉体性能も怪異エネミー

 と戦えるほど。容姿もまあ悪くない。ふむ、お前の身体も私の憑依先にふさわしいかも」

「嫌です!?
 」

「冗談だ。今の憑依契約が未完了の間は、私だって器を変えたくてもできないところだ。そもそも私がその気なら、獲物に前もって教えてやるわけがないだろう」

　ソファーにうつぶせになるエルザ。

　その表情が珍しく微笑を湛えているのは、慌てたシルヴィの様子が面白かったからなのだろう。

「ふふ、貴様は本当にからかい甲斐がある」

「……憑依契約？」

「い、いえいえ！　エド殿下は気にしなくて大丈夫ですから！」

　不思議そうに首を傾げる少年の肩を掴み、シルヴィは全力で首を振ってみせた。ただでさえ怪異エネミー

 に怯えている彼がエルザの正体を知れば大騒ぎだ。

　そんな折に──

　部屋の扉が何者かにノックされた。

「ひっ!?
 」

　反射的にシルヴィの背中に隠れるエド王子。

「……だ、だれ？」

「ノアだな。最初に二回、その後に素早く三回のノック。奴が決めている合図だから元シスターも覚えておけ」

　ソファーから起き上がったエルザが、暢気な歩調で扉の前まで歩いていく。

「遅かったな」

「ダヴィデに頼んで届け物をしてもらっていた」

　両手をコートのポケットに入れた姿のノア。

　重量のある自動拳銃二丁を装備して王宮を探索し続けた後ながら、エルザとは対照的に息一つ切らしていない。

「そっちの状況は？」

「え……ええと。朝に侍女レベツカ

 さんがいらっしゃって朝ご飯を運んでくださいました。後は、近衛兵さんが三人でお部屋を尋ねてきて」

「何時だ」

「朝九時四十三分です」

「扉は開けたのか」

「いえ。扉の中からエド殿下が返事をして、それで了解してもらいました」

「言いつけどおりだな。その調子だ」

　ノアがテーブル前の椅子に腰かける。

　懐から細長い紫色の木箱を取りだして、シルヴィの目の前においてみせた。紫──それはヨハン教義派の神父とシスターが着用する修道衣の色である。

「これ、ヨハン教義派の聖水ですか？　しかもこんな木箱に入ってるってことは、まさか希釈前の……」

「原液だ。ダヴィデに頼んで調達させた。手に入れたのは一瓶だけだがな」

　聖水の原液は、同重量の純金よりも高価で取引される。

　もともと稀き
 少しよう

 ということもあり、聖水の原液は聖教関係者にしか配布されないのが原則だ。それこそ一国の王による勅令があって初めて教会の外に持ち出される。

　それを、こうもたやすく手に入れてしまうとは。

「この部屋の扉と窓ガラスに聖水の原液を散布しろ。余りはベランダにばらまけばいい」

「……本当に予算度外視ですね」

　怪異エネミー

 の侵入対策としては基本中の基本。

　だが薄めた聖水ならばともかく、原液の散布というのは教会でもまず行わない。

　これをトスカリア自治区の教会でやればニコル神父が泡を吹いて倒れるだろう。それくらい凄まじい「原液の無駄遣い」なのだ。

「ノアさんの探索はどうでしたか」

「何もないという意味で順調だな。大敵ゼルネツツア

 はもちろん、奴が潜んでいたと思おぼ

 しき痕跡もなかった。奴が一日でも潜んでいれば魔素がそこに滞留してエルザが気づくが、反応なし。まあ半分予想どおりだ」

　見つからないことが予定調和である。

　それが空元気の類ではないことは、ノアの声に一切の焦りがないことからシルヴィにも容易に察しがついた。

「相手は、こんな追跡を何百年も逃れてきた大敵アークエネミー

 だ。容易に姿を見せるわけがない。仮に、今日一日で見つかるようなことがあれば罠わな

 を疑うべきだろうな」

「……まるで知恵比べですね」

「その認識を常に持っておけ。おそらく今日一日で見つかることはない。探索場所が一階だからだ」

　王宮の中でももっとも人の通りが多いフロアである。

　怪異エネミー

 からしても人目に触れる可能性の高い場所に隠れる理由がない。

　さらに言えば、王宮の玄関には代行者ハンター

 や聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 たちも訪れる。大敵ゼルネツツア

 ほど頭の回る怪物が一階に隠れ潜んでいることはないだろう。ゆえに今日の探索で見つからないのはノアも承知の上というわけだ。

「明日、二階を探索する。明後日は三階だ。シルヴィ──」

「はい」

「…………
 いや」

　ふと、ノアが何かを躊躇って言葉を句切った。

　珍しい。いやシルヴィの知るかぎりこれが初めてだったかもしれない。常に確固たる自信を滾たぎ

 らせているこの男が、言葉を濁したという出来事は。

「ノアさん？」

「一つ気になることがあるが、それは明日の探索を終えた後だ。それまではこのまま探索を続ける。行くぞエルザ」

　ノアが立ち上がってソファーへと向かう。

　眠そうに腰かけているエルザの手を引っ張って起き上がらせて、彼女を引きずるようにして彼は部屋を後にした。
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　ウィンザー王宮の怪異エネミー

 捜索──

　一日目は宮殿の一階。これは何一つ手がかりを得ずに終了した。

　二日目は宮殿の二階。

　だが二日目も、正午に一度戻ったノアからは発見なしという報告を受けている。

「エド殿下。エド殿下、だいじょうぶですか？」

「……う、うん」

　椅子によりかかる少年が眠たそうにアクビを噛みつぶした。

　両手でティーカップを握っているものの、彼本人は眠気覚ましの紅茶を飲みきる前に、半分夢心地の顔つきである。

「シルヴィ、いま何時」

「夜の〇時十八分です。〇時にノアさんが探索を終える予定なので、そろそろ戻ってくるんじゃないかと思います。もう一頑張りです」

「うん……」

　カップに口をつける金髪の少年。

　部屋の扉がけたたましくノックされたのは、まさにそんな折だった。

「うぅ。足が、足がもう動かない……」

「日々の運動を怠るからだ。その身体は義妹ミラ

 のものだから鍛えておけと言っている」

　エルザの掠れ声とノアの一刺し。

「俺だ」

「はいはい、いま開けます。きゃっ？」

　扉を開けるなり倒れてきたのは白髪の少女だった。

　シルヴィの肩へとくずおれて、抱きついたまま離れようとしない。

「ソファー……
 」

「わ、わかりました。運べばいいんですね！」

　腰に手をそえて持ち上げてソファーへ。

　シルヴィとそう変わらない背丈なのに驚くほど軽い。ワンピースごしに触れる彼女の身体は、喩えるならば、触れただけで萎しお

 れてしまいそうな花のように華奢だった。

「……もう、なぜ私がこんな手間をかけねばならないのか」

　ソファーにうつぶせで倒れこむエルザ。

　一方のノアはといえば、そんな彼女の様子など気にも留と

 めない様子で、エド王子の正面に腰かけて。

「二日目総括。といってもエルザの様子で察しはついているだろうが」

「うん……」

「宮殿の二階にも大敵ゼルネツツア

 の痕跡はなかった。この屋敷で残っている未調査エリアは、これで三階と地下の備蓄庫。そして中庭の計三箇所だ」

　三日目には三階。

　四日目には備蓄庫と中庭をまとめて捜索するという。

「シルヴィ、エド王子、ここで一つ質問だ。怪しいのはどこだと思う」

「怪しいって……」

「怪異エネミー

 が隠れてる場所？」

　ノアからの不意打ちに、シルヴィはエド王子と顔を見合わせた。

　心を怪異エネミー

 にしろ──エルザからそんな助言を受けたのは記憶に新しいが、この宮殿のどこに大敵ゼルネツツア

 が潜んでいるのかなど想像もつかない。

「じゃ、じゃあ地下の備蓄庫だ！」

　手を上げたのはエド王子。

「なぜそう思う」

「……暗くて冷たいし、三階と中庭と比べたら人の行き来も少ないから。せいぜい近衛兵が一日一回、見回りに行くくらいだし」

「シルヴィはどうだ」

「ええと、わたしも殿下と同じです。理由も一緒で……」

「なるほど」

　腕組みで応じる黒ずくめの代行者ハンター

 。

「ノアさんの答えは」

「わからない
 」

「はい？」

「見つけようがない。王宮の隅から隅までを探索しても奴は俺から逃げきるだろう。それが俺の答えだ」

「……ちょっと待ってよ!?
 　それどういうこと！」

　机を叩いてエド王子が声を荒らげた。信頼できると思っていた代行者ハンター

 が今になって弱音を吐いた。少年が動揺するのも当然だろう。

　だが──

　少年の正面に座る彼の目は、まるで戦意を失っていなかった。

「待ってください殿下」

「シルヴィ？」

「……ノアさんの話を聞いてあげてほしいんです。まだ続きがあるはずですから」

　そうですよね？

　言葉でなく視線でそう問いかけるシルヴィに、黒ずくめの代行者ハンター

 の応えは力強き無言の首肯だった。

「なぜ見つからないのか。答えは簡単だ、奴ゼルネツツア

 にとっては俺がこうして王宮中を探索することも想定済みだろうからだ。俺の動きも監視されているはず。奴自身か、あるいは奴以外の手先スパイ

 が王宮に潜んでいるのかはわからないが」

　怪異エネミー

 を討伐するための探索。

　人間が怪異エネミー

 を追いつめているように思えるが、実はその動向さえ看破されて逆に監視されてしまっている。

　それが彼ノア

 のはじき出した推測だった。

「だから先に言っておく。明日と明後日で全フロアの確認が終わるが、奴ゼルネツツア

 が見つかる可能性は極めて低い」

「……もし怪異エネミー

 が見つかったら？」

「奴の罠を疑え。まあ、それでも見つからないよりはマシだがな」

　言って、水差しから一口分の水をグラスにそそぐノア。

　この水もわずかではあるが聖素を加えてある。王宮備蓄庫の聖水をさらに飲料水で薄めたものだ。

「ねえ、どうしてそう思うの？」

　代行者ハンター

 を見上げるエド王子。

　今の話を聞いた者ならば誰もが浮かべる疑問だろう。まだ王宮の一階と二階しか見回っていないのに、なぜこうも飛躍した推理を思いつくことができるのか。

「今日で五日目だ。そうだなエド王子」

「……どういうこと？」

「お前が怪異エネミー

 を発見してからの経過日数。おかしいと思わないか？　この五日間で人間側は北アルトリアから代行者ハンター

 が応援にかけつけ、聖教も聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 を派遣した。さらに王宮内は俺がフロアを回って隠れ場所を一つずつ潰してる。追いつめられつつあるのは怪異エネミー

 側だ。そうだな」

「う、うん」

「なのに、なぜ奴ゼルネツツア

 は何もしてこない？　俺が引っかかるのはそこだ」

　怪異エネミー

 が潜んでいるのは確実。

　それはエルザが魔素を感知しているから間違いない。

「代行者ハンター

 と聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 が集結し、宮殿も隠れ場を潰されつつある。なのになぜ奴ゼルネツツア

 は逃げない？　逃げないのであればなぜ動かない？　考えられるとすれば」

　ノアが視線を寄せる。

　彼が見据える先は、ソファーに無言で座りこんでいるエルザだった。

「────
 」

　左手を振って応じる白髪の少女。

　先を続けろと言わんばかりに。

「奴ゼルネツツア

 は、あえて『待機』を選択している」

「……この王宮で？　ど、どうしてさ！」

「さあな。だがエド王子、お前がいつか王に即位した時のために一つ覚えておけ。怪異エネミー

 を侮るな。奴らは人間以上に狡こう
 猾かつ

 で周到であると知れ」

　グラスの水を口にして、ノアが唇を湿らせる。

　聖素を含んだ水。それをわざわざエド王子の前で飲んでみせる行為は、彼自身が怪異エネミー

 でないことを証明するためのものだろう。

　一日一回、ノアは必ずエド王子の前で聖水を飲んでみせている。

「話の順番が逆になったが、それが一つ前の質問に対する根拠でもある。明日と明後日で俺は王宮の全フロアを調査する。だが奴はその探索から逃げおおせるだろう。なぜならば、奴には最初からこの状況が予想できたはずだからだ」

　探索されようと見つからない自信がある。

　だからこそ王宮に留まるという「待機」の選択肢を取り続けているのだ。人間に見つかる恐れがあるなら、とっくに逃げるか行動に移っているはずだから。

　……本当にすごい。

　……そんなこと、わたしには思い浮かびもしなかった。

　この五日間で怪異エネミー

 側に動きがない。その違和感から大敵ゼルネツツア

 が持久戦を求めていることを察知し、ノアの動きを見張っていることを逆に看破する。

　怪異エネミー

 との心理戦。

　自分シルヴイ

 がここまでの域に到達するには、いったいどれだけの修練が必要なのだろう。

「……ごめん。怒鳴っちゃって」

　シルヴィと同じ感想を抱いたのだろう。エド王子がしゅんと頭を下げた。

「奴ゼルネツツア

 の隠れ場を特定できないのは俺の不手際だ。謝る必要はない」

　腕を組むノアが天井を見上げる仕草。

　宙に視線をさまよわせながら。

「無論のこと探索に手を抜く気はない。明日と明後日、探索は予定どおり行う。そこで奴ゼルネツツア

 の手がかりを見つけられれば良いが」

「見つけられない時はどうするの……」

　不安げに口を開く少年。

　怯えの感情を映す瞳に向かって、黒ずくめの代行者ハンター

 は宣言した。

「その時は、エド王子、お前に協力してもらいたいことがある」














６





　過ぎゆく時。

　ノアが王宮で怪異エネミー

 探索を始めてから四日を数える。否いや

 、既にその四日目の探索さえ終わりつつあった。

　更けていく夜。

　聖水で浄化した窓ガラスに手をついて、シルヴィは眼下の光景を眺めていた。

「今日も静かでしたね……」

　丘陵に建てられた王宮から見下ろす展望。

　薄墨色に染まった城下町に点とも

 った明かりが一つ、また一つと消えていく。繁華街ではまだ賑やかな飲食店もあるのだろうが、居住区では街灯の光を除いてはほとんどの民家から明かりが消えてしまっている。

　消灯、そして就眠。

　既に深夜二時を過ぎている。民衆の多くが眠りにつくのも当然だろう。

「ねえシルヴィ、あの明かりは？」

「篝かがり
 火び

 だと思います。ダヴィデさんたち代行者ハンター

 と、あと聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 が夜通しで町を見回りに出ているはずですから」

　夜に蠢く怪異エネミー

 を照らすための火。

　明かりだけが目的なら電灯でいいのだが、わざわざ市街地の各所で火を熾おこ

 すのは、強力な再生能力をほこる怪異エネミー

 を焼滅させるために火が必要となるからだ。

「……そう」

　隣に立つエド王子が陰を残した表情でうつむいた。

　怪異エネミー

 が見つからないことが心の重荷となっているのだろう。

　シルヴィが添い寝することで睡眠は取れているが、その眠りは常に浅い。

　寝ているエドの隣でシルヴィが身体を動かした拍子、ほんの小さな衣きぬ
 擦ず

 れの音でも驚いて跳ね起きてしまうほどだ。

「だけどノアが遅くない？」

「ええ。わたしも少し気になってます」

　柱時計が指す時刻は深夜二時十五分。昨日までのノアならば深夜〇時をメドに見回りを終えて、遅くとも深夜一時には部屋に戻ってきていた。

　それがもう一時間以上遅れている。

　……まさか吸血鬼ヴアンパイア

 を見つけた？

　……不意を襲われて、今まさに交戦なんか……してないよね。

　机においたままの無線機を見つめる。片手が塞がってしまうことからノアは非常時以外には使わないと言っていたが、今がその非常事態だとしたら？

　無線機を使うべきか否か。

　ためらいながらもシルヴィが黒塗りの機器に触れようとした、その矢先。

「遅くなった」

「おい開けろ。戻ったぞ」

　脳裏に描いていた二人の声が、閂のかかった扉ごしに伝わってきた。

「いま開けるよ！」

　安堵の表情で扉へと駆けていくエド王子。重厚な金属の閂が甲高い音を立てながら外れ、黒ずくめの代行者ハンター

 と白髪の少女が現れる。

「ど、どうだった？」

「昨日と同じだ。王宮の一階から三階、地下と中庭。いずれも怪異エネミー

 が潜んでいる痕跡は見あたらなかった」

「…………
 」

　唇を噛みしめる王族の少年。

「なら──」

「二人とも外出の準備をしろ。今から奴ゼルネツツア

 の塒ねぐら

 へ向かう」

　その一言に。

　シルヴィは、エド王子とともに顔を見合わせていた。

「あの、どういうことですかノアさん？　いま何て」

「一箇所だけ捜していない場所がある。消去法だ。奴ゼルネツツア

 が隠れているとすれば、もうそこしか残っていない」

「でもどうしてエド殿下まで同行を……？」

　隣に佇む少年も、驚いた様子でうんうんと頷くばかり。

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァが潜んでいると疑わしき場所に、こんな小さな少年を連れていく理由が思いつかない。

「近衛兵に見張られた場所だ。通行許可がいる。そう言えばわかるな？」

「え……」

「この王宮は三階建て。だが一箇所だけ四階にあたる部屋がある」

「…………
 」

　呆然と立ちつくしていた少年が、何かに気づいたように華奢な肩をふるわせた。

　信じがたい。

　信じたくないというノアへ縋るような眼差しで。

「……嘘うそ

 、だよね？」

「もうそこしか考えられない」

　だが──

　黒ずくめの代行者ハンター

 が己の発言を撤回することは、なかった。

「王宮四階、ウィンザー王と王妃の部屋。奴ゼルネツツア

 はそこにいる」
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　ウィンザー王宮三階。

　天井と壁とに取りつけられた照明が、深夜においても真昼のごとく眩しく通路を照らす。その輝きの下に浮かびあがるのは四人分の人影だった。

　ノアとシルヴィ、二人の間に挟まれるかたちでエド王子。そして最後尾、一人興味なさげに腕を組みながらついてくるのがエルザという隊列である。

「ウィンザー王との謁見を思いだせ」

　唐突に。

　先頭を行く黒ずくめの代行者ハンター

 がふり返り、シルヴィとエド王子へと横顔を向けた。

「王は玉座にいた。だが王妃はどうだ？」





〝王妃つま

 は、疲労を取るため部屋で休ませておる〟





　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァに吸血された人間は、およそ二十四時間から四十八時間の中で体調不良を訴える。シルヴィの姉カタリナがまさしくそうだった。

「王妃が怪異エネミー

 になったっていうの……？」

　蒼白の表情で呟くのはエド王子だ。

「そうだ。そうすれば奴ゼルネツツア

 が堂々とそこに居座れるからな」

「で、でもおかしいよ！　もしそうなら王がすぐに気づくだろ？　だって同じ部屋で寝てるんだよ」

「俺もそう思っていた」

　再び歩きだすノア。

　硬質な靴音を響かせながら、黒ずくめの代行者ハンター

 は先を続けた。

「歴史上、怪異エネミー

 が国の王にすり替わる事件は何度か起きている。だが、そのすり替わりは結局、どう上手く化けても周囲に気づかれるものだ」

　王に異常があれば王妃が気づき、王妃に異常があれば王が気づく。

　王と王妃二人ともがすり替わってしまった場合には、側近である家臣が気づく。ゆえに怪異エネミー

 のすり替わりが完全に成功した記録は今までない。

「そして今回、ウィンザー王は怪異エネミー

 化していない。その王が王妃の異常を告げていないのだから王妃には何も起きていないと思っていた」

「……違うの？」

「王が傀儡化されていれば説明がつく
 」

「あっ!?
 」

　静寂の満ちる通路で、シルヴィは思わず声を張りあげていた。

　……そっか、そうだよ。

　……王と王妃を襲ったのが別の吸血鬼ヴアンパイア

 なら、そういうことが起こりえるもの。

　王妃は、大敵アークエネミー

 ゼルネッツァによって怪異エネミー

 化。

　王は、別の吸血鬼ヴアンパイア

 によって傀儡化。

　王妃が怪物へと変わり果てたとしても、傀儡化した王ならばそれを周囲の者に漏らすことはない。さらに寝室を立ち入り禁止と王が命ずれば、怪しむ者はいたとしても王妃の怪異エネミー

 化が明るみに出ることはない。

「つまり王の寝室は、怪異エネミー

 が潜むには最適の場所ということだ」

「……そんなっ」

「今にして思えば、奴ゼルネツツア

 がトスカリア自治区に逃げこんだのも偶然とは考えにくい。奴の逃走先に別の吸血鬼ヴアンパイア

 がいたこともな。奴はこの南アルトリア王国を乗っ取る実験台としてトスカリア自治区を選んでいたわけだ」

　別の吸血鬼ヴアンパイア

 に働きかけて人間を襲い、傀儡化する。

　その傀儡化した人間が注目を集めている水面下で、大敵アークエネミー

 ゼルネッツァに吸血された人間たちが怪異エネミー

 へと変貌していく。

　確かにトスカリア自治区とまるで同じ状況だ。

　……なんて。

　……なんて計算された襲撃なんだろう。

　下唇を噛みしめる。

　姉カタリナの怪異エネミー

 化は、この王国乗っ取りの実験台に過ぎなかったというのか。

「…………
 」

「拳がふるえているぞ。元シスター」

「……平気です。わたし、冷静でいるようにしますから」

　握る拳を指摘するエルザへとふり返る。

　精一杯の作り笑いで応じるつもりが、引ひ

 き攣つ

 って歪ゆが

 んだ表情にしかならないとしても。

「こういうこと
 に決着をつけたくて来たんですから」

　三十三体の大敵アークエネミー

 。

　現代まで生き延びている十二体は、まさしく人間の振りしぼった智ち
 慧え

 を嘲あざ
 笑わら

 うかの如ごと

 き策士で、そして強大無比の怪物なのだ。

　王の執務室──

　そこにいたる階段の踊り場に立つのは、王の身辺警護を任された近衛兵二人だった。

「ノア殿？」

「この夜ふけにどうなされた。三階ここ

 は昨日、怪異エネミー

 の探索を終えられたはずだが」

　四人の姿を見るなり声をかけてくる近衛兵。

「怪異エネミー

 の居場所が判明した」

「なにっ？」

「ついてはウィンザー王へ緊急の報告がある。通してもらいたい。そうだなエド王子」

「頼む。責任は……僕がとるから！」

　叫ぶように声を発して。

　金髪の少年は、近衛兵の間をすり抜けて階段を一気に駆け上がった。それに続いてノア、シルヴィ、最後尾にエルザ。

「殿下!?
 」

「待たれよ。いま王は──」

「王などいない
 。シルヴィ、エド王子から目を離すな」

　扉に拳を打ちつける黒の代行者ハンター

 。

　ノックと呼ぶにはあまりに荒々しい。寝室に人がいれば熟睡中であっても跳ね起きるだろう。それを立て続けに三度。

「これで返事さえないのは異常だ。そうだな？」

「な、何をされるノア殿！　王妃が体調を崩されているというのに！」

「王もだ！　心労が溜た

 まっておられ──」

「待て」

　兵士二人に向かってノアがそう告げた、まさにその刹那。

　黒い霧が扉の隙間から噴きだした。

　──魔素。

　内部で溜まりに溜まったものが、寝室で収まりきらずにあふれ出した。そう判断するや、黒ずくめの代行者ハンター

 は迷わず扉の取っ手を自動拳銃で撃ちぬいていた。

　扉を貫通。

　その裏側にあった錠が砕けるやノアが扉を蹴り開ける。寝室の奥から吹きこむ風にのり、猛烈な濃度の魔素が階段の踊り場へと雪崩なだ

 れ込こ

 んだ。





「いささか遅かったではないか？」





　光の欠如した寝室の中心で──

　どす黒い魔素に覆われた人型の影が蠢いた。王の寝室でありながらも、まるでここが我が物であるかのように堂々と立ち振る舞う「招かれざるもの」が。

「大敵殲滅者アークキリング

 。話は聞いている」

　魔素が晴れ、そこに立つモノの姿が徐々に鮮明になってくる。

「聖素四重結合。あの大敵アークエネミー

 エルザリーシャを滅ぼした秘ひ
 蹟せき

 を再現したという」

「博識だな。誰から聞いた？」

「覚えていない。過去に興味がないのでな」

　それは、姿だけならば大柄な成人男性といっても通じたかもしれない。

　逆立てた黒髪に、厳めしい人相の男。だがその目には瞳にあたるものがなく、真っ白い眼球だけが瞼の間から覗いている。

　吊り上げた唇の隙間からはぞっとするほど鋭く、そして細い牙。

　ノアとよく似た黒衣で全身を包んだ吸血鬼ヴアンパイア

 。

　──『異形を撒ま

 き散ち

 らす者』

　ゼルネッツァ・Ａが、そこにいた。

「好よ

 い景観だ」

　寝室の奥へと歩いていく吸血鬼ヴアンパイア

 。

　王宮でもっとも高い位置にある窓から城下町を見下ろして、怪異エネミー

 は宣言した。

「この国は落ちた」

「ずいぶんと気の早い勝利宣言だな。それはお前がここで消えてもか？」

　ノアの銃口が、怪物の頭部へ。

「結果は変わらない。この国は今夜のうちに頂くとしよう」

「そうか。なら試すまでだ」

　迷わず引き金に力を込める。

　発射された銃弾がゼルネッツァへ。しかし弾丸が穿うが

 ったのは吸血鬼ヴアンパイア

 ではなく、その背後、ベランダに突如として昇ってきた全身白色の怪物だった。

「屍鬼グール

 だと!?
 」

　ノアの銃弾を受けて倒れる屍鬼グール

 。

　だが倒れた一体の身体を踏みつけて、二体目、三体目の屍鬼グール

 がベランダから次々と王の寝室へと這は

 い上がってくる。

「……どういうことだ。屍鬼グール

 の群れを吸血鬼ヴアンパイア

 のお前が率いているだと」

「気の合う大敵なかま

 がいる。それだけのことだ」

　吸血鬼ヴアンパイア

 が身を翻した。

　屍鬼グール

 たちが割ったガラスから、一人、宙へと身を躍らせる。

「追ってくるがいい代行者ハンター

 。お前が私の首を求める間に、この国は屍鬼グール

 によって腐敗する」

「怪異エネミー

 ……！」

「ど、どういうことだ。陛下!?
 　王妃!?
 」

　片刃剣サーベル

 をひき抜く近衛兵二人。

　王の寝室を開けてみれば、そこにいたのは吸血鬼ヴアンパイア

 。

　さらにベランダから屍鬼グール

 たちが這い上がってきつつある。事情を知らぬ者には何が起きているのかもわからないだろう。

「陛下はどこだ！」

　近衛兵二人が寝室へと突入。

　部屋の中央を突っ切ってベランダへ。手すりを伝ってよじ登ってくる怪異エネミー

 へと剣を振りおろす。

　屍鬼グール

 ──それは時に「ゾンビ」と呼ばれる怪異エネミー

 である。

　真っ白に腐敗した肉体を持ち、皮膚がこそげ落ちて筋肉と骨とが露出するという世にもおぞましい姿が最大の特徴だ。人間の死体が甦よみがえ

 ったものという伝承もあるが、怪異エネミー

 としての屍鬼グール

 は発生時からこの姿であるという説が現代では有力となっている。

　脅威となるのは、このおぞましき肉体の不死性。

　魔素によって肉体の一部が粘液状になっており、どれだけ粉こな
 微み
 塵じん

 に切断しようが一夜で再生してしまう。聖素を込めぬかぎり銃弾も剣も通じない。

「そいつらに剣は──」

「承知の上！」

　ノアの警鐘にもかかわらず突撃する近衛兵。

　振り下ろされる片刃剣サーベル

 、その刃やいば

 が切断したものは屍鬼グール

 ではなく、屍鬼グール

 が掴まるベランダの手すりだった。

『ッッッ』

　取っ手を切断されて地上へと落下していく屍鬼グール

 。

「……これで時間は稼げる。ノア殿、説明願う」

「あの吸血鬼ヴアンパイア

 、それに今の屍鬼グール

 はいったい！」

　額に浮きでた汗をぬぐう兵士二人。

　彼らが見下ろすのは下へ落ちていった腐敗の怪物たちだ。手すりに手をかけていたのは、シルヴィが目視できたのは四体だが、それで終わりとも思えない。

「時間がない。状況は──」

　そう言いかけたノアの懐中で、無線機の着信を示す機械音が鳴りひびいた。

「ダヴィデか？」

『ノアッ、……くそ、どうなってやがる、これは！』

　ダヴィデの荒い息づかいと罵声。

　さらに残響のように伝わってくるのは、周囲に満ちる悲鳴と雄お
 叫たけ

 びだった。

「状況は」

『状況も何もねぇ！　痛つ

 っ……屍鬼グール

 だ。屍鬼グール

 の群れが市壁の門を突破して雪崩れ込んできやがった。何百体いるかわからねぇ大群だ！』

「門が破壊されたのか？」

『ウィンザー王だ。王が、王妃と一緒に現れて……兵士に命令して門を無理やりに開けさせやがった。どうしようもねぇ。おそらく王も王妃も傀儡……いや、だが王妃の様子はまるで────
 スザク後ろだ！　後ろに────
 』

　ザッ、と混じる雑音。

　音がぶつ切りに遮断され、それきり無線機から何も聞こえなくなる。

「……奴が王宮に侵入して一週間。待っていた
 のはコレか」

　ノアが舌打ち。

　沈着冷静の化身とも言うべき代行者ハンター

 が漏らす、それは初めての苛いら
 立だ

 ちだった。

「危険を冒してまで王宮に残ることで俺の注意を城に釘くぎ

 づけにする。その上で城下町から屍鬼グール

 の大群か。なるほど、いかにもな計略だ」

「あの、ノアさん……」

　止められなかった。

　そう自責の念を露あら

 わにした彼の背中に、シルヴィは手を添えた。

「こんな時にいうと不謹慎かもしれないですけど……ノアさんは悪くないです」

　複数種の怪異エネミー

 が入り乱れて人間の都市に押し寄せることはあれど、今回のように屍鬼グール

 の大群を他種族が統率するのは異例極まりない。予知した上で対抗策を用意せよという方が無理がある。

　そのなかでも彼ノア

 は考えうる最善手を常に取り続けた。

　王宮に到着してからの四日間にわたる探索でも、彼がほとんど不眠不休で動いていたことはシルヴィが一番よく知っている。

「自分を、責めないでほしいんです。どうか苦しい気持ちにならないで」

「────
 」

　無言で彼がふり返る。

「が、頑張りましょうよ。まだゼルネッツァだって追いかけられます！」

「当然だ」

　たった一言、そう答えて。

「俺を励まそうとしたのか？　あいにく、こんな窮地は飽きるほど経験済みだ」

「そ、そうです……よね？」

「だが──」

　背を向けるノア。

　無線機を懐中に納め、再び両の手に自動拳銃を構えなおす。

「それでいい
 。お前はそれくらい勝ち気で、その覚悟でエド王子を守ってやれ」

「は、はい！」

「そして近衛兵。お前たちは今すぐ王宮中の人員を集めろ。兵も侍女も家政婦も家臣もすべてだ。仮眠中の者も叩たた

 き起お

 こせ。おそらく屍鬼グール

 がもう何体も王宮に侵入しているはず。それを徹底的に排除しろ」

「はっ！」

　姿勢を正して一礼。

　片刃剣サーベル

 を構えた姿で兵士二人が王の寝室を後にする。

「エルザ──」

「言っておくが、私は人間と怪異エネミー

 の戦いに手出しはしない。どちらも大嫌いだからな」

　ただ一人無言を貫いていた白髪の少女。

　大敵アークエネミー

 エルザリーシャが、バツの悪そうな表情でそっぽを向いてしまう。

「憑依契約によって私が動くのは、代行者ハンター

 としての貴様の支援サポート

 だけだ。貴様以外の人間と怪異エネミー

 との戦いは私には無関係。たとえこの国が滅亡しようと、人間に手助けして屍鬼グール

 の群れを排除する気はない」

「当然だな。怪異エネミー

 との戦いは人間の宿命だ」

「そうだろう？」

　満足げにエルザが腕組み。

「ゆえに私は、とっとと部屋に戻って朝まで寝──」

「だが代行者オレ

 の仕事は手伝ってもらう」

「なに？　私は、人間と怪異エネミー

 の戦いには干渉しないぞ。それ以外で何を手伝えと？」

「お前こそ俺の任務を忘れたか。ヴィクトリアからの依頼を思いだせ」

　北アルトリア王国女王ヴィクトリア十九世。

　彼女がノアに縋った言葉は──





〝王を守ってほしいの〟

〝国の元首が怪異エネミー

 に敗れたとなれば国民は混乱に陥るわ〟





　はっと目をみひらく大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。

　彼女も思いだしたのだろう。

　怪異エネミー

 を殲滅することではなく王を守ること。それが、ノアがヴィクトリア十九世から与えられた使命だった。

「城下町だ」

　眼下の町を銃口で指ししめすノア。

「王と王妃がそこにいるのはダヴィデとの会話で判明した。二人を俺のもとに連れてこい。なぜなら王の救出が代行者オレ

 の任務だからな」

「……屍鬼グール

 の群れの中から？」

「そうだ」

「まったく人使いが荒い。いや怪異エネミー

 使いか」

　後ろ頭をかいて白髪の少女が溜息。

　疲れはてたと愚痴をこぼしていた時と一変し、弾むように軽やかな足取りでベランダへと歩きだす。

「ノア」

　そしてふり返った。

　真っ赤な満月さながらに真紅の瞳を輝かせて。

「すぐ戻る。それまでに奴ゼルネツツア

 と決着をつけておけ」

　白髪の少女が、宙へと身を躍らせた。

　冷たい風の吹きすさぶ虚空に飛び上がり、遙か下の地上へと落ちていく。

「飛び降りた!?
 　シルヴィ、あの子が死んじゃうよ！」

「落ちついて殿下。ええとその、窓とか城壁の窪くぼ

 みに掴まってるんです。近道のため……そういうことにしてください」

　もっとも後方にいたエド王子にふり返る。

　エルザの素生を知らない少年からすれば自殺行為に見えるのは間違いないのだが、今ここでそんな説明はしていられない。

「それより殿下、戻りましょう。殿下のお部屋に」

「わ、わかった！」

「ノアさん──」

「奴ゼルネツツア

 を追う。ここで決着をつける気でいるのは俺も同じだ」

　黒のロングコートを夜風の吹くままになびかせて。

　ノア・イースヴェルト。大敵殲滅者アークキリング

 の名で知られる男は、確固たる意思を滲ませる声音でそう言った。

「気を引き締めろ料理当番シルヴイ

 。お前が手を握っているのは、この国の未来の王だ」





７





　時は、半刻ほど遡る──





　南アルトリア王国・東の城門前。

　氷のように冷たい夜風の吹きすさぶ十字路で、代行者ハンター

 ダヴィデは盛大に燃え上がる篝火へと身を寄せた。

「うお、寒ぃ。こりゃ上着を持ってくるべきだったか……」

　五百年前の『大接触』を機に、世界は怪異エネミー

 の魔素に包まれた。

　地上で生まれる魔素が空高くへと上昇し、太陽の光と熱とを遮るぶ厚い層となり、地上は急速に氷河期へと向かっている。

　その話の真否を確かめる術はないが、ここ数年という短期間においても異常気象と呼べるほどに寒い日が増えてきたというのはダヴィデ自身が感じているところである。

「いずれにせよ、さっさと北に戻りたいところだな」

　今回の怪異エネミー

 討伐は女王ヴィクトリア十九世からの勅令だ。

　北アルトリア代行者連盟リーグ

 による依頼というかたちではなく、その資金提供者からの任務となる。既に別件を受けていないかぎり拒否権はない。が、見返りとして得られる報酬は通常の怪異エネミー

 討伐の三倍ほどにまで跳ね上がる。

　……この職は、怪異エネミー

 との戦いでいつ負傷して退職リタイア

 かわからねぇ。

　……稼げるうちに稼ぐ。今回の高額案件もありがたい。そう思ってたんだがな。

　状況は一変した。

　ノアからの情報提供で、相手が大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａである可能性が出てきたからだ。吸血した人間を怪異エネミー

 へと変貌させる、吸血鬼ヴアンパイア

 の中でも有数の危険性を秘めた怪物である。

「とんでもねぇ大物だ。ったく女王も人が悪いぜ。そんな怪物が噛んでるっつぅなら先に言ってくれっての」

　だが勝算はある。

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァという怪物に対し、「不死殺し」の筆頭と言うべき代行者ハンター

 ノアの到着が間に合ったのは僥ぎよう
 倖こう

 という他あるまい。

　奴ゼルネツツア

 との決着は俺がつける──ノア本人がそう公言した。

　ダヴィデの任務は城下町を隈くま
 無な

 く探索すること。怪異エネミー

 を捜しだし、それがゼルネッツァである場合にはノアに連絡する。

「見つかれば、の話だがな……」

　わずかな違和感。

　脳裏に引っかかる小さな悪寒を、ダヴィデが意識し始めたのはいつからだろうか。

　五日間の捜索で怪異エネミー

 が影も形も見あたらない。

　王宮の窓を割って侵入しエド王子に目撃されるような迂う
 闊かつ

 な怪異エネミー

 にしては、その後の逃走があまりにも見事すぎるのだ。

　エド王子に見つかったのは故意ではないか
 ？

　そんな妄想めいた想像さえできてしまう。なにせ相手は、もう三百年以上も人間の討伐から逃れている大敵アークエネミー

 なのだから。

「ダヴィデ、寛いでいるようだな」

　背中にかかる声。

　ふり返ったそこに、篝火に照らしだされる代行者ハンター

 の姿があった。

　長身痩そう
 躯く

 に狙撃銃を担いだ銃士スザク。ダヴィデの戦友であり、しばしばチームを結成して怪異エネミー

 討伐に赴く仲だ。

「職務放棄か」

「ばか、俺ぁ今まで歩きっぱなしだったんだよ。第四区域の見回り終わったぜ」

「その酒瓶は？」

「寒さ対策にアルコール。北国じゃ常識だ」

　スザクの指さした酒瓶を掲げてみせる。

　もっとも、取りだしたばかりでまだ口はつけていないのだが。

「一人で酒宴も結構なことだが、見回り結果をまだ聞いてない」

「何かあったら連絡してる」

「……そうだな」

　頷くスザクが、篝火の前にしゃがみこんだ。

「悪い意味で平穏だ。怪異エネミー

 の動きがなさすぎる」

「同感だ。なにか臭うぜ。ノアもそれを怪しんでたみたいだからな」

「聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 は？」

「見回りの時にちょくちょく盗み見してるが、広場にキャンプを張って陣取ってるだけだ。奴らのことだし怪異エネミー

 を見つけたら大騒ぎするに決まってる。それが無いってことは連中も手をこまねいてるってことさ」

　怪異エネミー

 対策の最大勢力である聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 でさえ手がかりを掴めていない。

　だとしたら怪異エネミー

 はいったい──

　心の奥にへばりつく違和感が肥大化していくのをダヴィデが自覚した、まさにその矢先のことだった。

「陛下!?
 」

「王妃様、お待ちを！　いかがなされたのですか！」

　近衛兵たちの狼ろう
 狽ばい

 の声が響きわたった。

　代行者ハンター

 とは別行動で町の見回りに出ている兵が、篝火の前までやってきていたのだ。

　兵をかき分けて進むのは恰幅のいい中年男性。

　数々の勲章に彩られた軍服に、王としての権威を象徴する真紅のマント。さらに金細工をあしらった宝剣を腰に差している。

「ウィンザー王？　王妃まで」

　隣には、こちらは裾のふくらんだ白のドレスに身を包んだ淑女。

　夜にもかかわらず日傘をさしているせいで顔は隠れているが、傘の柄を握る真珠色の手袋は、王妃の愛用品として知られている。

　……だけど深夜の二時だぞ。

　……王も王妃もとっくに就寝している時刻じゃねえのか？

　そもそも怪異エネミー

 がどこに潜んでいるかもわからないというのに、怪異エネミー

 の活動が活発になる時刻に王宮を抜けだすというのはどういうことか。

「いかん。実にいかんぞ！　兵よ何をやっている。門が閉まっているではないか」

「は？」

　王の怒りを浴び、城門を守る兵たちがぽかんと口を半開きにする。

　南アルトリア王国を囲む市壁に設けられた四つの門は、怪異エネミー

 の侵入対策のため夜間は閉じておくのが鉄則である。

　それを忠実に守っているのに、なぜ王はこうも不機嫌なのか。

「扉を開けよ。外に我が軍が待機しておるぞ」

「わ、我が軍ですか？　お言葉ですが陛下、兵はみな宿舎に戻っておりますが──」

「王の命が聞けぬのですか」

　日傘をさす王妃が、その手にした扇子でもって門を指ししめす。

「開けなさい。逆らうのであれば処罰します。ねえ陛下？」

「うむ。う、うむ……うむうむうむうむ」

　何度も首肯するウィンザー王。

　それはダヴィデから見てあまりに奇妙な仕草だった。動きに力がなく、首肯というよりはガクガクと首を動かすだけ。

　喩えるならば。

　操り人形が見えない糸で動かされているような。

「おい、待てお前ら。王の様子がおかしい──」

「開けよ！」

　王の怒号。

　怪け
 訝げん

 な表情ながらも、命に圧お

 されて兵士たちが扉の閂を四人がかりで外しにかかる。

　ギィ、と音を立てて開いていく両開きの扉。

「ああ素晴らしい」

　歓声を上げたのは王妃アルテミシア。

　日傘が夜空へ放り投げられて、彼女の顔が篝火の明かりのもと露わになった。

「これにて国は私のもの！」

　三つ眼の怪物。

　額には鮮血色の瞳が生まれ、前髪であったものが針のような堅い棘とげ

 へと変わり果て、ドレスの裾からはトカゲじみた巨大な尾が飛びだした。

「────
 怪異エネミー

 !?
 」

「いや、だが声は王妃……まさか、そんな!?
 」

　怪異エネミー

 が人間に化けていたのではなく。

　人間が怪異エネミー

 へと変貌した。

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァの吸血能力はノアから近衛兵へと伝えられている。

　だからこそ誰もが瞬時に理解した。

　国が滅びる最悪のシナリオが、既に完成してしまっていたことを。

「さよなら王あなた

 」

　王妃アルテミシアの尾が鞭むち

 のごとくしなり、ウィンザー王を地べたへと叩きつける。

「陛下!?
 」

「いいえ今日からは私が女王。でも私の国に人間は要らない。はは、あははははっっ！」

　ドレスをひるがえすや王妃が跳躍。

　王へと駆けよってきた近衛兵の頭上を軽々と飛びこえて、そのまま王宮目指して駆けていく。既に人外と化した脚力で。

「王妃を捕らえろ！」

　我に返った家臣が発する悲壮の叫び。

　そしてそれよりも先、ダヴィデとスザクは篝火の前で立ち上がり、女王を待ち受けるかたちで立ちはだかっていた。

「おや？　あなたたち、女王わたし

 に銃を向けるのですか」

「……どうせ死なない身体だろ」

　二丁の銃を向けるダヴィデ。

　怪異エネミー

 と化した人間は、相当な重傷を負わせても致命傷に至らない。代行者ハンター

 にとっては躊躇する理由がないのだ。行動不能になるまで痛めつけて捕縛する。一夜あれば怪異エネミー

 の身体は骨折、四肢切断であっても再生してしまうのだから。

「王妃、失礼！」

　両肩の付け根めがけて放たれる弾丸。

　怪異エネミー

 の動きを止めるには身体の関節部を破壊する。そのはずが──

「無粋な」

　女王の掌が、その弾丸をことごとく受けとめていた。

　鉄製の弾丸をも受けとめる硬質の鱗うろこ

 で。

「なっ!?
 」

「怪異エネミー

 の関節を狙う？　あはは、そんなの常識中の常識。人間なら誰でも知ってることでしょう。私も兵隊長から教えてもらったわ！　見え見えよ！」

「退けダヴィデ！」

　スザクの声に反応するより一瞬早く、身体に王妃の尾がヘビのごとく巻きついた。

　みしっ。

　ダヴィデの全身から鈍い音が響き、身体があらぬ方向へとねじ曲げられていく。鍛え上げられた巨きよ
 躯く

 をほこる代行者ハンター

 の膂りよ
 力りよく

 さえまるで意に介さぬように。

「……かっ……っ……ぁ……！
 」

「あら脆もろ

 い。代行者ハンター

 ってこんなに弱いものなの？　大金をかけて雇うのが愚かしく思えるわねぇ」

　その尾でダヴィデの全身を締めつけながら嗤う怪異アルテミシア

 。

「潰れなさい」

「離してもらおう」

　至近距離。ダヴィデの背骨を砕かんとする女王の脇腹に銃口を密着させて、代行者ハンター

 スザクが引き金を弾はじ

 いた。

「っ、無礼者が……！」

　後方へとよろける怪異アルテミシア

 。

　ドレスの脇腹の部位に大穴が空きながらも、その傷口から零こぼ

 れたのはわずか一滴の血液のみ。それでも痛みは負ったのか憤ふん
 怒ぬ

 の表情でスザクを睨みつける。

「覚えておきなさい！」

　再び跳躍。

　遠ざかる背中を前に、解放されたダヴィデは地面に膝をついた。たった数秒の締めつけで意識が遠くなりかけた。

「……ぐっ。完全にバケモノの力だ……っ……
 怪異エネミー

 化しきってやがる」

「迂闊に動くな。肋ろつ
 骨こつ

 が折れてる危険もある」

　近づいてくるスザク。

　そんな彼の背後に、真白い「何か」の姿が浮かびあがった。

　大まかな背格好は成人男性に近いだろう。

　その頭皮には髪がなく、目の上には眉もない。さらに服らしき服もまとわず、露出した肌は黄色がかった白であるものの、まるで腐りかけのようにボロボロに崩れ、そこから筋肉や骨が露出している。

　彼の背後に迫ったソレは────


「スザク後ろだ！」

　噴き上がる血煙。

　屍鬼グール

 に首を噛みつかれ、同僚である代行者ハンター

 がこの世ならぬ悲鳴を上げた。

「てめぇっ、離しやがれ！」

　その顔面をダヴィデが全力で殴打するも、腐乱した怪異エネミー

 はスザクの首筋にかじりついて離さない。蒼白になったスザクの手から狙撃銃が滑りおちる。

「借りるぜスザク！」

　その狙撃銃を拾い上げ、ダヴィデは屍鬼グール

 の額へと突きつけた。

　銃声。

　頭部を撃ちぬかれた屍鬼グール

 が吹き飛んでいく。

「……っ……
 はぁ……ぐ……ぅ……
 」

「動くなスザク。止血より、まず最初に聖水だ」

　聖水のボトルを開け、血の滲む傷口を洗い流す。

　傷口から入りこむ魔素の浄化である。

　吸血鬼ヴアンパイア

 の魔素に犯された人間が傀儡となるように、屍鬼グール

 の魔素に犯された場合は傷口から肉体が腐っていくことが判明している。

　救命手段は聖水のみ。聖素でもって魔素を洗い流さなければ命はない。

「ダヴィデ、まだ奴は動いている！」

「ああそうだろうな」

　起き上がる屍鬼グール

 。

　狙撃銃の弾丸にも微量の聖素が含まれているが一撃では倒しきれない。だが屍鬼グール

 がスザクから離れさえすれば対抗策はある。

「そんなに齧かじ

 り付つ

 きたいなら、よ」

　ポーチから取りだす球体。

　その安全把をひき抜いて、ダヴィデは全力で屍鬼グール

 へと投げつけた。

「これでも食らっとけ！」

　機雷。

　ダヴィデの得意とする触発式爆弾が、屍鬼グール

 の胸に触れた途端、炎と衝撃波を撒き散らして炸さく
 裂れつ

 した。広がる炎が後方にいたもう二体の屍鬼グール

 をも巻きこんで燃え上がる。

　怪異エネミー

 を倒す選択肢は「聖素」か「炎」かの二択。

　怪異エネミー

 の身体を破壊して炎で灼く。ダヴィデの武器は後者というわけだ。

「だけどよ……ちょっと待て。これは……」

　城門にこだまする悲鳴と怒号。

　開いた門から雪崩れ込んできたのは、ダヴィデがようやくの思いで倒したばかりの屍鬼グール

 。そのとてつもない大群だった。

「これは……おい、本当に守りきれるのか」

　一国が落ちる。

　眼前に迫りつつある怪物の群れを前に、ダヴィデは呆然と呟いた。





　そして──

　ソレからどれだけの時間が経ったことだろう。

　飛び散る火の粉。篝火に照らしだされるのは、片腕や片足、下半身、さらには頭部さえ失ってもいまだ平然と地を這は

 いずり回る屍鬼グール

 たち。

　だが恐るべきは、今もまだ門から入ってくる屍鬼グール

 たちの方が多いということだ。

「……冗談じゃねえ……ぞ」

　満まん
 身しん
 創そう
 痍い

 で片刃剣サーベル

 と銃とを構える兵士と代行者ハンター

 たち。その中でダヴィデは、首に包帯を巻いたスザクと互いに背を預けるかたちで立っていた。

「こんな世界中の屍鬼グール

 から大人気になった覚えはねぇんだが……な」

「喋らせるな。こっちは首の傷が痛む」

「はっ……喋らなかったら生きてるかもわからねぇだろ」

　精一杯の苦笑で返すかたわら、ポーチに手を伸ばす。

　空になった容器。

　用意していた機雷は使い果たした。

　もとより怪異エネミー

 が群れをなすことはある。が、これほど大規模となると百年に一度あるかないかだろう。そんな大群に、たった一人が保持する火薬量で対抗しきれるわけがない。

「ノアは？　さっき無線で通話していたはずだ」

「傷が痛くて喋れないんじゃなかったのか」

「さっさと話せ」

「どうしようもねぇよ。さっきの攻防で俺の無線機がいかれた。ろくに話もできてねぇさ。王宮がどうなってるのかも想像つかねぇ」

　とはいえ王宮も襲撃を受けていることは想像に難くない。

　ノアが加勢にやってくるとは考えづらい。

「……銃弾は、右が四で左が三か」

　両手の拳銃も、残弾数は計七。この怪異エネミー

 の大群を相手取るには心許なさを通りこして絶望さえ感じる。

　その最中に。

「地響きだと!?
 」

　地を揺るがす足音に、ダヴィデは戦慄とともにふり返った。

　篝火に照らしだされる亡者たち。兵士たちの防衛を突破して、さらに何十体という数の群れが門を越え、こちらへと迫ってくる。

「……はっ」

　かろうじて保っていた戦意さえ根こそぎ刈り取られていくようだ。

　どうしようもない。消毒のための聖水さえ尽きかけている。疲労で体力も残っておらず、銃の弾丸もあと僅か。まさに刀折れ矢尽きたという他ない。

　十分、戦いつくした。

　最後の弾丸を撃ちきって果てる。その覚悟で銃を構えて。

　──見つけた
 ──

　屍鬼グール

 の軍勢が吹き飛んだ。

　天そら

 より降りそそぐ黒い風。

　その正体は、ダヴィデがかつて見たこともない膨大な魔素の集合体だった。

　霧状であるはずの魔素が凝固し、地面の舗装を片っ端からめくり剥は

 がす暴風となって吹き荒れたのだ。

「なっ!?
 」

　百を数える屍鬼グール

 の群れが嵐に呑みこまれるや、その凄まじい風に煽あお

 られて軽石のごとく彼方へ吹き飛んでいく。

　あるものは宙へ。

　あるものは門の外へ。

　地を這っていた屍鬼グール

 も、こちらへ向かってきた屍鬼グール

 もすべて。押し寄せる怪物の集団が悉ことごと

 く消し飛んでいく光景がそこにはあった。

「ようやく見つけたぞ」

　黒い嵐のなかを歩いてくるのは、頭から靴先まで真白い少女だった。

　エルザ・イースヴェルト。

　ノアからはそう紹介された。彼の義妹にあたる少女で、他に身寄りがいないためノアに同行しているのだと。

「……エルザ？」

「ん。貴様は、たしかノアと同じ代行者ハンター

 。まだ生きながらえていたか」

　辛辣極まりない返事である。

　だが今は、それよりも先に尋ねなければならないことがある。

「あの風は……」

「風？　アレが風に見えたのなら滑稽だ」

　くく、と好戦的な笑みを浮かべる少女。

　出会った時から何か不気味な印象は感じていたが、今のエルザはそんな曖昧な言葉では済まされない。「恐ろしい」と、直前まで相対していた屍鬼グール

 の方が可愛く思えるほどの寒気を感じずにはいられなかった。

「まあいい。私の邪魔をしないのならば、今は生かしておいてやる」

　一体の怪異エネミー

 を掴まえている彼女。

　首根っこを掴み、その怪異エネミー

 がまとうドレスを引きずりながら近づいてくる。

「お、おいソイツは……」

「さっき見つけたので捕まえた。ノアが連れてこいというからな」

　ぐい、とその怪異エネミー

 を掲げてみせる。

　王妃アルテミシア。つい先ほど逃げだしたはずの怪異エネミー

 ではないか。それが、何をされたのか全身を痙けい
 攣れん

 させながら昏こん
 倒とう

 している。

「……ノアが仕留めたのか？」

「そう思うがいいさ」

　嘲笑。

「目の前のことさえ理解できないか。いや、理解していたならお前の記憶を消し去っていたところだ。運が良かったな」

　それが、真白き少女の答えだった。

　右手に王妃アルテミシアを掴んでひきずりながら、エルザがさらに左手を伸ばす。その華奢な手が触れたのは、地に倒れていたウィンザー王だった。

　怪異エネミー

 に変貌した王妃に背を打たれ、傀儡化したまま今も意識を失っている。

「これでいい。標的は確保した」

　右手に王妃。左手にウィンザー王。

　そんなエルザが、ふと何かを思いだしたように吐息をついた。

「そうだ、急いで戻らないと元シスターが心許ない。……まったく私がいないと駄目なんだから。怪異エネミー

 に心配される人間がいてどうする」

　再び、どこからともなく吹き荒れる黒の嵐。

　巻き上がる砂さ
 塵じん

 にダヴィデとスザクと、そしてその場の者すべてが一瞬瞼を閉じたその隙に──

　白髪の少女は、両手に掴む二人とともに姿を消していた。
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　ウィンザー王宮三階。

　王の寝室から飛びだして、シルヴィは通路を駆けだした。

「殿下のお部屋に戻りましょう！　早く！」

「わ、わかった」

　エド王子の手を繋いで走る。

　触れる指先から伝わるのは少年の体温と、そして小刻みにくりかえす震え。王の寝室で見たおぞましき屍鬼グール

 ……その衝撃が小さからぬものであることは想像に難くない。

「こっちです！」

　真紅の絨毯が敷かれた無人の通路。天井の照明こそ眩しいほどに輝いているが、今は深夜二時過ぎ。王宮の人間もほとんどが寝付いているはずの刻である。

　それが──

「悲鳴っ!?
 」

　窓ガラスが割れる音。

　立て続けに響いたのは、通路の曲がり角から聞こえてきた女性の悲鳴だった。

「殿下はここに！」

　繋いでいた手を離す。

　肉体活性。日々、儀礼を通して体内に取り入れていた聖素を燃料として燃やし、肉体に莫ばく
 大だい

 な活力を与える聖教の秘奥である。

　床を蹴る。一蹴りで十メートル近く跳躍。

　通路の曲がり角を飛びだしたシルヴィが目にしたものは、侍女の寝室から飛びだした半裸の女性だった。就寝時の恰好であろう彼女が逃げだす背後には、うめき声をあげながら部屋から現れる腐敗の怪物が。

　……屍鬼グール

 ！

　……王の寝室だけじゃない。もう他の部屋にまで侵入してきてる！

「た、助けて！」

　こちらに向けて手を伸ばす侍女。

　恐怖のせいでまともに足が動かないのだろう。千鳥足で、今にも転倒しておかしくない有様だ。

「身を屈かが

 めて」

「え？」

「しゃがんでください！」

　通路に配置された観賞用の花瓶を拾い上げる。陶器製。幼い子供ほどある大きさの瓶を頭上に持ち上げて、シルヴィは全力で屍鬼グール

 の頭部めがけて振り下ろした。

　鈍い音。

　花瓶が砕けて無数の欠片かけら

 となって宙を舞うなかで、後方へと吹き飛んでいく屍鬼グール

 。

　……屍鬼グール

 に触っちゃだめ。

　……人間が素手で触れたら真っ赤に腫れあがるから。

　屍鬼グール

 の厄介な点はここだ。

　吸血鬼ヴアンパイア

 や人狼ワーウルフ

 ほどの運動能力や知能はないが、この怪物に素手で触れてはいけない。動く猛毒と思え──教会で、シルヴィはそう習ったことがある。屍鬼グール

 の魔素は、体表に付着するだけでも危険極まりない。一般人と比べれば遙かに強力な聖素を宿したシルヴィであっても同様だ。

「すぐには動けないはずです。呼び笛を」

「は、はい！」

　首に提げた緊急用の笛を吹き鳴らす侍女。

　甲高い笛の音がこだまする。と、まさしくそれに呼応するように警報が鳴りひびいた。

　王宮にいる者すべてに告げられた緊急事態の報しらせ

 。

「あの怪物は……」

「屍鬼グール

 の群れが市壁を突破したんです。今のもその一体だと思います」

　上着を脱いでシャツ一枚の軽装へ。

　手にした服を、肌着姿の侍女に押しつける。

「そんな恰好だと身体が冷えるでしょうから。ごめんなさい、わたしの服だからサイズが少し小さいかもしれないけど」

「……あなたは？」

「わたしはこれでも暑いくらいですから」

　照れ隠しにそう笑んで、シルヴィは二階に続く階段を指さした。

「地下の備蓄庫へ。あそこはノアさんが見回りで安全を確認したばかりです。窓もないから、扉さえ閉めてしまえば屍鬼グール

 たちも侵入できません」

「は、はい」

　一目散に駆けていく侍女。備蓄庫はもともと避難所も兼ねて設計されている。到着さえできれば王宮の兵たちが守ってくれるだろう。

「……シルヴィ？」

「お待たせしました殿下。これでしばらく大丈夫なはずです」

　通路から顔を覗かせる少年。

　自然と寄りそってくる彼に頷こうとしたところで、目の前にある窓ガラスに白い影が映ったのをシルヴィは確かに見た。

　ぞくっ、と冷たいものが背筋を撫でる。窓ガラスを通りすぎていったものが何であるかを確かめることもなく、シルヴィはエド王子の手を掴んだ。

「殿下走って！」

「シルヴィ!?
 」

「このフロアは取り囲まれています！」

　そう叫ぶやいなや、エド王子の真後ろにある窓ガラスを突きやぶり、白く腐敗した腕が伸びてきた。

　エド王子のうなじめがけて亡者の腕が迫る。

「──はっ！」

　凶悪な魔素を帯びた怪異エネミー

 の腕が迫るのを、シルヴィが肘撃ちで防御。さらに後ろから伸びてきた二本を、回し蹴りでまとめて薙な

 ぎ払はら

 う。

　聖素の肉体。

　日々の儀礼によって聖素を蓄えた少女シルヴイ

 の身体に触れた途端、屍鬼グール

 の腕がびくりと怯えたように動きを止めた。

「シルヴィ！」

「殿下がご無事で何よりです」

　みるみる赤く腫れていく肘を隠し、シルヴィは少年に微笑で応じた。

「それより早く」

　床に散らばるガラスを踏み砕く音。

　一体、二体と窓から這い上がってくる屍鬼グール

 たち。

　……王宮の三階でもこの有様なら。

　……城下町、それに王宮の一階や二階はどうなってしまってるの？

　下唇を噛んで通路をひた走る。

　今ここで不安を見せてはいけない。自分は今、エド王子に信頼されて護衛についている。不安を見せては彼からの信頼を裏切ってしまうから。

「そうよ、決心したじゃない。もうお姉ちゃんのような犠牲は出したくないの！」

　赤光。

　無数の火の粉が踊り、黒煙が濛もう
 々もう

 と噴きだす光景を前にシルヴィは足を止めた。ついさっき歩いてきた経路が猛烈な炎によって閉ざされていたのだ。

「炎!?
 　誰が……！」

「落ちついて殿下。近衛兵です、怪異エネミー

 の侵入を防ぐために火を放ったんです」

　教会でも取り入れられている手段だ。もちろん闇雲に火を放つのではなく、炎を放っても燃え広がらない不燃構造エリアを選んでのこと。

「だけど、ここはもう通れないよ……！」

「迂回しましょう。こっちの一般通路です」

「わかるの!?
 」

「当然。ちゃんと調査済みです」

　南アルトリアに向かう王宮装甲車のなかで、王宮の構図は頭の中に叩きこんである。

　──この程度の危機など飽きるほど潜りぬけてきた。

　彼ノア

 の言葉は誇張ではない。王宮の構図を覚えるよう前もってシルヴィに告げたのも、彼がこれと似た状況を経験したことがあるからなのだろう。

　居住区を通りすぎて舞踏場ダンスホール

 へ。

　舞踏場ダンスホール

 を通過して宮廷礼拝堂を走りぬける。

　その間、次々とすれ違うのは鬼気迫る形相で剣を構える近衛兵と、寝間着のまま避難する家臣や家政婦たちだ。

「……ぅっ
 」

　通路を曲がった際に、エド王子が小さく悲鳴を上げた。

　足首を捻挫したのだろう。壁に手をついて身体を支える弱々しい姿は、シルヴィの目からも痛々しい。

「殿下。わたしの背中にどうぞ」

「……だいじょうぶ。歩ける」

　片足を引きずりながら歩きだす金髪の少年。

「ですが」

「僕を背負ってたらシルヴィが戦えないから」

「────
 」

　思わず息を呑む。

　自分シルヴイ

 が思う以上にこの少年は聡明だった。

　これほどの騒乱においても冷静に状況が見えている。

　思えば出会いの日、あれほど怪異エネミー

 に怯えていたのも単に彼が臆病だからではないのだろう。怪異エネミー

 に対し、この少年は宮殿の誰より正しい警戒心を持っていた。

「それにあとちょっとだし……」

「ええ。もう少しで殿下のお部屋です。幸い、ここはまだ屍鬼グール

 の群れも来てないみたいですから」

　もっとも屍鬼グール

 が集中的に集まっていたのが王の寝室近辺だ。

　城壁をよじのぼって最上階から侵攻してきたということは、最上階を真っ先に占領してしてから地上の屍鬼グール

 とで挟み撃ちにする算段なのだろう。

　……挟み撃ちが成功してしまえば王宮に逃げ場はない。

　……ううん、そんなことはない。ノアさんがいるもの！

　群れを誘導する大敵ゼルネツツア

 さえ倒せば屍鬼グール

 たちも陣形が乱れる。

　その隙をついて包囲から逃げだすことは可能なはずなのだ。南アルトリア王国の未来は、ノアが、大敵ゼルネツツア

 を倒せるかどうかに委ねられている。

　今は信じて行動し続けるしかない。

「見えた！」

　通路の最奥にある私室を指さすエド王子。

　痛む足首を庇かば

 いながら歩く彼の前で、シルヴィは荘重な造りの扉を押した。

　電灯に照らされた私室。

　王宮内の騒動が嘘のように静まりかえったリビング。まるでこの部屋だけが襲撃前の時間に遡ったかのよう。

「扉、閉めます！」

　閂をかける。

　この扉も、そしてベランダが見える窓もすべて聖水原液で浄化済みである。これで怪異エネミー

 が外部から入ってくることはない。

「もう安心です。お疲れさまでした殿下」

「……助かった」

　その場にしゃがみ込む少年。

　リビングには椅子もソファーもあるのに、もはやその数メートルを歩く体力さえ残っていないのだろう。

「痛っ」

「あ、動かないで。足首を包帯で固定した方がいいと思います。ええと……」

　教会から持ってきた荷物のなかに包帯や消毒薬も一式持参してきたはずだ。ソファー脇に立てかけてある鞄へと駆けよって──

「油断したねぇぇ
 」

　ねっとりと絡みつくような女声。

　それはシルヴィの背後。

　すなわち、絨毯に座りこんでいるエド王子のさらに背後から。

「王の寝室に出張っている間は部屋も隙だらけ。吸血鬼アタシ

 からすれば部屋に入って天井に張りついて待つだけで良かったのさぁぁ。王も同じ。傀儡にするのはとてもとても簡単だった。王妃は奴ゼルネツツア

 に譲ったけれどねぇぇ」

「なっ!?
 」

「この騒ぎだ。城の家臣たちが、この小僧の様子を見にやってきた。聖水の振りかかった扉を人間が開けてくれたのさぁぁぁ。そしてお前たちが今、ここに戻ってきた。あたしが隠れた後の部屋にねぇぇ。内側から閂をかける行為は自ら退路を断つ行為。浅薄だよぉぉ。あの大敵殲滅者アークキリング

 も部屋には入れない」

　血のように赤い髪の女性。

　ほとんど全裸にも等しい妖艶な肢体を晒さら

 す吸血鬼ヴアンパイア

 がそこにいた。片腕で金髪の少年を掴つか

 み上あ

 げ、その牙を首に突きたてる。

　──シルヴィがふり返った時には。

　既にエド王子は、吸血鬼ヴアンパイア

 の餌食となった後だった。

「あ……ぁ……っ……
 」

　涙をうかべながら痙攣する少年。

　その手が救いを求めるようにシルヴィへと差しだされるが、間もなく糸が切れたように腕から力が抜け、少年の瞳から意思の光が消える。

「これでこの国の王族はすべてあたしの手下というわけさぁぁ」

　ざわり、と。

　シルヴィの脳裏で何かが弾けた。

　吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラの牙にかかった姉と、血だらけで倒れた神父ニコルの姿が網膜上で再帰フラツシユバツク

 する。

「殿下に触れるなっ！」

「おっともう遅い」

　金髪の少年を投げすてる赤髪の吸血鬼ヴアンパイア

 。

　倒れる小柄な身体を素通りし、シルヴィは全身全霊の力でもって右の拳を怪異エネミー

 へと叩きつけた。

「はんっ、そんな人間の拳で！」

　シルヴィの拳を掌で受けとめる吸血鬼ヴアンパイア

 。

　──みしりっ。

　肉が潰れ、骨が砕ける音。

　右手首から先があらぬ形にへし曲げられ、さらにその威力に押されて吹き飛んだのは赤髪の吸血鬼ヴアンパイア

 の方だった。

「……これは!?
 」

　目を見ひらく怪異エネミー

 。

　拳を受けとめたついでに右肘ごと千切りとってくれる。そのつもりで翳かざ

 した左手が、逆に粉々に粉砕されたのだ。頭部に受けていれば首から上を失って行動不能に陥っていただろう。

　破壊力では小型の弩砲カタパルト

 にさえ迫る一撃だ。

「この拳は聖素……人間、聖教のシスターかっ！」

「黙れぇぇぇぇぇっっ！
 」

　後退する吸血鬼ヴアンパイア

 を追って跳躍。

　肉体活性による身体強化に加え、すでに奥歯に仕込んだカプセルは砕いて飲みこんだ。第Ⅱ級制限薬剤『神血』。シルヴィの心臓が限界を超えた速度で鼓動を開始、胸の激痛と引き替えに極大の運動能力上昇を授ける。

　……この薬剤に耐えられる身体は、わたしの生まれつき。

　……お父さんとお母さんがわたしに遺してくれた唯一の……財産ギフト

 ！

　銃弾にさえ反応する吸血鬼ヴアンパイア

 が目を疑うほどの速度で。

「許さない！」

　シルヴィの回し蹴りが吸血鬼ヴアンパイア

 の右手を穿ち、肘を関節と逆方向にねじ曲げる。

「人間ッやってくれたねぇぇぇっ！
 」

　両手を破壊された怪異エネミー

 が吼える。

　注がれる視線の矛先はシルヴィではなく、その背後へ。

「人間の王族よ起き上がれ！」

　少年エド

 に命令する気？

　だが攻勢にあるのはシルヴィである。今からエド王子を手駒としたところで、こちらは既に相手を壁際へと追いつめている。ここから二対一になって彼が襲ってくるより先にシルヴィが吸血鬼ヴアンパイア

 を仕留める方が早い。

　そう思って……いた。

「自害しな
 ！」

　吸血鬼ヴアンパイア

 の、その命を耳にするまでは。

　傀儡となった人間にとって吸血鬼ヴアンパイア

 の命令は神の啓示に等しい。立ち上がったエド王子がテーブル上のナイフを手に取るや、迷わずその切っ先を己の首筋に突きつける。

「────
 」

「だめです殿下っ！」

　床を蹴って急停止。

　髪をひるがえし、シルヴィはエド王子へと跳んだ。首筋にあてたナイフに力をこめようとする手首をぎりぎりで掴み上げる。

　衝撃。

　無防備なシルヴィの背に、吸血鬼ヴアンパイア

 の振りあげた踵かかと

 が突きささったのはその直後だった。

「…………っ
 がっ!?
 」

　背中をＳ字に曲げたまま膝をつく。

「おや丈夫だねぇぇ。人間の身体なんて今ので背骨も内臓もぜんぶ潰れるはずなのに。どれだけ鍛えた身体してるんだい」

「……っ……
 」

「おっと動かない方がいい。お前の殿下の命、あたしが預かってるんだよぉぉぉ」

　シルヴィの手が離れ、再びナイフを手にするエド王子。

「取引さぁぁ。お前がこの場で命を差しだす。そうしたらこの人間の命は助けてやろう。もちろん一生あたしの傀儡としてだけどねぇぇ？」

「……ふざ……け……な……」

　背中を強打された衝撃で声が出なかった。

　……なんて。

　……なんて陰険極まりないやり口なの。

　腑はらわた

 が煮えくりかえり、激昂のあまり脳にドクドクと血が上っていく。こんな感覚を覚えたのは初めてだ。

「悔しいかい？　でも従うしかないんだよねぇぇ。お前は、いや人間は！」

「……っっっ
 」

　噛みしめた唇から血が滴る。

　床についた指が絨毯を抉えぐ

 り、爪が床にささるほどに力がこもる。

「さあ終いだよぉぉ。エド王子、その握ったナイフをこの人間に突きたててやりな。そしてお前がこの国の王になる。あたしの傀儡としてだけどねぇぇぇ」

「…………
 」

　ナイフを振りあげる少年。その刃先が首筋へと突きささるのを覚悟した刹那。

　吹きすさぶ風が刃ナイフ

 をはじき飛ばした。

「心を怪異エネミー

 にしろ。あれは私の間違いだったな」

　砕ける窓ガラス。

　聖水の原液に清められた結界ガラス

 に触れるのは、白髪の少女だった。

　怪異エネミー

 が触れば激痛でのたうちまわるはずの結界ガラス

 を平然と破壊し、その砕けた破片を踏みこえてエド王子の私室へと入ってくる。

　いや、戻ってきたと言うべきだろうか。

「こうも愚劣な怪異エネミー

 の心など理解する必要もない。元シスター。浅薄で思慮が足りず、普段から底抜けの阿あ
 呆ほう

 具合に目もあてられないが、そこの吸血鬼ヴアンパイア

 よりお前の方が幾分はマシだ」

　膨大なる魔素の風に、髪をなびかせて。

　大敵アークエネミー

 エルザリーシャがゆっくりと手を掲げ、高らかに指をうち鳴らす。

「閉ざせ」

　物質化した魔素がエド王子の全身にからみついて束縛する。

　傀儡となった人間が吸血鬼ヴアンパイア

 の手下となろうと、全身の動きを抑えられてはシルヴィへの攻撃命令も自害命令も意味がない。

「な……何者だねお前は！　怪異なかま

 なのに、なぜあたしの邪魔をする」

「なぜ、と？」

　ふり返るエルザ。

　膝を突くシルヴィと、そして両腕を破壊された吸血鬼ヴアンパイア

 を順に見比べて。

「そうだな。怪異エネミー

 という意味では私と貴様は仲間。私も本来は出しゃばるつもりはなかった。怪異エネミー

 と人間の戦いに首を挟まない。それが私の流儀だ」

「ではなぜ……」

「この愚ぐ
 図ず

 が！　見苦しいにも程がある！」

　赤髪の吸血鬼ヴアンパイア

 を睨みつけるエルザ。

　凄まじいまでの激怒をこめて。今までシルヴィに見せたことのない大敵アークエネミー

 としての態度で、エルザが迫る。

「今の戦いを見ていたぞ。なんだあのザマは。元シスターに圧されて劣勢になった途端、人間を人質にとる？　おまけに自害を仄ほの

 めかせて元シスターの隙をついて奇襲？　はっ！　矜恃を知らぬ三さん
 下した

 を怪異なかま

 と呼ぶ覚えなどない！」

「言うねぇぇ！」

「むしろ感謝するのだな弱き吸血鬼ヴアンパイア

 」

　牙を剥む

 く吸血鬼ヴアンパイア

 の表情を愉たの

 しげに受け流す大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。魔素に拘束された少年を指さして。

「人間を封じたのは元シスターの為ではない。貴様の為だ。怪異エネミー

 の端くれならば貴様の尊厳にかけて人間を下してみせろ。……そして元シスター」

　さっと後退する白の少女。

　顔を背けるその間際に、彼女が一瞬、自分シルヴイ

 だけに向けて微笑ほほえ

 んだ気がした。

「私は怪異エネミー

 だ。貴様の戦いに手は出さない。だから、手を貸すのはここまでだ。あとは生きるも死ぬも好きにしろ」

「……………………
 十分っ！　すぎてお釣りがきます！」

　拳を握る。

　背中の鈍痛でまともに走ることさえできない。だから一回。これ一度きりに全てを込める。その決死の覚悟でもってシルヴィは床を蹴りつけた。

　宙に浮く身体。

　両腕の動かない吸血鬼ヴアンパイア

 めがけて左の拳を振り下ろす。

「砕サイ

 ッッ！」

「はンっ、上等だよぉぉぉっ！
 」

　左足を軸に右足を振りあげる吸血鬼ヴアンパイア

 。

　シルヴィの拳と、そして吸血鬼ヴアンパイア

 の膝とが正面から衝突し、肉と肉、骨と骨とが弾ける鈍い音がこだました。

「人間、自分の拳が砕けるよ！　もう治らないかもねぇ！　怖くはないかい！　痛くはないかい！　お前の、お前の────────────────────
 」

「うるさい
 」

　吸血鬼ヴアンパイア

 の咆ほう
 吼こう

 を遮って。

　ただ一言、シルヴィは怪異エネミー

 に向かってそう告げた。

「もう喋らないで」

「────────
 」

　互いに吹き飛ぶ人間と怪物。

　扉に叩きつけられ、痛めた背中をさらに打ったシルヴィが悲鳴を漏らす。涙で霞かす

 む視界のなかでシルヴィが見たものは、自分と反対側に吹き飛んだ怪異エネミー

 の姿。

　窓ガラスへと衝突し──

　割れた結界ガラス

 の破片に背中を突きさした吸血鬼ヴアンパイア

 の最期だった。

　聖素の原液が塗られたガラスにより、全身が霧状となって消えていく怪異エネミー

 。その身体が一片残さず消滅するまで三十秒とかからなかった。

　紛うことなき完全消滅。

　その姿が消えるのを見送り、シルヴィは忘れていた呼吸を取り戻した。

「殿下……は……？」

「呆れる。起き上がれもしない恰好でよく他人を気遣うものだな」

　聖水の瓶をエルザが手にとった。少年の四肢を魔素で拘束した状態で、首の吸血痕に聖水を荒っぽく注いでいく。

「これでいい。私にはよくわからんが」

「治療が雑すぎる気もしますけど……」

「知るか。とにかく、今度こそ私はもうテコでも動かんぞ。朝まで寝る」

　アクビを噛みつぶすエルザが向かったのは奥のソファーだ。

　ここ数日ですっかりお気に入りとなった家具に飛び乗って、彼女が眠そうに瞼をこすりだした。

「王と王妃はそこのベランダに放置してある。あー、疲れた」

「え？　あ、あの……ノアさんは？」

「気にしなくていい」

　ソファーにもたれかかるエルザ。

「奴は負けない。四百年前、私を滅ぼした聖人のことを覚えているが──」

　ふしぎな笑みだった。

　自嘲のようで、何かを懐かしむようで、そして、まるで子供の成長を喜ぶ母親のような微笑を浮かべて彼女は言った。

「今の奴は、その聖人よりも遙かに強い」

「え!?
 」

「皮肉なものだ。十一年前、憑依契約の元になった救世主伝説は、私がでっちあげた架空の伝説だったはずなのに、な……」

　十一年前。

　憑依契約の適格者であった少女ミラは、人類の救世主を召喚することはできなかった。

　だが彼女ミラ

 は、確かに救世主を見つけていたのだ。

　人類の希望となった救世主は、名もなき聖人でも偉大なる王でも選ばれし勇者でもない。彼女ミラ

 の誰よりも近くにいた。

　怪異エネミー

 さえ「大敵殲滅者アークキリング

 」と呼び恐れる最強の代行者ハンター

 。

　偽りの伝説が真実へと昇華したのだ。
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「大敵殲滅者アークキリング

 ……」

　低く押し殺した声。

　黒煙のごとき魔素をまとう吸血鬼ヴアンパイア

 が、王の玉座からふり返る。

「まったくもって不可解だ。貴様の強さは何処どこ

 から来る？」

　ウィンザー王宮二階・謁見の間。

　玉座の傍らに立つ大敵アークエネミー

 ゼルネッツァが、そこに立つ一人の人間を見下ろしていた。大ぶりな自動拳銃を両手に携えた黒ずくめの代行者ハンター

 を。

「人間の代行者ハンター

 一人にここまで労を費やしたのは、久しぶりだ……」

　壁を穿つ弾痕。

　そして吸血鬼ヴアンパイア

 の膂力で砕かれたと思しき床の大穴。

　天井を彩るシャンデリアは、三つのうちの一つが落ちて微塵に砕け、床に敷かれた絨毯も生地がずたずたに引き裂かれている。

　──にもかかわらずノアもゼルネッツァも無傷。

　広間が半壊するほどの戦闘をくり広げていながらこれでも序の口に過ぎないと、両者の落ち着きはらった佇まいがそう告げている。

「身体能力はただの人間。武器はその拳銃のみで、それが特別なものかといえばそうでもない。人間が怪異エネミー

 に向けるごくごく平凡な武器だ」

「それで？」

「貴様の強さは何処から来る。貴様のその執念は何から生まれる。なぜ名だたる大敵アークエネミー

 がことごとく貴様に敗れ去ったのか」

　怪物殺しの人間。

　だがノア・イースヴェルト自身に特筆すべき事項はないと、この吸血鬼ヴアンパイア

 はそう分析していた。大敵アークエネミー

 の脅威になる人間ではないと。

「よほど聖素四重結合とやらが強力なのか、と。最初はそう警戒していた」

「今は違うと言いたげだな」

「否ちがう

 」

　聞き返すノア。

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァの答えには、一切の迷いが感じられなかった。

「聖素四重結合とやらは、あくまで貴様の体内に膨大な聖素が蓄えられているにすぎない。だがソレだけだ。首を撥は

 ねても胴体を切断しても、あるいは四肢を千切られただけでお前は死に至る」

「正しい理解だな。至極、正論だ」

　銃口を吸血鬼ヴアンパイア

 に向けるノア。

　そう。

　遙か古いにしえ

 に『霊魂アニマ

 』エルザリーシャを滅ぼした聖素四重結合は、本来、その聖素を秘蹟として使役できる聖人が取得しなければ意味がない。

　そうでなければ聖素はノアの体内を循環するだけ。

　トスカリア自治区の吸血鬼ヴアンパイア

 バニヴァルシェラは、そうと知らずにノアの血を吸ってしまい消滅した。あの場面、仮に吸血ではなく手刀でノアの動脈を切断し、彼の血を浴びずに距離を取っていれば話は変わっていただろう。

　しかし、なおさらゼルネッツァには理解できない。

　聖素四重結合さえ強さの理由になりえないのなら、この大敵殲滅者アークキリング

 の戦果はいったい何から生まれたというのか。桁外れの身体能力を有しているわけでもなく、強力な武器を持っているわけでもなく、凄まじい聖素を操れるわけでもない。

「貴様はいったい──」

「『人間だから』、だ」

　発砲。

　44
 口径弾薬の火力で押し出される弾頭は、直径実に一センチ以上。その貫通力と着弾時の衝撃によってあらゆる大型獣をも仕留める殺傷力を有する代物だ。

　たとえ怪異エネミー

 であっても。

　一部の例外を除き、この弾薬・弾頭による発砲を受ければ行動不能に陥る。

「────
 」

　瞬時に身を反らすゼルネッツァ。

　彼ひ
 我が

 十五メートル。発砲から着弾までが「ほぼ同時」に等しい銃弾も、吸血鬼ヴアンパイア

 ならば目で認識してから対応することは難しくない。

　ヂッ。

　コートをかすめ、弾丸がゼルネッツァの上腕部を薄皮一枚分えぐって通過。背後の壁に大穴を穿つ。

「高速回転する弾丸。貫通力を持たせるためか」

　怪異エネミー

 の傷がみるみる修復していく。

　だが、己の肉体修復が本来より僅かに遅いことをゼルネッツァは自覚していた。

「付与された聖素、それほど強力なものではないな」

「正しい認識だ」

　弾丸をかわされたことには顔色一つ変えずに、ノア。

「鋳造の過程で聖水を利用した。とはいえお前の言うとおり珍しい物じゃない。代行者ハンター

 なら代行者連盟リーグ

 のツテで手に入る」

「やはり不可解だ。貴様は特別な人間ではないと？」

「特別であることに意味がない」

　再び発砲。

　今度は、ゼルネッツァは回避行動を取ろうとさえしなかった。その肩に弾丸が炸裂。弾丸が肉を抉りとるが、傷口からは血の一滴もしたたり落ちない。

　そう、この程度は怪異エネミー

 にとって負傷に相当しないのだ。

「────
 」

「怪異エネミー

 に立ち向かうのはただの人間だ。特別な救世主でも超人でもない」

　ダメージを感じさせない吸血鬼ヴアンパイア

 。

　そして、そのことに一糸の動揺を見せない代行者ハンター

 ノア・イースヴェルト。

「ただの人間が怪異エネミー

 に立ち向かうからこそ、ただの人間もそこに希望を持つ。超人が怪異エネミー

 を倒して何になる？　それで人間が勇気づけられることはない」

　人間の智慧で。

　人間の技巧で。

　人間の意地で。

　人間としてのすべてを尽くして怪異エネミー

 を上回る。それが彼の答えだった。

「それだけの話だ」

「理解した。私には理解できないということを、理解した」

　ゼルネッツァが王の椅子を持ち上げる。

「不可解なまま地に還かえ

 れ」

　数々の宝石と金細工に彩られ、小ぶりな作りとは裏腹に、その重量は兵士二人がかりでなければ引きずることさえ適かな

 わない。ソレを、小石を投げるかのように吸血鬼ヴアンパイア

 は軽々とノアめがけて投げはなった。

　銃弾では防げない。

　咄とつ
 嗟さ

 に回避行動をとるノアの足先で、床に敷かれた絨毯が蠢いた。すでに摩擦で擦りきれた生地がひるがえり、黒い霧状の物体が勢いよく噴きだしていく。

　──魔素。

　それがノアの四肢を拘束せんと襲いかかるのを、さらなる跳躍でノアが回避。

「動体視力による反応ではないな。経験則か」

　瞬き一つなくノアの挙動を睨みつける大敵ゼルネツツア

 。

「だがこれは？」

　ノアへと迫る黒の触手が空中で小さく分裂。

　銃弾に酷似した流線型の粒へと姿を変え、後方へと着地したノアへと射出される。対し、代行者ハンター

 は避けるために身構えることさえしなかった。

　躱せない。

　黒の弾丸の正体はあくまで魔素。姿を変えたゼルネッツァ自身と称しても過言でない。逃げる獲物をどこまでも追尾するだろう。

「魔素の弾丸か」

　ノアが二丁の拳銃を水平に翳かざ

 す。

　連続射撃。

　代行者ハンター

 としての超絶技巧か、あるいは怪異エネミー

 との抗戦による経験か。

　一見すれば粗雑な乱射にすぎない射撃が、凄まじい精度でもって黒の凶弾を撃墜。撃ち落とされた魔素が空中で分解されて地に落ちる。

　それが。

「散れ」

　大敵アークエネミー

 の一言で霧へと戻った。

　──目め
 眩くら

 まし。

　魔素の弾丸は、弾丸を撃ち落とすことに意識を集中させるため。ゼルネッツァの本命はその次。空中展開した魔素でノアの視界を奪うことにあった。

「人間の視力は貧弱だ」

　暗闇を見通す視力はない。

　それが夜よりも濃い魔素の霧であるならば尚なお
 更さら

 であり、その暗闇に乗じて迫った吸血鬼ヴアンパイア

 の影を追うのは人間には不可能に等しい。

　ジッ、と微かに響く足音。

　瓦が
 礫れき

 を踏み砕く気配にノアがふり返る。その眼前に、既にゼルネッツァは迫っていた。

「遅い」

　両手を拡ひろ

 げる大敵アークエネミー

 。

　たとえ聖素入りの銃弾であろうと怪異ゼルネツツア

 は一発では滅びない。頭部だろうが臓ぞう
 腑ふ

 だろうが、銃弾を受けながら相打ちで
 人間の息の根を止めればいい。

　滅びさえしなければ怪異ゼルネツツア

 は再生する。

　だが人間ノア

 は再生しない。

「言っただろう」

　ふり返る代行者ハンター

 。

　勝利を確信した大敵アークエネミー

 めがけて右の拳銃を突きつける。

「俺は、人間として戦うと」

　銃声。

　銃口から撃ち出されたものは光り輝く銀の弾丸……ではなかった
 。放たれたのは黒みを帯びた紫色で、形も歪いびつ

 という奇妙な弾丸。

　喩えるならば葡萄酒色ワインカラー

 。

　人類の敵ゼルネッツァが、過去三百年におよぶ代行者ハンター

 との戦いで一度たりとも見たことのない色の弾丸だった。

　──着弾。

　弾頭が触れたのは吸血鬼ヴアンパイア

 の肉体ではなく、吸血鬼ヴアンパイア

 がまとう膨大な黒の魔素。

　しかし大敵ゼルネツツア

 は信じられぬ光景を目の当たりにした。

　何の前ぶれもなく、一切の予兆さえ顕あらわ

 れることなく、ゼルネッツァの放出していた魔素が一片残さす消滅したのだ。

「っなっっっっ
 !?
 」

　怪異エネミー

 の全身の筋肉が硬直する。

　目の前の光景に、怪異エネミー

 としての直感が危機を訴えていた。

　何が起きたのかわからないが、あの葡萄酒色ワインカラー

 の弾丸は危険すぎる。一発とて身体に受けてはならない。瞬時にはそれだけ悟るのが限界だった。

　魔素が消滅した？

　凄まじい濃度の聖素の弾丸？

　否、そんなものが開発されているのなら通常の弾丸を今まで使用していた理由がない。それに聖素を弾丸に付与する技術はグレゴリオ聖教の秘蹟にあたる。これほど強力な弾丸があれば一介の代行者ハンター

 に渡るより先に、当然に聖教が利用しているはずなのだ。

「貴様……その弾丸は、何だ！」

　本能の命ずるまま跳び下がる。

　もし相打ち覚悟で攻撃していれば、先にあの弾丸を受けて消滅していたのは怪異じぶん

 であっただろう。そう確信した。

　であると同時に。

　大敵ゼルネツツア

 は、己の勝利が揺るがぬことをも確信していた。

「はっ！」

　怪物は歓喜した。

　正体不明の弾丸への恐怖はある。

　だがソレを目の当たりにしながらも生き残った
 のだ。大敵殲滅者アークキリング

 の異名をもつ代行者ハンター

 の奥義を先に引きずり出し、なお自分はまだ生きているのだから。

「見たぞ！　今のが貴様の奥の手。数々の大敵アークエネミー

 を滅ぼした凶弾というわけか！」

　両手を広げて天を仰ぐ。

　弾丸の正体はわからない。だがゼルネッツァにとっての僥倖は、ソレが通常の弾丸と変わらぬ弾速であったということだ。

　躱せる。

　今のような不意を突かれぬかぎり、至近距離でないかぎり確実に反応できる。

「あの葡萄酒色ワインカラー

 の弾丸、弾数は多くないだろう？　大量に有しているのであれば最初から使っていたはずだ。あれほど追いつめられた場合にしか使わない……せいぜい三発か四発。多くとも十発はあるまい」

「いい読みだな」

　誤ご
 魔ま
 化か

 すことはできない。

　そう察したらしきノアが素直に肯定してみせた。

「葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 。俺の切り札であることは否定しない」

「そうか」

　ノアの狙いは接近戦による至近距離の発砲。あるいは周囲の壁を利用しての跳弾も可能性に入れておくべきだろう。あの弾丸を浴びない距離から仕留める──それがゼルネッツァの弾きだした解だ。

「どうしたゼルネッツァ？」

　銃口を向けたまま、ノア。

　無論それは怪異じぶん

 を至近距離までおびき寄せる挑発だろう。先の葡萄酒色ワインカラー

 の弾丸を確実に当てるための誘い。

「生あい
 憎にく

 と私は、絶対に貴様には近づかない」

「それで？」

「甘んじて痛みの覚悟を受け入れよう！」

　大敵アークエネミー

 の咆吼。

　謁見の間を揺るがす叫びのなかで、吸血鬼ヴアンパイア

 ゼルネッツァは己の右腕を引きちぎった。

「血の秘蹟か」

「その……通りだ……」

　荒々しい吐息とともに、凄惨な笑みを浮かべる大敵アークエネミー

 。

　右肩から絶え間なく流れだす黒い血。それが床に零れて間もなく、じゅっ、と水滴が蒸発するのに似た音を立てて膨大な量の黒霧と化していく。

　魔素の放出。

　通常、吸血鬼ヴアンパイア

 の肉体はどれだけ重傷を負おうと出血というものがほとんどない。身体に大穴が空いても血一滴がこぼれる程度だろう。

　血に含まれる夥おびただ

 しい魔素が体組織の欠損を直ちに修復し、血液の流出を防ぐからだ。

　どんな損傷を受けようが一夜にして再生する怪異エネミー

 の不死性は、この魔素が組織を修復するからと言われている。しかし今、ゼルネッツァは本来ならば身体の甦そ
 生せい

 に用いる分の魔素を外部に放出した。

　身体の再生能力を犠牲に──

　膨大な魔素を外部に放出する、諸もろ
 刃は

 の技法。

「人間、我が覚悟を越えられるか！」

　弾ける黒霧。

　玉座から膨れあがった魔素が天井に達する勢いで噴き上がり、謁見の間の床、壁、天井をことごとく粉砕していく強力無比の衝撃波となって押し寄せる。

　逃げ場は唯一、後方のみ。

　だがゼルネッツァは知っている。この男は逃げない。人間としての尊厳に縛られた者ゆえに背を向けることはない。

　そして、それゆえに怪異じぶん

 が勝利するのだと。

　迫りくる衝撃波の壁。

　触れるだけで人間の身体などたやすく分解してしまうであろう威力を前に、ノアがゆっくりと左の銃口を向けた。

「そうだ人間、貴様はそうするしかあるまい！」

　一発の銃声。

　魔素の衝撃波をたやすく貫通して飛来する葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 。だがそれは吸血鬼ヴアンパイア

 を的にするにはあまりに遠すぎた。

　視み

 てから躱せる。

　今度こそ弾丸の正体を見極めてくれる。怪物の策謀はたしかに成就した。〇・〇一秒後、ゼルネッツァが己の身体に起きた異変に気づく時までは。

「っな!?
 」

　身体が動かない。

　否。身体が弾丸を躱す方向に動かないのだ。避けるどころか、葡萄酒色ワインカラー

 の弾丸に吸い寄せられるように自分の身体が勝手に動いていく。

「覚悟と言ったな。己の腕を引きちぎるのが覚悟だと」

　銃口を突きつけたまま、ノアがそう呟いて。

「その程度の覚悟
 で俺に勝とうと願った。それがお前の敗因だ」

「──────
 」

　弾丸を胸に受けて倒れる吸血鬼ヴアンパイア

 。

　葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 に込められた尋常ならざる聖素が弾け、無数の光の粒子となって謁見の間を照らしだした。
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「……理解……できぬ……」

　下半身を失い、残された上半身さえも聖素によって消え行くゼルネッツァ。

　己の敗北を受け入れた怪異エネミー

 が最期に呟いたのは、苦悶でも憤怒でもない、己を滅ぼした力に対する疑問だった。

「なぜだ……なぜ……かわせなかった…………
 」

　吸血鬼ヴアンパイア

 の動体視力で確かに弾丸の動きは捉えていた。右腕を失ったことで身体のバランスこそ崩れたが回避は十分に可能だったはずなのだ。

「あの……弾丸は……いったい……」

「聖素四重結合」

　ノアはいまだ銃を両手にしたまま。

　既に大敵アークエネミー

 は身動き一つできない。にもかかわらず、この黒ずくめの代行者ハンター

 が真っ先に取った行動は両の自動拳銃に新たな弾丸を補充することだった。

「あれだけ強力な聖素など、それ以外にないだろう」

「だが……！」

　違う、と怪異エネミー

 の表情は物語っていた。

　そこまでは予想がついている。

　理解できないのは、ノアの体内に留まっている聖素四重結合をどうやって弾丸に刻印したのかということだ。グレゴリオ聖教の教会でさえ、これほど強力な聖素を操る技術はないはずなのに。

　そして、なぜ躱すことができなかったのか。

「人間……！」

「聖素が俺の体内に留まってるなら強制的に抽出すればいい」

　倒れた怪異エネミー

 にノアはそう答えた。

「吸血鬼ヴアンパイア

 が人間を傀儡にする時、何を媒介にする？」

「……血液。だがそれが……何……に…………っ！
 」

　まさか
 。

　驚愕の表情を浮かべる怪異エネミー

 。

「葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 は、俺の血液を精製した弾丸だ」

　血の弾丸。

　一度の精製に必要な血液は、およそ一〇〇〇cc
 。人間が出血死にいたる二〇〇〇cc
 の半分相当の血液を濃縮して初めて一発の弾丸が完成する。

　そしてソレは決して簡単なことではない。

　葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 の弾丸を造る一方で、ノアは、常に怪異エネミー

 と戦い続けてきたからだ。

　血を失っている間に怪異エネミー

 と戦えば、本来なら致命傷でない傷であっても出血死する。ノア自身、何度もその危機に陥りかけた。

「最初は失敗もした。どれだけの血を注げば一発の弾丸が造れるのか見当もつかない上に、造ったところで弾丸の強度に足りなかったからな……吸血鬼おまえ

 と違って、人間は失った血もすぐには回復しない。血を抜く作業の途中で血が止まらずに死にかけることも当たり前のことだった」

　だがノアは葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 の製造をやめなかった。

　生命の限界まで己の血を振りしぼり、究極の弾丸を造り上げたのだ。

「そしてこれが、お前が葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 をかわせなかった理由だ。お前が吸血鬼ヴアンパイア

 であるがゆえの理由がな」

「……そう……か……！」

「葡萄酒色の聖弾ワインカラーズバレツト

 の血臭
 。吸血鬼ヴアンパイア

 であるお前の身体が、本能的に人間オレ

 の血を欲した」

　右腕を引きちぎったダメージ。

　そのダメージの修復を求める吸血鬼ヴアンパイア

 の本能が、意識とは裏腹に、血臭のする弾丸に引き寄せられた。だからこそ躱せなかったのだ。

「私が吸血鬼ヴアンパイア

 で……貴様が人間で……」

　吐血しながら言葉を紡ぐゼルネッツァ・Ａ。

「それが私の敗因……だというのか。『人間として戦う』と言った貴様の……布石……」

「それで半分」

「……なに」

「お前の言葉だ。勝敗を分かつのは覚悟だと」

「…………
 」

「俺に勝つために、その場の思いつきの覚悟で腕一本を引きちぎる。その程度の決意だからお前は敗北した」

　人間ノア

 を倒すために怪異ゼルネツツア

 が流した血──

　怪異ゼルネツツア

 を倒すために人間ノア

 が流していた
 血──

　この戦いは、互いが覚悟として流した血の対決と言えただろう。

　しかし前者が「たったいま思いついた」覚悟であるのに対し、後者はノアが代行者ハンター

 になる前から、死の危機と闘いながら積み重ねてきた覚悟であった。

　勝敗を分けたのは、その差だったのだ。

「とはいえ。勝敗こそ変わらずとも、怪異おまえ

 が最後まで冷静であったなら内容は多少違ったものになっていただろうな」

「……この期に及んで……何を言う」

「お前の手際は見事だった。トスカリア自治区からの逃走といい、この国での策謀といい。事実、一日差だったな。俺がこの国に到着するのがあと一日遅ければ、お前の宣言どおりこの国は落ちていた」

　弾丸を補充した銃を両手に握ったまま、ノア。

「俺との戦闘でもその狡こう
 猾かつ

 さを保っていれば、戦いも多少違ったものになっていた可能性はあった」

「…………
 ふはっ」

　掠れた吐息と吐血とを混じらせて。

　吸血鬼ヴアンパイア

 は嗤った。

「私は、最後まで……冷静いつもどおり

 だったさ。お前が、その上を行っていた。……それだけだ」

「────
 」

「やはり、理解……できぬものだな……」

　黒の霧となって空へと昇っていく吸血鬼ヴアンパイア

 。

「……人間というものは……」

　その言葉を最期に。

　大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａは、謁見の間から消滅した。














９





　南アルトリア王国に、日が昇る──

　朝が来て。

　浮かびあがった光景は、人類の勝利とは到底言えないものだった。

　屍鬼グール

 の大群の通過によって半壊した門と、その襲撃で荒れはてた町並み。死力を尽くして戦って傷ついた兵と代行者ハンター

 たち。

　南アルトリアの聖教教会が保有する聖水では足りず、今は北アルトリア王国が貯蓄する聖水の救援を待っているところだ。

「あ、てめぇノア。お前なんで一人だけ無傷なんだよちくしょう！」

「そうだ。こっちは町で無数の屍鬼グール

 に襲われてだな──」

「うるさい寝てろ」

　担架で運ばれるダヴィデたち代行者ハンター

 と、そんな彼らを適当にあしらうノア。

　既に南アルトリア内の集中治療院メデイカルセンター

 は傷ついた王宮兵で一杯。

　代行者ハンター

 を治療する余裕がないことから、彼らは、緊急輸送車で北アルトリア王国の集中治療院メデイカルセンター

 に運ばれるという。

「でも良かったです」

　ほっと胸に手をあててシルヴィは息を吐きだした。エド王子の護衛で頭が一杯だったが、それでも町の様子は常に気がかりだった。

「ダヴィデさんたち、城下町を守ってた人たちが無事で……」

「当然だな」

　緊急輸送車を見送りながら、ノアは当然と言った口ぶりで。

「奴らも一流の代行者ハンター

 だ。これくらいの襲撃でくたばるタマじゃない」

「はい、流石です！」

　その後ろでエルザがなぜか「こほんこほん」、と咳払いをくり返しているのだが、ノアが無視している以上は気にしなくていいのだろう。

「ここはもういい。歩くぞ」

　背を向けるノアが、荒れた通りを歩きだす。

　いったいどれほど城下町が荒らされているだろう。辛い光景が待っているのを覚悟したシルヴィだが、城下町の中ほどから王宮までは驚くほど美しい町並みが広がっていた。

　荒れているのは門を中心としたごく狭いエリアのみ。

　あれほど王宮に屍鬼グール

 が侵入していたというのに、その間にある建物はせいぜい一部の塀が崩れた程度だろうか。

「これって……？」

「統率された怪異エネミー

 の侵攻で見られる特徴だな」

　疑問などお見通しだといわんばかりに、そう答えたのはエルザだった。

「ゼルネッツァの狙いは王家の崩壊。ゆえに屍鬼グール

 たちは一直線に王宮を目指し、その途中にあった町の破壊は二の次だったというわけだ」

　そんな屍鬼グール

 たちもゼルネッツァの消滅を察してすぐ撤退した。

　結果として、被害は門と王宮内に集中したということなのだろう。

「聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 はどうだったんでしょうか。今朝……王宮の一階で屍鬼グール

 と戦っていたって聞きました」

「集団戦における聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 の統率力は特筆すべきものがある」

　平へい
 坦たん

 な口調でノアが続ける。

「屍鬼グール

 の群れは、大敵ゼルネツツア

 の命に従っていたとはいえ連携に欠ける烏う
 合ごう

 の衆。聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 にとってはもっとも与くみ

 しやすい相手だ。実際、王宮一階では相当な数の屍鬼グール

 を奴らが食い止めていたらしい」

「……そうですか」

「この功績でまたヨハン派の声が強くなる。奴らとしてはこの騒動に乗じて上手く名声を高めたわけだ。グレゴリオ聖教内の派閥争いがしばらく荒れるだろうな。代行者おれ

 には関係のないことだが」

　そう呟く彼の足先はあくまでまっすぐ。

　陽に照らされる王宮へと向けられていた。

　──ウィンザー王宮。

　正門をくぐって一階へ。十字路を左に曲がった先にある、王宮関係者の通路を伝う。ここ数日でシルヴィもすっかり慣れた道のりだ。

「……でも、やっぱり被害はありますよね」

　ガラスの散乱した通路。

　絨毯は擦りきれ、壁には怪異エネミー

 のものとも人間のものともつかない血痕が残されている。怪異エネミー

 は退けた。けれど決して手放しでは喜べない光景を前に、思わず顔を背けてしまいたくなる。

「あの、さっき通路で家臣の人たちが集まって話してたのが聞こえたんです」

「ウィンザー王と王妃のことか」

「はい。二人とも、特に王妃の方はもうお姿は戻らないだろうって……」

　傀儡化された王。

　怪異エネミー

 へと変貌した王妃。

　どちらも夜のうちに聖教教会に運ばれて聖素の治療を受けてはいるが、容態は決して芳かんば

 しくないという。

「お前の姉はシスターだ。日頃から聖水を服用することで体内の聖素濃度も高かった。人格はもちろん身体も、怪異エネミー

 に変貌したところで自然と人間の組織に戻っていく」

「……はい」

「だが王と王妃は違う。体内の聖素濃度が低い分、魔素の浸透が早い。人格が戻る可能性が無いとは言わないが、変貌した身体までは難しい。人間の心で、一生あの姿のまま暮らすことになることもありえる」

「そうすると王位は」

「当然に退位だ。まず王妃があの見た目で人前に出られない。そんな王妃をもつ王を民衆が受け入れられるわけがないからな」

　また怪異エネミー

 として暴れだすのではないか。

　民の心に不安が残るのは想像に難くない。そうなれば、たとえ怪異エネミー

 の脅威が消えたとしても南アルトリア王国は自然分解してしまう。

　ならばどうすればいい？

　残された道は、あるのだろうか。

「謁見の間だったな」

「……はい。そこで待ってるって」

　二階へ。

　朝陽のさす通路。昨日までと違うのは、通路を掃除する使用人の姿が見あたらず、鎗やり

 と剣とを握る兵士が不休で見張っているということだろう。

　階段を上ってすぐ、目に付いたのは一際大きく豪奢な造りの扉だった。

　その両脇に控える兵士たちにノアが目配せ。

　兵士たちも、ノアの顔を見るなり直立で敬礼の姿勢をとった。

「ノア様。近衛兵一同、誠に感謝しております！」

「大敵アークエネミー

 ゼルネッツァ・Ａの討伐がなければ今ごろ我が王宮は……」

「依頼に従っただけだ」

　謁見の間の扉を凝視したまま、ノア。

「ここから先だが、しばらく俺たちだけで話をしたい。家臣だろうが聖騎士軍ジヤンヌ・ダーシユ

 だろうが扉を通すな」

「はっ」

「ノア様がそう仰るのであれば命に代えても」

　近衛兵たちが両開きの扉を開いていく。

　シルヴィが扉を一歩進んだその先は、もはや元の景観が思い出せないほど激しく損傷した広間があった。

　擦りきれて床から剥がれた真紅の絨毯。

　天井のシャンデリアの一つが床に落ちて原形を留めておらず。

　壁も床も、弩砲カタパルト

 で砲撃を受けたかのような破壊痕が残っている。人間の刀や鎗、銃で傷つけられる域を越えた破壊だ。

　……ノアさんと大敵アークエネミー

 が戦った場所。

　……どんな攻防がくり広げられればこんな痕になるんだろう。

　だがノア本人は、この広間の光景など気にした風もなく進んでいく。大敵アークエネミー

 ゼルネッツァとの戦いさえも終わってみれば彼本人は傷一つ負っていない。

　完全なる圧勝。

　人類史上最強の代行者ハンター

 にふさわしい実力を証明した形と言えるのだろう。もっとも彼がそれを誇るところは想像できないが。

　そんなノアが──

「待たせたな」

　広間の奥。玉座を見上げて佇む金髪の少年に声をかけた。

　まだ十一歳に過ぎない小柄な少年。首には包帯が巻かれており、昨夜の襲撃の痛ましさを感じさせる。

「王と王妃は集中治療院メデイカルセンター

 で治療を受けている」

「……うん」

「聖素による魔素の浄化と負傷の手当。王妃はそれに外科手術の検討だな。怪異エネミー

 に変貌した器官がどうなっているかは実際に手術してみないとわからない」

「……王妃様は、もう戻らないかもしれないんでしょ」

「人間の爪や髪を切ってもまた生えてくるのと同じだ。手術で一時的に棘や尾を切り落としても、また再生する可能性があるのは否めない」

　王妃の身体は既に怪異エネミー

 へと変貌しきっていた。もはや彼女にとっては怪異エネミー

 としての肉体の方が正常なのだ。

「二人の意識が戻ったとしても、もはや国の長でいることは難しい。王も王妃も退位だ。国のためにも、そして二人のためにも」

　王宮から離れた別荘で。

　喧けん
 噪そう

 を避けて静かに余生を過ごすのが二人にとっては一番良い未来だろう。シルヴィも、ここに来る前にそうノアから告げられていたことだ。

「だが民は残る」

「…………
 」

「この国で、王に忠誠を誓い、国のために汗を流して働いてきた者たちだ。王のように退位して済む話じゃない。民はこの国で働かねば生きていけないからだ。そしてその為には何が必要かは言うまでもない」

　新たな王。

　怪異エネミー

 の恐怖にさらされた民衆を鼓舞し、より強い国へと導く王が。

「エド王子」

　少年がふり返る。

　そんな彼に、ノアが鞄から取りだしてみせたのは黄金色に輝く冠だった。

「王の寝室で見つけてきた。南アルトリア王家代々の戴冠の儀に使われていたものだそうだな。いわば王の証あかし

 だ」

「……うん。王様が大事にしてた」

　哀愁を湛えたまなざしでソレを見つめる王家の少年。

「どこにあったと思う」

「え？」

「俺がこいつを見つけたのは部屋の隅。王の外がい
 套とう

 にくるまれていた」

「どうしてそんな場所に……」

　普段なら特別な台座の上に載せてあるはず。怪異エネミー

 の襲撃で台座から転がり落ちるとしても、外套にくるまるような転がり方をするとも思えない。

「王の意地」

「っ！」

　ノアの一言に、王子が息を呑んだ。

「王は守ったんだ。王と王妃じぶんたち

 が怪異エネミー

 の襲撃に遭ったなかにおいても、人間としての尊厳を捨てなかった。国の王たる証だけは渡すまいと、最後の力を振りしぼって王冠だけは隠し通したというわけだ」

「……そんなっ」

「シルヴィ」

　宙をわたる王位の証。

　きらきらと輝く冠をノアから投げ渡されて、シルヴィはそれを胸元で受けとめた。

「聖教信仰国では、戴冠式で王に冠をかぶせるのは神父の役目だそうだな」

「え？　ええと……あの……」

「お前がやれ
 」

「────
 」

　理解した。

　彼ノア

 が何を想おも

 って自分シルヴイ

 に王の冠を投げ渡したのか。

　一度、大きく深呼吸。

　胸の鼓動を鎮めてから王の玉座へと歩きだす。

「エド殿下、さあどうぞ。こちらへ」

　いまだ惚ほう

 けたままの少年の手を取って、王の座のあった場所へ。

　王の椅子は大敵ゼルネツツア

 によって砕かれた。

　……でも冠は残ってる。

　……王が……いいえ、先代王が守り通した王の証はここにある。

「ごめんなさい殿下。わたしはシスター見習いだったので、戴冠式の作法も存じません。だから────
 」

　王の冠を高々と掲げる。

　それを少年の頭にそっと載せて。

「エド陛下
 。素敵な王様になってくださいね」

　精一杯。

　できるかぎり最高の微笑でもって、シルヴィは新たな王を祝福した。

「残念ながら感傷に浸っている余裕はない。新たな王の最初の仕事だ」

　ノアが顎で指さしたのは謁見の間の扉。

　その先へ──

「皆が待っている。怪異エネミー

 の襲撃で傷ついた兵士、王宮に仕える使用人や家臣、それに不安の渦中にある民衆がな」

「……僕を？」

「行ってやれ。そしてその冠を見せてやれ。それが王の最初の役目だ」

「……う、うん」

　昨夜の襲撃で捻挫した片足を庇いつつ。

　頼りない足取りながら、幼い王が扉へと向かっていく。

　開かれた扉。

　新たな王を目撃した近衛兵、家臣から驚きの声が上がる様を最後まで見届けることなく、黒ずくめの代行者ハンター

 はきびすを返した。

　謁見の間の片隅。避難口から、城の外へ。

「最後まで見届けたかったか？」

「……もう少しだけ、という気持ちはありました」

　背を向けたまま尋ねるノアに、シルヴィは偽らない気持ちをそのまま告げた。

「でもきっと、わたしたちにできるのはここまでだから」

　自分たちがいれば、エド王子はいつまでも自分たちを頼ってしまうだろう。

　それではいけないのだ。

　王とは頼られる者。頼る者であってはいけない。

「行きましょう。ええと、まずは北アルトリアに戻るんですよね」

「そうだ。女王ヴイクトリア

 が首を伸ばして待ってるだろうからな。報告して、そこから先はまた大敵アークエネミー

 捜しだ。覚悟は？」

「はい。当然ついていきますとも！」

「……ふん、好きにしろ」

　歩きながら腕組みするのはエルザ。

「だが元シスター、これだけは覚えておけ。私は人間となれ合うつもりはない。百歩譲って同行を許したとして、窮極のところ人間と怪異エネミー

 とは敵対する──」

「エルザさんは明日の朝ご飯は何がいいですか」

「パンケーキ」

　あっさりと懐柔されてしまう自称最凶の大敵アークエネミー

 。

「そしてハムエッグ。苺いちご

 ジャム入りの紅茶も忘れるな。珈琲は苦いからいらない。野菜も不要だ」

「野菜は食え」

　即座に反応したのはノアだった。

「人間の身体に野菜は必要不可欠だ」

「……嫌だ」

「食え」

「嫌だ」

　言い合う黒ずくめの代行者ハンター

 と、白髪の少女。

　史上最強の代行者ハンター

 ノア・イースヴェルトと史上最凶の大敵アークエネミー

 エルザリーシャ。おそらくは世界でもっとも数奇な組み合わせであろう二人を横目に。

「お姉ちゃん、神父ニコル……」

　眩しき空を仰ぎ見た。

　遙か遠い地で、今も治療を受けているであろう二人に想いをはせて。

「わたし、もう少しだけ頑張ってみるよ。お姉ちゃんの分も。神父ニコルの分も。だから見守ってて」

　シルヴィは足を踏みだした。

















特別付録 書き下ろし短編「ワールドエネミー」×「世界の終わりの世界録＜アンコール＞」





「レン、起きろ。お前の世界録アンコール

 が必要だ」

　テントで寝ているところを揺り起こされる。

　レンがぼんやりと目を開けると、可憐な面立ちの銀髪少女が、真剣なまなざしでこちらを見下ろしていた。

「キリシェ？　世界録アンコール

 が必要って……どうしたのさ」

「うむ。お前の世界録アンコール

 は、別世界の記録を呼びだす機能があるらしい。それを見てみたいと思ったわけだ」

「世界録アンコール

 に？　ああ、そういうことか」

　伝説の書『世界録アンコール

 』。

　レンが世界終焉の地で手にした書は、はるか古の遺産たる『失われた技術オーパーツ

 』。

　その正体は、古代召喚術の究極の発動体である。この世界にいる竜や天使、悪魔も元はといえば神代の時代に別時空から召喚された種族たちだ。

「この世界録アンコール

 だが──」

　レンの取りだした虹色の書をまじまじと見つめるキリシェ。

「もともと別時空の物体を召喚する力が備わっている。その応用で、ある程度近い時空の記録を照合して読み解くこともできるらしい。いわば別世界の物語だな」

『そうですともレン様！』

　キリシェの頭上から、掌にのるほど小さな小人が急降下してきた。

　世界録アンコール

 の住人ナスターシャ。神代の昔に造られた人工存在の少女で、世界録アンコール

 の機能を誰よりも熟知した「失われた技術オーパーツ

 の案内人」だ。

『私が調べたところによると面白そうな記録がありました。「ワールドエネミー」という名の世界なのですが！』

　ナスターシャが、可愛らしい声を精一杯張りあげて。

『気になる記述がたくさんあります』

「っていうとどんなの？」

『こちらにはいない「怪異エネミー

 」という怪物たちが跋扈しているそうです。吸血鬼ヴァンパイア

 、獣人セリアンスロープ

 、屍鬼グール

 、幽魔ゴースト

 、魔獣ビースト

 などなど。町の外はおろか、夜になれば家の外を歩くことさえ命がけ。ほら、レン様にピッタリ！』

「どこがっ!?
 」

『まさにレン様の冒険先にふさわしいです！　さっそく世界録アンコール

 で下調べをいたしましょう。この世界から「ワールドエネミー」へ向かう手段を調べなくては！』

「……俺、やらなきゃいけないことたくさんあるんだけどな」

　既にすっかりその世界が気になってしまったらしきナスターシャを後目に、腕組みしてみせる。

「俺は──」

「まあ待てレン」

　言葉を続ける間もなく、今度はキリシェがレンの肩に手を乗せてきて。

「落ちつけ。まずはわたしの話をよく聞くといい」

「あ、ああ……」

「向こうの世界には、その怪異エネミー

 を駆除する代行者ハンター

 という武装者がいるらしい。別世界の戦闘を肌で感じる良い機会だ」

「……俺、嫌な予感しかしないけど」

「壮絶な戦いの渦中へ飛びこむ。まさに神性都市に挑む前の鍛錬にふさわしい」

「……つまり？」

「つまりは、だ」

　キリシェがいつになく気合いの入った様子で頷いてみた。

「過酷な世界？　ふんっ、望むところだ、さあ行けレン！」

「やっぱりそうかよ!?
 」

「まずは向こうの時空への行き方を調べるぞ。必ず方法はあるはずだ！」

「……どうかなぁ」

　レンが渋々見守るなか、世界録アンコール

 を食い入るように見つめるキリシェとナスターシャ。

　なお。

　その一時間後。どんなに調べてもそんな手段が見つからないまま──

「なあキリシェもナスターシャも。そろそろ出発の時間だから。調べ物はまた今度にして、俺たち神性都市を目指さないと」

「まだだ、あと少し──」

『もうすぐ解明できそうなのです！』

「……勘弁してくれ」

　熱意に燃える二人の少女たちの前で、レンは溜息をついたのだった。





　あとがき













　不死者の少女と不死殺しの王──

　本書『ワールドエネミー』の物語は、初期構想から数えるともう十年以上でしょうか。

　今回の主敵テーマ

 は吸血鬼ヴアンパイア

 でしたが、この世界にはまだまだ未知の怪異エネミー

 が控えています。

　そして十一体の大敵アークエネミー

 。

　代行者ハンター

 ノアと大敵アークエネミー

 の戦いの行く末は……？　と、少しでも本書の「先」が気になるような物語になっていれば幸いです。

（不死者の少女エルザや、語り部たる未来の聖女シルヴィも、愛着をもって頂ければなお幸いです）

　ノアとエルザの結末、そしてシルヴィの成長。

　筆者の中ではそれぞれ思い描く光景があるのですが、それはまた別の機会に。願わくば、本書の「次」を書く機会に恵まれれば嬉うれ

 しいなと。





　一つ、『ワールドエネミー』繋つな

 がりでお知らせを。

　この『ワールドエネミー』で表紙・口絵を担当してくださったふゆの春はる
 秋あき

 先生と一緒に、細さざ
 音ね

 はもう一つファンタジーを書いています。夜長のお伴に、こちらも同様にお付き合い頂ければ大変嬉しいです。

　ＭＦ文庫Ｊ『世界の終わりの世界録アンコール

 』──

　コミカライズ・ドラマＣＤ化・楽曲化と多方面でメディアミックスされていて、本書発売後の一月二十五日頃にも最新九巻の刊行を予定しています。

　こちらの物語も筆者として全力で取り組んでいる作品ですので、よろしければ、どうかご覧くださいませ。





　最後に御礼を。

『ワールドエネミー』を手にとってくださって、本当にありがとうございます。

　本書の内容のとおり主人公ノアが戦うべき大敵アークエネミー

 はまだまだ控えておりますし、細音自身、描きたいと思う光景がたくさんあります。いつか再びノアやエルザ、シルヴィの姿を描く機会に恵まれた時には、彼らの戦いを見守って頂ければと思います。

　願わくば。

「次の大敵アークエネミー

 」との激闘で、お会いできますように。

細音　啓けい
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